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　レンガで舗装された道を進む馬車は振動も少なく、窓を開けると涼しい風が吹き込んできて、少しばかり寝不足気味の俺には眠気を堪えるのが難しい。うーん、無事にアルチーナとフェノリーゼを救出して帰ってこれたから気が緩んでるのかな？

　俺との結婚式を控え、大神殿で当日の段取りの確認をしていたアルチーナと付き添いのアルテナ。

　そして呪いで強要されていたとはいえ、帝国の諜報員としてこの街に侵入していた立場上、身の潔白を証明する【誓約】を受けるために、大神殿に同行していたフェノリーゼ。

　法の女神トライア信仰の総本山である大神殿が襲撃を受け、辛うじてアルテナだけは逃れたものの、アルチーナとフェノリーゼが賊に捕らわれてしまう。

　俺がたまたま討伐に出掛けていたせいで追うのが遅れてしまったが、捕まえた魔物を操って丸一日追跡を続け。追いついた先はリーテンブ帝国の首都、皇帝の住まう皇城だった。

　追跡中に助けることの出来たフェノリーゼ、そして人質を取られ襲撃をさせられた帝国の将ピサロと、その部下たちを連れて侵入する。

　なんとかバレずに首謀者の元までたどり着くと、なんかブ男が俺のアルチーナに変な呪いをかけて、手を出そうとしてたので有無を言わさずぶちのめし、アルチーナを取り戻すことができた。

　ついでにフェノリーゼの必殺技を喰らったのに、あんまりダメージが無いとは随分と頑丈な奴だったな。アルチーナたちの安全が最優先だからその場で倒さずにさっさと脱出した。

　ダメ元で帝国の追手を混乱させる意味で誤情報とか吹き込んだら、面白いくらいに引っかかるようなアホで良かった。お陰でかなり余裕ができて、ブ男の慰み者にされてたお嬢さんたちも逃がす事ができたし。

　ブ男はともかく戦い慣れた帝国の兵士たちは厄介だからな。少し身を隠した後で脱出しようとした時、目の前に帝国を統べる皇帝リチャードが現れ、話を聞くことになった。

　そこでブ男こと軍神の勇者アレスの出現から、瓦解しかけた帝国の内情を聞く。爺さんに敵意は無かったし疲れてたから、その日は皇城に泊めて貰った。

　皇城と言っても、フェノリーゼが人質として帝国に住んでいた頃。あてがわれていた後宮の一室だったわけだが、流石に内装も豪華でベッドもスゲェ寝心地が良かったな。

　そしてフェノリーゼに煽られたとはいえ、結婚まで処女を守る約束をしていたアルチーナの初めてを貰ってしまった。ごめんよ、美少女を前に我慢できないエロい夫で本当にごめん。

　フェノリーゼも人並み外れた美貌で、蕩けた表情で奉仕してくれるものだから。敵国で、しかもブ男が兵士を総動員して探してる最中であるのも忘れて、夢中になって二人を貪ってしまった。

　翌朝皇帝の爺さんが瞬間移動で国境まで送ってくれて、のんびり船で帰る途中に、仮眠でも取ればよかったかもしれない。しかしそこでも我慢できずに二人に手を出してしまったからな……考えてみれば寝不足なのって俺がエッチしてばかりのせいだよな、気を付けないと。

　そんな事を考えつつウトウトしてると、唐突に頭に柔らかい何かがぶつかってきた。つい手を伸ばして掴んでみると悲鳴じみた思念が頭の中に響く。

　──むぎゅぅぅ、乱暴に掴んじゃ駄目なのぉぉ。

「あぁゴメン、トレニアか。迎えに来てくれたのか」

　馬車を動かしてる御者さんが何事かとこちらに目を向けてくるけど、トレニアの姿を見て納得したようだ。なんでも俺が頭の上に彼女を乗っけている姿は結構知られてるらしい。

　──乱暴にしたお詫びに、ゴハンの時間まで私とお昼寝するの。クリスはお疲れだから休ませるようにオリヴィアが言ってたの。

　屋敷では欠伸あくびとかしてない筈だけど寝不足なのはお見通しだったか。それとも俺の行動パターンをオリヴィアは完全に把握してるのかな？　どっちもあり得そうだなぁ。

　屋敷に帰ると頭に乗っかったトレニアの操縦案内で中庭へ。木陰にシートでも敷いて昼寝かな？　と思ったら、土産として持ってきた輝鱗魚ジュエルフィッシュを放した池の傍に草で編んだベッドがあった。

「ただいま、先に寝てても良かったんだぞルーフェイみたいに」

　草で編んだベッドの上ではトレニアを除いた四人の妖精と一緒に、寝息を立てるルーフェイとティータニアの姿があった。

「ふふっこうして旦那様をお出迎えしたかっただけです」

　中庭にやって来た俺の胸に飛び込んでくるオリヴィアを、そっと抱きしめてキス。少し遅れて腕を絡めてきたディアーネにもキスして、草のベッドに寝転がる。意外と弾力があって気持ちいいな。待ってる間に寝てしまったティータニア達の気持ちが分かるな。

　──私も、私もキスするの！

　頭の上に乗っていたトレニアも、寝転がる俺の上に飛んできてキスした後は俺の胸元で寝転ぶ。心配かけちゃった反動なのか甘えてくるなんて可愛い奴だ。

　たまに池から水の跳ねる音が聞こえる静かな中庭で。夕食ができたとお手伝いのオバちゃんが呼びに来るまで、幸せな微まど睡ろみに包まれた。





◆　　　◆　　　◆






「誘拐騒ぎで先延ばしになっちゃったけど、オリヴィアは何かして欲しい事とかあるかな？」

　家族全員でとった夕食の後でのんびり寛いでる時に、オリヴィアに尋ねる。妊娠したオリヴィアに何かしてあげたかったのに、誘拐騒ぎでうやむやになってしまったからな。

「それでは旦那様と……今夜は二人っきりで過ごしても宜しいですか？」

「勿論だ、それじゃさっそく二人きりになろうか」

　上目遣いで頬を染め、照れを含んだ笑みを見せるものだから、その場でお姫様だっこして風呂場に直行。たっぷり昼寝したから今夜は夜更かししても良いかもな。

　家長である俺が最初に風呂に入るように言われているので、誰かが先に入ってる事は基本的にない。

　別にその辺は気にしないんだが、まぁ慣習というか俺より先に入るのは、夫人としてあまり褒められた事じゃないと、マーニュ王国の上流階級の令嬢たちは教育されてるからだ。

　神殿で育ったアルテナたちも同様で、なんだかんだ言って旦那を勃て……もとい立てるのがこの国の夫人の美徳なのである。ちなみにクレイターも同様だ。

　逆にリーテンブ出身のヴィヴィアンとメリッサは、普段はこの国の流儀に合わせているけど、二人きりになると主導権を握りたがるというか、尻に敷きたがる。まぁ嫁さんの尻に敷かれるのもそれはそれで幸せそうだから良い。

　なお、無邪気に懐いてくるトレニアはともかく、フェノリーゼの流儀は良く分からん。俺を立ててくれるのは間違いないんだけど、なんだかんだと振り回されるからな、まぁそれも結構楽しかったりする。

　浴槽の中で俺に背を預け全てを委ねてくるオリヴィアと、そんな国ごとの違いを話してると、何故か小ぶりなお尻を押し付けてきた。うん？　柔らかくて大変気持ちいいがどうしたオリヴィア？

「えっと、旦那様はお尻で踏まれるのが良いのですか？」

「尻に敷くってそういう意味じゃないぞ」

　お尻の感触を楽しみつつ、両手でおっぱいを鷲掴みにし、乳首を軽く圧するように弄ると、小さな嬌声がオリヴィアの口から漏れ出す。

「尻に敷くってのは、家庭内で女性側が主導権を握るって意味だけど、この場合はベッドの上での主導権な。頑張って今夜主導権取ってみるか？」

「はぁぁん、意地悪です。わたくしが閨ねやで旦那様に敵かなう訳ないのに」

　当然オリヴィアが望むなら、主導権を譲るのも良いけど、彼女は二人きりだと甘えるようなイチャイチャエッチが好みだから無理することも無いか。

　結婚してすぐは我慢できずに、このままお風呂場でセックスに突入したものだが、後で入る嫁さん達に怒られるのでぐっと我慢する。気遣いが出来ない男だと思われたくはないからな、お風呂ではキスとおっぱいを弄るだけで我慢する。

　クレイター製の小型の水を浄化する魔法道具のお陰で、我が家の風呂はいつでも綺麗なお湯に浸かれるようになっている。

　しかしお湯は綺麗でも匂いまでは消えない、精液などの淫臭が風呂場に残ってしまうのだ。匂い消しは地味に高級品だし、そうそう手軽には使えないので、お風呂でのセックスは控えるように言われている。

　風呂から上がり、火照った身体のままにベッドに入る。お互いに裸のままでベッドに座ったオリヴィアに、膝枕をしてもらい、そのまま下腹部に耳を当ててみる。

「やっぱり、まだ分からないんだな」

「くす、それはそうですよ。普通でしたらお腹が膨らんできてから妊娠が分かるのですから」

　普通なら生理が来ないくらいの変化で、当然見た目では分からない時期なので、ただ彼女の細い腰に抱きついてる状態だ。このお腹の中に俺とオリヴィアの子供がいると思うと、今更ながらに不安になる。

　俺の気持ちを察したのか、オリヴィアが優しく頭を撫でてくれた。すると漠然と脳裏に浮かび続ける不安が、溶けて消えていくような気がする。あぁ……俺ってやっぱり彼女に心底惚れてるんだなぁ。

「ありがとうオリヴィア、愛してる。初めて出会って一目惚れした時よりも、ずっと大好きだ」

「わたくしもですよ。あの時の旦那様はまだ一介の少年でしたが、わたくしにとってはあの日、出会った時からわたくしにとっての勇者様。だからわたくしからも言わせてください、愛してくれて、ありがとうございます」

　髪を撫でる手が、頬に添えられ、身を屈めた彼女の巨乳が顔に押し付けられる。うん？　ちょっと息苦しいぞ。

「むが、もがが……」

　彼女の柔らかい胸が口と鼻を塞いでちょっと、いやかなり苦しいぞ。ちょっと待ったオリヴィア、嬉しい感触だけどちょっとだけ解放してくれ。

「でも……結婚してから、わたくしの姉妹がちょっと増え過ぎではございませんか？」

　あれ？　ちょっとだけオリヴィアの口調が不機嫌っぽいというか、ちょっと拗ねてる感じ？

　ますます強くおっぱいを押し付けてくるオリヴィア、天にも昇る心地よさだが、このままだとおっぱいに埋もれて天に召されそう。と、そんなことを考えてると、彼女が不意に身を起こしたので解放される。

「むぅ、世界一素敵な旦那様がモテるのは当然ですけど……わたくしが一番旦那様を愛しておりますから」

「うん、俺も一番愛してるのはオリヴィアだ」

　体勢を変え、胡坐あぐらをかいた俺に抱きつくように身を寄せるオリヴィア。こうして対面座位で抱き合ってのセックスがオリヴィアの一番お気に入りの体位だ。

　なんでも上下運動と一緒に俺の胸でおっぱいが擦れるのが気持ち良いらしい。後は顔を見ながらセックスするのが好きみたいだ。

「あむっ……んちゅ、んっ！　あん、お尻そんなに強く掴まれたら……」

　舌を絡めたキスをしながら、両手はオリヴィアのお尻をしっかりと掴み柔らかい感触を堪能する。

「ん？　痛かったか？」

　オリヴィアの表情は痛がってるそれではなく、感じている時のそれだ。恥ずかしそうに首を横に振るので、俺はオリヴィアの小ぶりなお尻の感触を更に楽しむことにする。

「ひぅん！　あ……やぁ、お尻だけじゃなく……その……んむぅ！」

　なにが言いたいのかは大体分かるが、ここは焦らした方が可愛い反応が見れそうなので、お尻の愛撫をさらに激しくし、口を強引に塞いでしまう。

「んんっ！　むぅむぅぅぅ、ぷはぁ……あっあっ、はぅ！　ちゅ……んちゅ、んむぅ！」

　俺の舌と指に翻弄されながら、おっぱいを俺に押し付け、さっきよりも濡れているオマンコを、物欲しそうに俺のチンポに擦りつけてくる。ふふっ恥ずかしがりつつ行動でおねだりしてくるあたりが最高に可愛いな。

「どうしたんだ？　俺は妊娠したオリヴィアの負担にならないように優しくしてるだけなんだが？」

　愛撫する手は止めないで、唇を離すと、顔を真っ赤にしたまま上目遣いで文句を言ってきた。

「はうぅぅ……い、いじわる……分かってらっしゃるくせに……ひぅ！」

　片手だけオマンコに触れると同時に、すっかり濡れている熱い秘所に指を挿入すると、膣内は俺の指を放すまいとするかのように、吸い付き締め付けてくる。

「どうして欲しいんだオリヴィア？　言わないと分からないよ？」

「あっあっ！　はぁぁん！　いじ……わる。旦那様のいじわるぅ……ください旦那様のオチンチン！　オリヴィアの……オ、オマンコに、旦那様の大きくて逞しいオチンチンを挿れてくださいませ！」

　お風呂で散々我慢したのと、さっきまでの愛撫で既に俺のチンポは猛りまくってる。俺は彼女の細い腰を掴むと、ゆっくりと感触を楽しむように彼女の子宮の入り口まで挿入した。

「あぁぁぁ！　旦那様のオチンチン凄いのぉ！」

「今日はあまり激しくしないで、ゆっくり楽しもうな」

　妊娠が発覚した時点でセックスを控えるのが一般的なのだけど、神聖魔法の祝福がかかった女性は妊娠しやすく、出産の際に苦痛が軽減されるだけでなく。実は胎児の保護もされ、よほど乱暴にでもしない限り流産などはしないし、悪阻つわりもほとんどなくなる。

　まぁなにが言いたいのかというと、妊娠中のエッチも特に問題ないという事だ。

　既に愛液で湿ってるオリヴィアのオマンコをゆっくりと出し入れすると、膣内のヒダが絡みついてくるようだ。俺はあまり激しくすることなく、気持ちよさそうに喘いでいるオリヴィアの反応を楽しむ。

「くぁ、旦那様ったら……あっあっんくぅ！」

　ゆっくりと、オリヴィアの身体を揺するように腰を動かし、手はお尻と胸を愛撫している。激しくしすぎないように、でもオリヴィアを気持ち良くしてあげる為に優しく、彼女の感じるポイントを刺激していく。

「あぁん！　旦那様、メリッサに聞いたのですが、今の時期でしたらまだ、いつも通りにエッチしても大丈夫みたいですから……その、もっと……」

　顔を赤くしておねだりするオリヴィアが可愛くて、つい腰の動きが激しくなってしまう。しかもオリヴィアも俺に合わせて腰を振るものだから、気持ち良すぎて止められない。

「はぁ！　あっあっあっ！　旦那様のオチンチン！　膣内でまた大きく！」

「あぁもう！　こんなに可愛いおねだりされたら我慢できないじゃないか」

「我慢なんて……んふぅ！　わたくしの身体は全部旦那様のモノですから！　旦那様の望むままに……んむぅ！」

　オリヴィアの頬に手を添えて唇を塞ぐ、キスをしたままピストン運動をしていると、彼女の巨乳が俺の胸板に押し付けられ腰を動かすたびに形を変え、そのたびに塞いだ唇から声が漏れだす。

「ンンンッ！　むぐぅ……はぁ、好き。大好きです旦那様ぁ」

　唇を離すと、愛する妻の蕩けた表情。オマンコからは洪水のように愛液が溢れ出し、乳首はピンっと勃っている。チンポを動かすたびに膣壁が絡みつき快感を齎もたらしてくれる。

「あぁぁん！　イクッ！　旦那様のオチンチンが気持ち良すぎてイッちゃいますぅぅ」

「俺も、俺もイクぞ！」

　オリヴィアの両足が俺の腰に絡みつき、より強くしがみついてくる。その瞬間、彼女の全身が震え膣が締め付けてくる。

「んはぁぁぁ！　旦那様ぁぁぁ好き！　愛しておりますぅぅぅ！」

　同時に絶頂に達し、大量の精液がオリヴィアの膣内に注ぎ込まれる。それほど激しくないセックスだったのだけど、かつてない充足感を感じ、繋がり抱き合ったままセックスの余韻に浸る。

「オリヴィア、んっ、ちゅ」

「あむっ……ちゅ……旦那様は、まだまだ元気ですね」

　まだ挿入した状態だから、そりゃまだまだ衰えないで勃起してるチンポが分かるか。けど妊娠したオリヴィアの不安を紛らわすために、愛情たっぷりのセックスするのは良いが、あまり激しくしてオリヴィアの負担になっては本末転倒だ。

「良いんだよ、オリヴィアは大事な身体なんだから、新婚の時みたいに限界までエッチなんて駄目だ」

　激しいセックスは控え、膣内に挿入したまま温もりを感じ合うようイチャイチャセックスを続ける。

　どれほどそうしていただろうか？　オリヴィアを抱いてると時間を忘れてしまうから、いつまででもこうしていられるんだけど、オリヴィアの動きにちょっと疲れが見えきた。

「そろそろ寝ようか」

「あの旦那様、寝る前に汗を流しませんか？」

　そういえば激しくないとはいえ長時間エッチしてればお互いに汗だくだ。オリヴィアの提案を受けてすぐに立ち上がり、彼女をお姫様だっこして再び風呂場へと向かう。

　だいぶ夜も更けてるから皆もう寝てるかな？　と思ってたら、長風呂派というか、温いお風呂に長く浸かるのが好きなメリッサとディアーネが寛いでいた。意外だな、ディアーネなんていつも寝るの早いのに。

　ちなみにルーフェイなんかは熱いお風呂が好きで、お風呂に入る順番とかでは先に入る事が多い。

　先に言ったように我が家のお風呂は、水を浄化する魔法道具が用意されていて、いつでも綺麗なお湯に浸かれる。だが温度までは戻らないので、熱い湯が好きな人が先で、ぬるま湯が好きなら後となんとなく決まっていた。

「あら、ご主人様？　オリヴィアと二人で過ごされるのでしたら、先に出ますか？」

　浴槽で寛くつろいでいたディアーネが気を遣ってくれるが、流石にリラックスしてる時に早く出ろと言う気はない。

「大丈夫だよ、ゆっくりしてなよ。俺が出かけてる間、お客さんとか多かったって話だし」

　ここに住むようになって、俺に会いに来る人は意外と多い。流石に予あらかじめ約束とかがあれば待ってるんだけど、そうでない場合出かけてる場合が殆どだからな。討伐に勤いそしんだり、嫁とデートしたりと基本日中は家に居ないのだ。

　カール王子やトラバントさんといった街の重要人物は、予め手紙とか使者を送って知らせてくれるんだけど、結構事前連絡なしでやって来る人が多いらしい。

　らしいというのは、そういう人たちはディアーネが応対して、さっさと帰らせてしまうからだ。ディアーネが不在の時はメリッサが対応してくれている事になっている。

　彼女曰く、侯爵にして勇者、そして元帥の位を賜たまわる俺に連絡なしで訪問なんて、無礼討ちしても問題ないのがこの国の法であるとの事。

　この屋敷は、俺の張った結界で悪意がある人は立ち入れないから安心なんだが、一応警備の人とか雇った方が良いかな？　でも男だとオリヴィアが怖がるからな、かといって女性だと変な噂が立ってしまう。

　具体的には俺のお手付きと周囲に思われると嫁の貰い手が無くなる可能性がある。誤解だ、俺はそこまで節操なしじゃないんだぞ？

「縁談を持ってくる人が多いですが、そういうのは基本的にお断りしておりますので。ご主人様のお耳に入れるまでもありませんわ。サリーマ様のようなお仕事に関わる事でしたら、お通しする事にしておりますが」

　うん、やっぱり女好きの噂のせいで街の有力者だけでなく、王都に住む貴族からも、その手の話を持ち込んでくるのか。事実だけに反論のしようがないな。

「特に今日はご主人様がお帰りになる日だと言うのに、性た質ちの悪い奴がやって来たので、ちょっと気持ちが荒すさんでますの、慰めてくださいませ」

　言葉に出すよりも早く、ディアーネの豊満なおっぱいが押し付けられる。大変だったんだな、それでは苦労をねぎらう意味で腰に手を回し抱き寄せる。

「そうよ、クリス君が帰って来てから機嫌の良かったディアーネがね、とっても不機嫌で宥なだめるの大変だったのよ？」

　反対側からメリッサが同じくおっぱいを押し付けてきたので、彼女も同じように抱き寄せる。オリヴィアが俺の膝の上に向かい合って座ってるので、あっという間に三人の巨乳に包まれてしまった。

　性質の悪い奴ってどんな奴か聞いてみたが、どうも言いたくないらしく「ご主人様のお耳に入れるほどの事ではない」と言われては追及するのも野暮というものか、黙ってキスすると嬉しそうに舌を絡めてくれた。

　そうして三人の愛する妻とイチャイチャしていたら、流れでそのまま寝室に行ってエッチしそうになったが、今夜はオリヴィアと二人っきりにすると決めていたので。最大限の理性を動員し寝室には誘わなかった。

　だがディアーネが慰めて欲しいと言ったからには応えるのが男の甲斐性！　ディアーネとは明日の日中デートの約束をして、メリッサとはその夜二人でセックスする約束をした。
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★　　　カールＳＩＤＥ　　　★






「諸君、引き籠りのイザベラをなんとか表に出す為には、なんとしても直接会わなくてはならない。君たちの奮戦に大いに期待しているよ」

　街を覆う城壁の外、草原の見渡せる小高い丘の上に、ポツンと建っている大きな屋敷の正門前。時折ドラゴンと思しき唸り声や、大型肉食獣の吠え声を数十倍にしたかのような轟音が響くが、まぁ想定の範囲内だ。

　二つ名持ち冒険者や実績のある人間には、富裕層の住む高級住宅街の屋敷を与える筈だった。しかしイザベラは召喚し使役した魔物を屋敷の警備に使っているので、周辺住民の事も考え、彼女には街の外に在る人ひと気けのない屋敷を与えたのだ。

　かつてこの街に住んでいた富豪の別荘だけど、一応保有しておいて良かった。彼女を街中に住まわせると、近隣住民が可哀想だしね。

「カール様、仮にも人に会いに行くだけで、奮戦ってどういうことですかい？」

　呆れ顔で質問してきたのは、連れてきた四人の中でも一番の巨漢、『地割り』のジェイソンだ。巨大な鉄槌を軽々と肩に担ぎ、全身鎧を纏っているにも関わらず鈍重な印象は全くない。

「だってイザベラだぞ、お前は彼女の人見知りを甘く見ている。外に連れ出そうとする人間は敵認定されてもおかしくないぞ」

　先程まで意識を集中し、精神を研ぎ澄ましていたジョニーが、何も知らないジェイソンの肩に手を置き、やれやれといった風情で注意をしてくれる。

「そうだ。いいか、あの屋敷は一応奴の支配下にあるんだが、凶悪な召喚獣が闊かっ歩ぽする魔境だぞ。正直産卵時期のドラゴンの巣より危険だ、気ぃ引き締めろよ」

「そんな奴を街の近くに住まわせるなよ！」

　ロバートの警告に即座にツッコミを入れるジェイソン。領主としてその意見には同意したいが、彼女の戦力はそれ以上に魅力的なんだよなぁ。

　人見知りとはいえ冒険者として十分以上の実績があるし、名乗り出た人間は誰だって受け入れる方針だから、この郊外の屋敷を与えた訳だ。

「一応開拓に名乗り出た以上、好んで暴れる事は無いと思うが、大人数だと警戒するからな。一応言っておくが召喚獣は殺すなよ、高位の召喚術師は使役した魔物と精神的に繋がってることがあって、倒すと奴がヒステリーを起こす可能性が高い」

「カール様に万が一があってはいけないからな、だから俺たちが同行したんだ」

「手紙で呼び出せよ！　そんな奴のトコにカール様が行くの止めろよ！」

　ジェイソンのツッコミは実に正論だ。正論なんだが彼女は重度の人見知りだから、一回だけでも会った事のあるボクじゃないと門前払いの可能性がある。使い魔越しの会話が会った事になるのかは知らないけど。

　それに手紙も読まない可能性がある、いや、手紙置きに手紙が入ってるのに気付かない可能性の方が高いか。

　連れてきたのは二つ名持ち冒険者の四人。『天翔け』のロバート、『龍首落し』ジャック、『陽炎』ジョニー、そして『地割り』のジェイソンだ。この街最強の冒険者四人でなんとか、『魔獣』のイザベラを表に連れ出すのだ。

　覚悟を決めて門を潜ると、意外にも凶悪な召喚獣の姿は見えずに、彼女がいつも周囲への連絡役に使っているオウムのような魔物が、一羽だけで待っていた。近づくとその魔物は女性の声で喋りだす。

「なんの……御用ですか？　……その、まだお仕事の時期には……あの、早いですが……」

　とりあえず会話に応じる気はあるみたいなので、現在この街の状況とリーテンブ帝国との関係。その為に二つ名持ちの冒険者を、いつでも連絡のつく場所に置いておきたい旨を伝えると、暫くの無言の後に……。

「……イザベラは人を襲う魔物の退治や、開拓のお手伝いの為に雇われてる……戦争は関係ない」

「うん、だから実際に前線に立つのは希望者や国軍の騎士たちだ。君には召喚獣を通じて連絡や監視役をお願いしたいと思ってるんだ」

　出来るだけ刺激しないように言葉を選んで会話を続ける。魔法使い、特に極まった人間は何かしら拗こじらせてる場合があるので、下手に虎の尾を踏まないように慎重にならなくてはならない。

　多分個人としては貧弱でも、使役した召喚獣を含めれば、クリス殿に次ぐ強大な戦闘力を持つ彼女を遊ばせておくことはできないからね。

「戦争に関わるのは……嫌……」

「うぐっ……き、君にも何らかの希望があって、この事業に参加を決めたんだろう？　ほら貴族になりたいとか、お金持ちになりたいとか。報酬に関してはボクに出来る限りの事をさせてもらうよ」

　オウムの魔物越しの会話なので、相手の表情が分からないから正直やりにくい。

「望み……なんでも？」

「っっ！　う、うん。ボクはまだ十五だけどこの街の領主だ。それに陛下から公爵の位を賜ることになってるんだ、大抵の事は何とかなるよ」

　食いついた！　何らかの信念で戦争嫌がってるなら交渉の余地はないけど、条件次第で動くならやり易い。

「あのね……イザベラは……」

　気のせいかもしれないが魔物の声が緊張してるように聞こえる。いったい何を要求してくるのだろうか？

「イザベラ……結婚したいの……」

　背後で二つ名持ち四人が噴き出し、何処からか音もなく現れた熊の張り手で吹っ飛んだ。殺意が無いとはいえ、この四人に気付かれないで一撃を加えるとは……やはり戦闘に関しては頭一つ二つ分は突出してるな。

　それはともかく、結婚がしたいか……ボクも正直反応に困る要求だが、彼女の言葉を反芻すると、どう考えても要求はお見合いの相手を紹介することだよね？

「えぇぇっと……イザベラ？　結婚って事はどこかに嫁入りと言う事かな？　それとも婿を連れて来てこの屋敷に住まわせる？」

　話しながらボクの知ってる独身の男を脳内でリストアップする。クリス殿に押し付けるのが最良の選択に思えたが、他の夫人と上手くやっていける未来が思い浮かばずに、最後の手段とする。

「相手の都合に……合わせるよ」

「分かった、なんとか探してみて紹介するよ。えっと、好みのタイプとかは？」

　聞いた途端に何やら怖おぞ気けが走った。魔物越しで見えないが声を発してる彼女が、何やら笑っている姿が見えた気がした。

「あのね……世の中に絶望してる人が良いの。ふふふ……例えるなら心底好きな子に見限られて絶望のどん底に居るような人が良い！　あはは！　そういう人を慰めてあげて、イザベラしか目に入らないようにしてあげたいの！」

　うわぁ、一気に紹介しようとしてた連中の範囲が狭くなったぞ。拗らせてるとは思ったけどヤンデレ入ってるぞこの人。

「う、うん……一応心当たりを当たってみるよ。また来るからね」

「うふふふふふふ！　お待ちしてますカール様！」





◆　　　◆　　　◆






「君たち、ちょっと恋人寝取られたとか、何もかも失って不幸のどん底とか、そういう男知ってる？　イザベラに紹介しようと考えてた奴って、漏れなく結構良い家の人間で安定した生活してるから、そういうのって無縁っぽいんだよ」

　街に戻って早々に同行してくれた四人に尋ねてみたが、全員心当たりが無いそうだ。そもそもこの街に居る冒険者とかは、野心的に成り上がりを目指す人間が集まってるから、皆無じゃないにせよ絶望とは無縁だったりするんだよ。

「一応酒場とかでそういう話聞いてみますんで」

「俺も馴染みの娼館でそういう鬱うっ屈くつした客がいないか聞いてみます」

　出来るだけ早く探したいところだけど難しい条件だな。久しぶりの無理難題に頭を悩ませながら屋敷に戻る最中、何気なく馬車の窓から外を眺めていたジェイソンが止まるように言ってきた。

「カール様、あの公園にいる奴。なんか今にも自殺しそうなくらい陰気な感じですぜ」

　ボクも外を見て見たが……公園のベンチに人が座っているのは分かるけど雰囲気までは分からないな。でもまぁジェイソンが言うならあながち見当外れでもないだろう。

「よし、話しかけてみよう。ジョニー、付いて来てくれ。皆は馬車で待機」

「了解っす。見た感じボンボンだから、ロバートみてぇな悪党面が近寄ったら逃げそうだしな」

「ジェイソン、テメェにだけは言われたくねぇぞ」

　ボクから見ればみんな怖いって。強こわ面もてで巨漢のジェイソンは言うに及ばずジャックやロバートも歴戦の風格を漂わせてるからね。この中では一番威圧感のないのがジョニーだけど、それでもどう見てもカタギじゃないのが分かる。

　近づいて観察すると身なりはかなり良い仕立てだ、髪も肌も色艶が良く手入れされてるように見える。ただベンチに項うな垂だれ、如何にも絶望のどん底ですと全身から漂う鬱屈した印象が全てを台無しにしている。

「失礼、体調でも悪いのですか？」

　ボクが話しかけると男はこちらに顔を向ける。物凄く陰気な表情だけでその顔には見覚えがあった。

「貴方は……レイフォン侯爵家のシャルロー殿？」

　確かディアーネ夫人の元婚約者だっけ？　なんでこの街に居るんだろう？　式典はまだ先だしボクの家に挨拶しに来ないから、仕事で来たって訳でもなさそうだし。

「これは……カロリング卿ではありませんか。いえ体調は悪くないですよ……ですが……」

　なんとなく放っておくと首でも吊りそうなので、屋敷に連れて帰って事情を聞いてあげる事にした。勿論事情次第ではイザベラの前に放り出すが。
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★　　　アンジェリカＳＩＤＥ　　　★






　日はまだ高い時刻だが、私がセックスをしたい気分だと言えば、さほど待たずに男どもが群がってくる。

　私の部屋には甘い香りがする気化吸引型スタミナポーションが立ち籠められていて、いくら激しいセックスをしても疲れないの。壁に立て掛けられた無数のランプも、性欲を刺激する特殊な光を放つ魔法道具。魔法的な効果だけでなく、揺れる明かりがより一層淫いん靡びな雰囲気を醸し出してくれている。

　この部屋にかけられた費用は、並みの貴族ならあっさり破産し、数代に渡っても返済しきれない程。ふふっ、この私がセックスを愉しむ専用の部屋なのだからこの程度の贅沢は当然よね。

　普段なら一人だけ選んで他の男どもは待たせ、一人ずつじっくりと味わって愉しむけど、今日は複数プレイの気分だったので五人に私のベッドに上がることを許してあげる。

　あはっ！　ペニスをギンギンに滾らせて私を見てるわ、壁際に待機している全ての男たち全員が私を視姦して見てる。肉欲と愛情の入り混じった心地の良い視線が、私に集中してるのが分かるわ。

　ベッドの上で大の字に寝転がった私に、舌による奉仕を命じると、名前も覚えてない連中は堪え性の無い犬のように私に群がり舌を這わせる。

「あっ……んっ！　もっと激しくしても良いのよ？　私の身体に狂って乱暴にするくらいじゃ怒らないから、もっとよ、もっと強くしなさい」

　私が言うと、男どもの愛撫が激しさを増し、私の珠の肌にキスの痕が残る。ふふっ自分の痕をつけたい独占欲かしら？　良いわよ許すわ、愛は独占したいのが当然だもの。

「いぃ……そうよ、その調子よ、あはっ！　あはは！　良いわ、五人がかりでまるで犯されてるみたい！」

　五ヶ所同時の愛撫に私の性感はあっという間に高まる。私をイカせるという、こいつ等にとって最高の名誉を前にして、舌の動きがさらに激しく、乱暴なモノになっていく。

　そうよ、それで良いのよ。どいつもこいつも私の顔色を窺って、大人しいセックスしかしないから飽き飽きなのよ。男なら私を組み伏せ、蹂躙レイプするくらいの気概のある奴じゃないと燃えないわ。もっと、もっと私への愛に狂いなさい。

「はっはっ！　あぁぁぁ！　良いわぁ、そこ、そこもっと強くっ！　いぃ、あっあっ……イクゥゥゥゥ！」

　全身を駆け巡る快感に酔いしれ、裸のままでベッドに身を委ねる。ふふっ私の股間から零れた愛液を嬉しそうに舐めちゃって、子犬みたいで可愛いわ。

　身を起こした私は、五人の中で一番小柄な少年を押し倒しそのまま、その体躯に見合った可愛らしいペニスを膣内に導き騎乗位で繋がる。反応を見る限り初めてなのね？　うふふ、私のオマンコで童貞喪失出来るなんて幸せな子ね。

「あっ！　すごい、すごいですアンジェリカ様ぁぁぁぁ！」

　私よりも年下の少年が初めての快感に悶える様は実に征服欲をそそる。セックスに慣れた大人ばかりベッドに呼んでたけど、童貞君を好きにするのもこれはこれで、快感は足りないにせよ楽しいわ。

　軽く膣を絞めて腰を振ってやると、我慢なんて出来るわけもなくあっさり射精してしまう少年。ふふっ、可愛い。申し訳なさと快楽の入り混じった表情を見ると、許してやろうと思えるから不思議ね。

　これがもう少し大人だったらベッドから叩き落すところよ、私を感じさせないで挿れて直ぐにイクような早漏なんて、相手にする価値なんてないもの。

「ご、ごめんなさいアンジェリカ様……ぼく……ぼく……」

「一度出したから今度はもう少し耐えられるでしょ？　頑張って私を感じさせなさい」

　そう言ってさっきよりも手加減して腰を振ると、あっという間に大きくなる。まぁ多少物足りないけど、これからに期待しましょうか。

「お前たちもベッドの上で見てるだけじゃ辛いでしょ？　ほらもっと近くに来なさい特別に私がシテあげるわ。後ろのお前はお尻に挿れなさい」

　子供ペニスを味わうのは相手の反応を愉しむのであって、快感としては物足りないのよね。物欲しそうに私と少年のセックスを眺めてるだけだった男どもは、目を輝かせこの身に群がってくる。その様はまるで、私という最高の餌を前に我先に貪りつく飢えた獣のよう。

　尤もっとも……美味しく頂くのは私だけどねぇ？　私の手でペニスを扱しごいてあげてる二人はもうそろそろ限界のようだし、フェラチオしてあげてる男などは血が流れるほど歯を食いしばり射精を堪えている。あはっ！　その表情可愛いわぁ、特別に次も呼んであげましょう。

　私に群がる五人の男どもを、一斉に射精させた方が私としても気持ちが良いから、組み伏せてる少年がそろそろイキそうなのに合わせて、少し刺激を加えてあげると、五人の男は全員ザーメンを吐き出し私の肌を汚す。くふっ！　頑張って耐えてたから随分と気持ち良かったみたいね？

　その後壁に待機している男たちと交代させ、面子を変えながら複数人プレイを楽しむ。精液でベトベトだからそろそろ湯浴みがしたくなったので、まだ部屋に呼んだ連中の中で、セックスしてない男どもを愉しんだら、今日は終わりにするとしましょう。呼んだからには抱かせてあげないと可哀想だからね。

　そうして最後にやってきたのはシャルローだった、ああ、そう言えばあの婚約破棄の後から抱いてなかったっけ？　最初のセックスが早漏だったから印象薄かったけど、ペニスは大きかったし、テクニックも悪くなかったわね。

「ほら、後ろから挿れさせてあげるわ、私をイカせられたらまた呼んであげるからね……んっ、ちゅ……んむ」

　私は猫が背伸びするような格好で、シャルローを迎え入れる。今日は複数プレイと決めているので、私の目の前で寝そべっている男にパイズリしつつ、横からペニスを突き出してる男にフェラチオしてあげている。
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　私が他の男のペニスを咥えているのに嫉妬したのか、かなり激しく乱暴に私の膣内を攻め立てる。ふふっ分かり易いんだから、さぁその嫉妬心を更に燃やして、もっともっと私を見なさい。私だけを求めなさい。

「あっあっ……んっむぅぅぅ！」

　私のオマンコの奥を小刻みに叩く、大きく太いペニスに、不覚にもフェラとパイズリの手を止めてしまう。良い、良いわ、このオチンチンもテクニックも、かなり良いわ！

「んあぁぁぁ！　凄いのぉ！　これイッちゃう、気持ち良くてイッちゃうわ！」

「はぁぁ！　はぁぁ！　アンジェリカ、アンジェリカァァァァ！」

　私は四つん這いのまま、シャルローはどんな表情をしてるのだろうかと思い、振り向いてみると……一瞬で良い気分が冷めた。

　即座にペニスを引き抜き、立ち上がると、いきなりの事に混乱してるシャルローの頬を打った。気分が悪い、さっさと湯浴みしたらオルランドでも部屋に呼んで口直ししないとこの気分は収まらない。




　私には分かる、私にはセックスしてる人間の心情が表情を見れば直ぐに分かる。シャルローはあろう事か……この私を抱きながら他の女を重ねていた！　それを表情を見た瞬間に理解した。

　そして、理由は不明だが分かってしまった……なんであの男は私が嫉妬して、呪いを受けたはずの元婚約者ディアーネへの悪意が無くなってるの！　調べないと、調べて原因を消さなきゃ……私が愛を独占できないじゃない、この世の愛はすべて私に向けられなきゃいけないのに！





◆　　　◆　　　◆






　どうして？　どうしてこんな事態になったのだろう？　最後の瞬間、アンジェリカは機嫌良く私とのセックスを愉しんでいた筈、それが私の顔を見た瞬間に、平手打ちを受け部屋から追い出された。

　身み嗜だしなみが悪かった？　否、私は侯爵家の人間だ、何時如何なる時でも見苦しくないようにしている。第一アンジェリカはセックス中の失敗に関しては寛容だ、分からない、私の何が悪かったのだ？

　どれほど考えてもアンジェリカの不興を買ってしまった私は、もはや彼女の部屋に招かれることも無いだろう。同じ部屋にいた男たちの優越感と憐みが混じった視線に晒されながら、失意のままに生まれ育った屋敷へと帰った。そして待っていたのは……

「シャルローよ、今更如何なる面目あって当家の門を潜るか」

　三男とは言えレイフォン家の息子が帰って来たというのに、誰一人出迎えに来ないのはおかしいと思いながら、玄関を開けると、そこには体中から怒気を発した父が立っていた。

　なんだろう？　たかが一週間の間、アンジェリカにいつ呼ばれても良いように、彼女の近くで待機していただけなのに。その程度留守にしただけで、私に甘い父が怒るなんてあるわけが無い、兄弟の誰かが失敗を私に擦り付けでもしたのだろうか？

「父上？　いったい何があったのですか？」

「何があった？　何があったのですか……だと！　シャルロー！　貴様本気で言ってるのか！」

　激高した父に胸倉を掴まれ床に叩きつけられる。父が私に手を出すなんて初めての事で、痛みよりも戸惑いの方が強かった。なんで？　なんでなんでなんで……なんで私ばかりこんな目に遭うんだ?!

「～～～ッッッ!!　何故怒ってるのか分かって無いようだな……もうよい、貴様に語って聞かせる時間すら惜しいわ！　出ていけ！　今後レイフォンを名乗る事は罷まかり成らん！」

　床に押し付けられたまま一方的に言い放たれると、襟首を掴まれ屋敷の外に放り出される。父は若い頃騎士として軍に所属していた事があり、レイフォン家の名跡を継いで引退した今でも鍛錬を欠かしておらず、私一人くらいなら片手で容易く放り投げる。

　弁明の言葉を出す前に顔面に硬い物を投げつけられ、痛みに悶えてるうちに父は屋敷に戻ってしまった。

　顔にぶつかったのは金貨の詰まった袋だった。一応拾って懐に……重くてずり落ちてしまう、ならばと腰紐に括り付けようとしても、重くて歩きにくい、仕方なく両手で持っておく。

　大声を出しても誰一人として応えてくれない。考えてみれば当然の事だが、当主である父が勘当を言い渡した以上、助けてくれる使用人がいるわけが無い。

　ならば母だ！　母上に事情を説明し父を説得して貰わなければと、裏口から屋敷に入ろうとしたら、警備をしていたらしい侯爵家の武官二人に見つかり、拘束されてしまった。

「き、貴様ら！　こんな事をしてただで済むと思ってるのか！　私は……ムグッ！」

「勘当されて直ぐに裏口から入って来る、その面の皮の厚さは流石と言っておくっす。けど、アンタはもうこの家の人間じゃないんっすよ、勝手に入ったのを見逃したら俺らがクビですんで、大人しく出てってくれねぇっすか」

「普段温厚な侯爵様がガチでキレてますんで、万が一他の連中に見つかって報告でもしようもんなら、本気で斬れと命令されますよ？　だから大声は出さないでください」

　口を塞がれながら、ズルズルと屋敷から遠ざけられる。文句を言いたいが、侯爵家の警備を請け負う武官の拘束が私に解けるはずもなく、路地裏に放り出されてしまう。

「若様……あぁいや、シャルローさん、冗談抜きで侯爵様が勘当を解かない限り屋敷に入ったら、斬られますよ？　雇われの俺たちは兎も角ですけど、アンタの婚約破棄騒動が原因で、下手したら家臣の何人かは、首吊ってたかも知れないくらいヤバい状況だったんだ」

「侯爵様だけで追い出したのはある意味温情っすよ？　他の家臣たちがいたら骨の一本や二本じゃ済まなかったっす、そんくらいこの家ピンチだったんで。下っ端の俺らは事情は知らねぇっすけど、その金でなんとか頑張ってくだせぇ」

　そんな……アンジェリカへの愛を宣言しただけでこんな事になるなんて。一体どうすれば勘当を解いて貰える？　こんな時に頼れる友人たちはアンジェリカの部屋の近くで待機していて、私は近寄ることはできない。アンジェリカの不興を買った私が彼女に近寄ることを、彼らは決して許さないだろう。

　男の友人が駄目なら、女は？　こんな時に父を説得できそうな人間といえば……ディアーネ。そうだ、多分彼女が父に余計な事を言ったから、勘当されたんだ！　ならば彼女を説得すれば許して貰えるだろう。

　婚約破棄したとはいえ、私たちは幼馴染だし、彼女はまだ私の事が好きな筈だ。よりを戻したいと言えば、きっと喜んで父への取り成しをしてくれるだろう。

　希望が見えてきたので、早速メイティア伯爵家に向かうと、門前払いされてしまった。この家の使用人は、婚約者であった私の事を知ってる筈なのにこの扱いとは！

　仕方なく、屋敷の周囲をうろついて下働きの者に、父から貰った金貨を数枚渡し話を聞くと、ディアーネはこの王都の北、辺境のラーロン地方に居るそうだ。なんであんな田舎に？　ひょっとして私に振られたから傷心旅行なのだろうか？

　ならば都合がよい、会いに行けば彼女も嬉しいだろう。この機会に一線を越えて、よりを戻せばまた彼女の婚約者の立場を得られる。大富豪のメイティア家に婿入りすれば、またアンジェリカに触れる機会があるだろう。

　私は金貨を使い、何とか辺境に向かう商家の一行に同行させて貰う事が出来た。さぁ急いでディアーネに会って元の生活に戻らなければ。





★　　　ディアーネＳＩＤＥ　　　★






「えいっ！」

「おっと！」

　アストライア邸の広い中庭の半分は、ご主人様が趣味全開で造り上げた遊泳所になっていて、もう半分は様々な種類の花が植えられていたり、お茶会ができたり、軽い運動ができる夫人達の憩いの場となっている。

　その広い中庭の日陰になっている一画で、私はメリッサと一緒に汗を流していた。体型の維持には運動が不可欠なので、空いた時間によくやってる。

　オリヴィアとかは運動が苦手で避けてたけど、メリッサに「子供を産むときには絶対に体力が無いといけません」と力説されたのを切っ掛けに、無理のない範囲で付き合ってくれるようになった。

　冒険者が好んで着るような安価な運動着は、生地が悪いのか激しく動くと肌が荒れるので、私たちは『ぶるま』なる服で運動しているが……女同士なら良いけど、殿方に見られるには少々憚はばかられる格好なのよね。今後は柔らかく滑りの良い素材で出来た運動着でも仕立てようかしら？

　ちなみに『ぶるま』を着てるのを、ご主人様に見られると高確率で物陰に連れ込まれ、運動とは別の意味で汗を流す事になる。汗くさい身体でセックスは嫌だと言えば、止めてくれると思うけど、私たち夫人はご主人様に求められると喜んじゃうから、結局なすがままなんだけどね。

　今私たちが対戦しているのは、ちょっとした空き地で出来るスポーツとして、カール様が考案したとされるハゴータと呼ばれるゲーム。玉蹴り遊び程広い空間を必要としないので、公園などで遊んでいるのをよく見かけるくらいには流行ってると、お手伝いのおばさまたちは言ってたわ。

　取っ手の付いた木の板で、羽玉と呼ばれる、樹脂を固めた小さな玉に鳥の羽を付けたモノを、地面に落ちないように打ち合うだけの単純なルール。いざ自分でやってみると中々楽しくて熱中してしまう。

「ふふっクリス君が帰ってきた途端にみんな元気になっちゃって……せいっ」

「当然よ……っとっと！」

　大神殿が襲撃され、アルチーナ殿下とフェノリーゼが誘拐されてしまい、ご主人様が奪還に向かったと聞いた時は、私の夫であれば大丈夫だと信じる一方で、万が一があったらと考えてしまう。

　屋敷の者全員が不安そうにしている中で、オリヴィアは気丈に振舞ってはいたけど、親友の私には無理をしてるのがよく分かったわ。ならば私も負けるわけにはいかないわね、いくら親友でもご主人様を信じる気持ちは負けないわよ。

　不安そうにしてる他の夫人たちを励ましつつ、ご主人様が留守であっても訪ねて来る客をなんとかあしらっていた。

　そうして使い魔で寄越された無事を伝える手紙を読み、今日のお昼頃に無事に屋敷に帰ってきたご主人様を見て、やっと皆安心できたわ。

　帰って皆とお茶を飲んだら、すぐに報告の為にカール様の屋敷に向かってしまわれたが、無事な姿を見て皆も安心したようにいつも通りに戻った。

「せいっ」

「あららら……」

　と、考え事していたのが拙かったのか、打ち返したのは良いが、羽玉が池に落ちてしまった。そんなに高い物でもないし、予備もまだあるので仕方ないから諦めましょうか、ついでに休憩しましょ。

　お互いに汗だくなので、用意してあった果汁入りの水で喉を潤す。はしたないとは思うけど、胸元を開けて、扇子で扇あおぐと気持ちが良い、胸が揺れないように固定してるせいか蒸れるのよ。

「ディアーネ、気持ちは分かるけど庭でそういうのはダメよ？」

「屋敷に男の使用人がいたらしないわよ、見られてたって近所のおばさまだけじゃない」

　殿方に見られる範囲なら貞淑にしていても、女だけの空間ならこんなものよね。上半身裸になって汗を拭かないだけまだマシよ。メリッサだって私の気持ちわかるでしょ？

　汗を拭きながら、メリッサとお喋りをしていると、お手伝いさんのリーダーであるマーサさんが走ってきた。あら？　何かあったのかしら？

「奥様、申し訳ございませんがお客様です」

「お客様？　来客の予定は無かった筈なのに、常識ないわねぇ」

　またか、と心の中でため息をつき、相手は何者かと聞いてみると、マーサさんの返答は予想外のモノだった。

「いかにも貴族と言った風体で、名前を尋ねても「私を知らないとはふざけているのか！」などとすごい剣幕で怒鳴り散らしておりまして、私たちではどうにもできません」

　お手伝いさんは屋敷の使用人ではなく、職人街の奥様たちを日雇いしてるだけ。彼女たちは個人経営のお店で接客をしているだけあって嫌な客、無駄に偉そうな客の応対もそれなりだけど、ここまで馬鹿な客は流石に持て余したようね。

「親しい家でもない限り、聞かれる前に名乗るのが礼儀でしょうに、何処の馬鹿かしら？　分かったわ、汗を流してから行くから放っておきなさい」

「マーサさん、常識のない人はひょっとしたら勝手に部屋を出て、屋敷をうろつく可能性があるわ。ヴィヴィアンかユングフィアに警戒しておくように言って貰えないかしら？　勝手に部屋を出たら盗人として扱って大丈夫よ」

　おっと、私が言い忘れてた事をメリッサが言ってくれて助かったわ。私の常識では有り得ない事ではあるけど、馬鹿だから待たせてたら勝手に出歩くかもしれない。

　ご主人様が寝不足気味なのを見抜いて、ご報告から帰って来たら一緒にお昼寝しようと準備中のオリヴィアと鉢合わせでもしたら目も当てられないわ。

　しかしどんな馬鹿でも来客である以上は、夫人として最低限の身み嗜だしなみと言うものがある。汗でびっしょりの運動服で客を迎えるなんてしようものなら、自身のみならず愛する夫まで馬鹿にされてしまうのだから。

　急いでお風呂に入り、メリッサにも手伝って貰って、一応見苦しくない程度の体裁を整えて応接間に向かう。

　気を利かせてくれたのかユングフィアが鎧姿で同行してくれた。流石に危害を加えるような狼藉者ではないとは思うけど、どうせ追い返すのだから示威になるでしょう。

　応接間に着くと、一応ノックして少し時間を置いてから声を掛ける。相手が礼儀知らずでもこちらまで無礼で返す程、大人おとな気げない真似はするつもりはない。

「お待たせいたしました。本日は当主不在につき、アストライア家の第二夫人である……」

「遅い！　何時までこの私を待たせる気だ！」

　聞き覚えのある声によるあまりの暴言に、思わず顔が引ひき攣つる。ドアを開けるとそこには、見知った顔がふんぞり返っていた、アンタ何しに来たのよシャルロー元婚約者？

　レイフォン侯爵家に年頃の娘はいない筈だから縁談を持ってきたとも思えないし。侯爵家同士による事業提携の提案ならこんなバカを寄よ越こすはずがない。ましてご主人様への顔繋ぎなら、この態度はあり得ない。

　このアストライア邸は勇者であるご主人様の屋敷よ？　陛下から侯爵位を賜たまわった私の夫に喧嘩を売ってるって事かしら？

　身分を笠に偉ぶるのはご主人様は嫌うけど、ナメられたら相応の対応をとらないと、今後同じようなのが湧いて出る可能性があるからね。

「あら？　これは大変失礼いたしましたわ。お客様にお会いするのにも準備が必要なものですから」

　扇子で口元を隠しながらソファに座り、ユングフィアが用意してくれた紅茶を口に含む。ご主人様が帝国の偉い人から貰って来た茶葉らしいけど美味しいわね、コイツに出すのが勿体無いわ。

「ふんっ！　まぁ私に会う為に、念入りに化粧をしていたというのなら許してやろう。よほど私に会うのが嬉しかったようだしな」

　えーと……私、王都の最新の情報は持ってないけど、コイツをこの場で始末したら、レイフォン侯爵家が煩いかも知れないわね。

　ご主人様の為にも軽率な行動は出来ないし、ユングフィアの手を血で汚す訳にもいかないわ。

　赤の他人だが。もう今後一切縁のない、顔と名前を知ってるだけの他人だけど。流石に王都で、特に軍においてそれなりに発言力のある家の人間なので、嫌味で返すのは止めておこう。

　この男は心底どうでも良いのだけど、彼の父、レイフォン家現当主は国軍の中に大勢の慕う騎士がいる人格者だけど、息子に甘いのも有名だ。

　シャルローはどうなろうとも、レイフォン卿を怒らせてはご主人様の為にならない。むしろコイツの無礼を理由に、貸しを作れればご主人様の役に立つわね。

　早まった真似はしないで馬鹿の妄言として無視。腹が立つけど、嫌な客であっても一応は、あくまでも一応はもてなす体裁をとるのが夫人の務め、ご主人様の為にも我慢しなきゃ。

「お客様にお会いする前に、化粧などは夫人として当然の事ですので。それよりもシャルロー・レイフォン様、本日当家を訪ねたのは如何なるご用向きでございますか？」

　努めて理性的に会話を続ける自分を褒めてあげたい。これは夫人の務め、私は妻としてご主人様不在時の来客を任されてるのだから。私の不手際は愛する夫の不手際になるのだと自分に言い聞かせる。

「うむ、ディアーネよ、私に振られてこんな田舎に引き籠るくらい、傷ついていたとは気が付かなかった」

「…………ん？」

　え？　コイツの脳内で私は振られて傷心だったの？　婚約破棄の次の日に三日かけてこの街にやって来て、そしてご主人様に出会って結婚。素敵な夫に愛され幸せいっぱいだったから考えもしなかったけど、傍から見るとそう思われるのかしら？

「可哀想だからよりを戻してやろう。もう一度私の婚約者になれ」

　とりあえず、コイツの言動が理解できず先程の言葉を反はん芻すうしてみる……え？　なに？　私って他人から見たら可哀想だったの？　ユングフィアに目を向けてみると彼女も目を白黒させている。

　怒るよりも呆れてしまい、次に疑問が出てきた。あれ？　ひょっとしてコイツは私が結婚したのを知らないの？　でもさっき私、この家の夫人だって言ったわよね？

　結婚する前に好んで着ていたような、殿方の目を惹きつける為に仕立てたドレスは、もうご主人様の前でしか着ない。来客の時は露出よりも、清潔さをイメージさせるドレスを着る事にしている。

　私が今纏っているのは、社交界の暗黙の了解で既婚者しか着ないデザインのものだ。それなりに社交の経験があれば、未婚の女性が着るはずないのは彼も承知の筈。

「シャルロー・レイフォン様。何か誤解があるようですが、私はアストライア家の第二夫人、当主クリスが妻でございます。もう一度婚約者になれとは無理な話ですわ」

　とりあえず私が結婚したのを知らない前提で、シャルローの妄言に反論する。ここまではっきり言われて理解できないなら、精神を病んでる可能性があるわね。診療所に勤めていたアルテナに相談しようかしら？

「うむ、意に添わぬ結婚であったのだろう。だが私はお前の幼馴染だ、過去のすれ違いは水に流してやろう。だからさっさと離縁し、私と共に王都に戻ったら父上に勘当を解くように説得しろ」

「…………は？」

「ふっ、お前がそんな呆気にとられた顔をするのを見るのは初めてだな、そんなに嬉しいのか？」

　やっぱりコイツ、ビッチの呪いアンジェリカの影響で精神を病んだのかな？　ひとまず気絶させて神殿で養生させてあげるのが優しさかしら？　幼馴染として神殿への喜捨を銀貨一枚くらい出してあげましょう。

　ユングフィアも同じ結論なのか、背後に回り、拳を握ってこっちに目線を向けてきた。頷いてシャルローをどうしようか考える。

　先ずアルテナに診て貰って、やっぱり精神を病んでた場合、神殿に送る馬車はどうしましょうか？　ゴーレム馬車は大神官様に貸してしまってるし、客間に寝かせておくしかないわね。

「そうかそうか！　やっぱりお前も嫌だったんだな！　さぁ早速王都に戻ろう、また昔のように仲良く過ごそうじゃないか」

　何やらさっき頷いたのを都合よく解釈したようで、勢いよく立ち上がったシャルローは、私の手を掴もうとするが所詮はボンボン。ユングフィアの方が遥かに速く一撃で気絶させられ……なかった。

「ブギャッッッ！　ぐおぉぉぉ！　な、なにをする貴様！」

　あら、痛みで悶絶してるけど、文句を言う元気はあるみたい。やれやれユングフィアは優しいから手加減しすぎたのね、まぁ彼女が本気出したらコイツ死ぬから仕方ないけど。

「あまり痛い思いをさせるのは可哀想よユングフィア。まぁ気絶させられなかったのは仕方ないから、そのまま抑えてて。ちょっとアルテナを呼んでくるわ」

「申し訳ございませんディアーネ様、万が一打ち所が悪かったらと思うと……」

　シャルローはユングフィアに任せて、部屋で休んでる筈のアルテナを呼びに向かう。ドアノブを手にしたところで、ふと思いついた、神殿の人に迎えに来てもらったらどうだろうか？

　ご主人様が帰って来るまで、見てるこっちが不安になるくらい心配してたアルテナは、お茶会の後でお昼寝すると言ってたから起こすのも悪い気がする。

　精神を病んだ男を保護したから、お願いすると言えば迎えに来てもらえるだろうか？　でも神殿はご主人様の結婚式があるから忙しいって聞くし……。

「ま、待てディアーネ！　お前はさっき第二夫人と言ったよな、私と王都に戻れば私の正妻にしてやるぞ！」

「いい加減になさい。確かに家の都合で貴方の婚約者だったけど、正式に白紙になった以上撤回は無理よ。そして何より私は夫を愛してるの、離縁なんて応じる訳ないじゃない」

　ユングフィアに抑え付けられてるので、身動きの取れないシャルローは、さっきまでの居丈高な態度は何処へやら？　焦ったように身勝手な事を喚き散らしている。

　正直聞いてるだけで気分が悪い、こんなのと結婚する可能性が高かったと思うと怖気がする。ご主人様が帰ってきたらベッタベタに甘えて、存分に我が身の幸運を噛みしめようかしら。

「そ、そうだ！　お前も一度私に抱かれれば、私の方が良いと思う筈だ！　どうせもう処女じゃないんだろ？　試しと思って今のうちに……モガッッッ！」

　ああ、いけない、一瞬頭の中が真っ白になったと思ったら、ヒールで馬鹿の頭を踏んでしまっていたわ。夫人として弱い者苛めをしてると思われたら困るわね。

　それはそれとして全体重をかけて後頭部を踏ふみ躙にじる。グリグリと、コイツの口を床に押し付けて喋れないように。

「今、なんて言ったの？　さっきまでは痴人の妄言として聞き流してたけど……抱かれろ？　貴方の方が良い？　試しと思って？」

「モガッ！　ンン～ッ！　ングゥゥゥ！」

　あらユングフィア、馬鹿を抑えてた貴女が、真っ青な顔して離れるなんてどうしたの？　そうかコイツに触れてるのが気持ち悪いのね。分かるわ、私もこの靴、後で捨てようと思ってたのよ。

「よりにもよってこの私に……このディアーネ・アストライアに、不貞を働けと？　ゴミ風情にこの肌を許せと？　そう言ったのかしら？」

　足を動かして頭の向きを変えてやり、今度はこめかみを踏み付ける。言い訳だけは聞いてあげるけど許せない……心底惚れたご主人様への侮辱、そしてご主人様に捧げた愛を貶めたコイツは許せない。

　踏み付ける足にも力が籠こもる。惜しいわね、ユングフィアくらい力があればこのまま頭蓋骨を踏み潰すのに。

「ヒッ！　ヒギィィィ！　ゆ、許してくれ！　違うんだ！　そんなつもりじゃ……」

　見苦しく泣き喚きながら吐く言い訳は自分勝手なものばかり。ユングフィアが離れて自由になった手足をジタバタと動かす姿は滑稽の一言だ。

「そういえばさっき、勘当されたとか言ってたわよね？　つまりレイフォン家とは何の関わり合いの無い無礼者を一人くらい、首を刎はねても特に問題ないわね」

「アガァァ！　ごめんよ！　許して！　許してくれぇぇぇぇ！」

　流石に屋敷を血で汚すのは憚はばかられる。掃除も大変だし、この応接間が使えなくなったら模様替えの手間がかかるわね。でもこのまま屋敷から叩き出す程度じゃ気が済まないわ。

　テーブルの上に置いた飲みかけの紅茶が目に入り、良い事を思いついた。少し離れた場所で震えてるユングフィアにカップを持って来てもらい……シャルローの股間のあたりにぶちまけた。

「フフッ……あははははははは！　なぁにシャルロー、まるでお漏らししたみたいね？　あはっ！　まともな神経してたら自殺を考えるんじゃないかしら？」

「ヒィ……うわぁぁぁぁぁぁぁ」

　少し気が晴れたので、踏み付けてた足を退かしてあげると、正に脱兎の如くといった勢いで逃げた。これでもうこの屋敷に近寄らないでしょ。

「あの無様な姿で少しはスッキリしたけど、まだ気分が悪いわね。お風呂に入ろうと思うけどユングフィアも一緒にどうかしら？」

「はっはいぃぃ！　お供させていただきますディアーネ様！」

　もう、ユングフィアったら、同じ夫に仕える姉妹なのだから呼び捨てで構わないのに。生真面目な子だから染み付いた価値観がまだ抜け切れてないのよね。

　浴室に向かう途中、様子を見てたらしいメリッサとも一緒にお風呂に入った。どうも彼女から見ると、私はかなり機嫌が悪いみたい。ご主人様がお戻りになられるまでにはいつも通りに戻らないと心配させてしまうわね。





★　　　カールＳＩＤＥ　　　★






　ボクは帰り道に公園で項垂れていたシャルローを拾い、屋敷で詳しい事情を聞いた。アンジェリカに振られ、実家を勘当され、何とかこの街にやってきたのは良いんだが……感想は一つ、哀れすぎて何も言えねぇ。

　実家を勘当されるところまでは、まぁ自業自得だし特に同情も出来ないけど、アストライア邸でのやり取りに関しては、ボクからは何も言えず、ただ度数の強いお酒を差し出すのがボクにできる精一杯だった。

　だってボクは、顔も性格もスタイルも最高な嫁と仲良いし、超可愛い側室いるし。年上巨乳の幼馴染をメイド兼愛人兼秘書にしてて、時機見て結婚予定だし。

　駄目だな、仕事が忙しいだけで、超リア充のボクの慰めなんて死体に鞭打つようなもの。上から目線の慰めは更に追い詰める事態になりかねない。

　一緒に話を聞いてた家臣も似たような感想らしく、とりあえず無言でグラスに蒸留酒を注いであげていた。微妙に涙ぐんでるのは多分、ディアーネ夫人と面会した時の悲惨さを憐れんでるんだろうな。

　図らずもイザベラの希望通りの人間が転がり込んできたわけだが……まぁ友達じゃないし別に良いか。殺されるわけじゃないし、むしろ振られて傷心の青年に彼女紹介するという称えられて然るべき善行だし……善行だし、うん。ボクは悪くない。

　話を聞き終わり、ほぼ抜け殻な彼を馬車に乗せ、イザベラの屋敷に投げ捨ててきた。既に夜だが気にしない、むしろ好都合だ。敷地に入った途端、気配もなく現れたアメーバ状の召喚獣に取り込まれ姿を消したが……ボクは悪くない。

　翌日、フードを目ま深ぶかに被ったイザベラがやって来て、使用人の目に触れない事を条件に屋敷に滞在してくれることになった。勿論シャルローも一緒にやってきた。

　絶望しきっていた彼だったが、イザベラと一緒に歩く姿を見る限り少し元気を取り戻したのかな？　目に光が無いのは気にしない。顔は見えないけどイザベラも、機嫌が良さそうな口調だから上手くいったんだろう。

　人目に付かない部屋は地下室しかないのだけど、案内すると気に入った様子で喜んでいたので、この部屋で寝泊まりして貰う事になった。シャルローが微妙に、助けを求めるような目線を向けてきたが知らん。一応家具一式と食料とかを運び込んで生活できるようにした。

　誘拐犯一味がいたけど、昨日予定通りに民衆を納得させる為に『使った』のでもういない。入れ違いで良かった、流石に犯罪者と一緒にさせたくはないからね。

　仕事を引き受けてくれたイザベラは有能の一言で、地下室に居ながらも、国境は全て召喚獣による監視下に置かれ、前回の誘拐騒ぎのように内部で暴れて逃げても、あっさりと捕捉できる体制をその日のうちに構築してしまったのだ。

　ふっ実家を勘当された馬鹿なボンボン一人で彼女が味方になるなら安いもの……もとい、侯爵家出身のイケメンを紹介した甲斐があったというものだ。お互いを支え合う微笑ましいカップルだな。

「見張り用の子の支配権あげる……召喚魔法使えなくても大丈夫にしてある」

　驚いたのは彼女に支配された魔物は、魔法の素養が無くても操れるようにされていて、かなりの精度で操る事が可能で、感覚すら共有できるのだ。凄いな、鳥の目線で見る景色って感動ものだ。

　正直この使い魔を譲ってくれるなら、金貨百枚くらい迷いなく払うぞ。興奮したボクは連絡用のオウムに向かって伝えると、不機嫌そうな声が返ってきた。

「……うちの子はお金でやり取りしない……イザベラそういうの嫌い」

「すまない失言だった。そうすると水蛇竜の孵化は君にとってはあまりやりたくない仕事かな？」

　クリス殿が持ってきた水蛇竜の卵は、召喚魔法を使って孵化させると人に従うようになる。育てるのに少し時間がかかることを除けば、誰もが大金を払ってでも欲しがるだろう。

「……大事にしてくれる人なら良い……孵化を請け負うのは構わない……シャルローを養わないと……あ……んんっ」

「……アァ……イザベラ」

　オウム越しの会話なのだが、この魔物オウムは向こうの会話を忠実に伝えてくれるのか、イザベラの妙に艶のある声と、微かにか細いシャルローの声も聞こえてきた。喘ぎ声のような気がするが、気のせいだと信じる。君ら地下室でナニやってんの？　ナニやってんだろうなぁ、掃除は自分たちでしてね。

　ひとまず、防衛体制の強化は達成したので、あとは油断だけはしないようにしておこう、式典には国中から貴族が集まって来るから、警戒はしすぎても悪い事は無いのだから。
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　今日はディアーネとデートだ。朝食の後、ディアーネは化粧など準備があるので、待ってる間にサリーマさんの屋敷へと栄達祝いを渡しに行く事にする。

「ちょっとサリーマさん達に、叙爵のお祝いを渡してくるよ、一時間くらいで戻ってくると思う」

「行ってらっしゃいませ旦那様」

　贈るのは俺の支配下に置いた水蛇竜。当然ながら街の中に入れられる訳が無く、渡すのは街の外になる。手紙で場所や時間を伝えているので先に行って待ってる為に早めに出掛ける。

　一応隠蔽はしてるけど、サリーマさんレベルの実力者だと、隠蔽を見破られて討伐されてしまう可能性があるからな。抵抗のできない贈り物が知らない間に解体されて、バーベキューにされてたら流石に困る。

　ルーフェイもお祝いに贈り物をしたいと言うので、オリヴィアに見送られて二人で玄関を出る。ちなみに普段俺が出かけようとすると頭の上に飛んでくるトレニアは、他の妖精たちと輝鱗魚ジュエルフィッシュを放した池で遊んでる。

　人目に付きにくい場所に待機させていた水蛇竜は、俺が支配した中で特に体が大きい五匹。生肉を取り出して与えると、モリモリガツガツと良い食いっぷりを見せてくれる。

　美味しそうに食べてるのを見ると、こっちの気分まで良くなるな。水『蛇』竜とかいう割に、大きめの肉を丸飲みしないでちゃんと噛んでから飲み込むのは、実際に見て初めて知った事実だ。

　ん？　ルーフェイ俺の背中にしがみ付いてどうした？　甘えたいのかな？

「どうしたルーフェイ？　あ、ひょっとして臭かったか、忘れてたけど臭いがキツイよなコイツら」

「きゅぅぅぅん、臭いじゃなくてですね……怖いですよぉクリス様」

　うーん、誘拐犯を追って、帝国から帰ってくるまでの間、騎獣として連れ回り、慣れた事もあってよく見ると結構可愛いと思うんだが。やっぱり女の子には二十メートル超の蛇型ドラゴンは怖いか？　……普通に考えて怖いよなやっぱり。

「大丈夫だよルーフェイ。こいつらは俺の支配下だし、それに仮に襲ってきたとしても、ルーフェイは俺が守るから安心しろ」

「わふっ……はいです」

　頭を撫でてあげると落ち着いたのか、抱き着いたままだけど震えは止まったみたいだ。

　俺がサリーマさんにお祝いの品を渡してくると言ったら、一緒に行きたがったから連れてきたけど、そういえば水蛇竜の事言うの忘れてた。

「水蛇竜は海でも問題なく棲めるから、人を襲わないようにだけしておけば、勝手に魚とか食うんで餌代もそんなにいらないからな。海沿いの警備に向かうサリーマさん達への贈り物に丁度良いだろ」

「クレイター諸島の近くの海にも船を襲う、海蛇竜って危険な魔物がいますけど、違う魔物なんですか？　クレイター人が見たら真っ先に討伐されちゃいますよ」

　実は水蛇竜と海蛇竜は、体長も姿も似てるから同一視されがちだけど、実際は全く違う。

　水蛇竜はドラゴンの一種で知能が高く、陸上でも問題なく棲める。海蛇竜はぶっちゃけ細長い魚の魔物で、陸に上がれないし、知能も低く食欲しかないような魔物なので、闇魔法で精神を支配しない限り飼い慣らすのは不可能だ。

　他にも毒の有無とか、習性の違いとか専門的な事を言えばキリがないけど。ちゃんと育てれば人に慣れるのが水蛇竜で、狂暴で手が付けられないのが海蛇竜だと思えば間違いない。尤もっとも水蛇竜も野生は十分狂暴だが。

「別種の魔物ではあるけど姿が似てるから、確かにクレイターの人が驚くかも知れないね。ちゃんと支配されてるのを予あらかじめ言っておくように伝えるよ」

　木陰に座ってルーフェイとお喋りしてるうちに、そろそろ約束の時間になってきた。門の方に目を向けると、見覚えのある人がやって来るのが見える。

「やぁ、クリス殿。なんかお祝いくれるっていうから来たよ」

「おはようございますサリーマさん、マヘンドラさん。叙爵おめでとう」

　サリーマさんとマヘンドラさんは部下らしい屈強な人達と、なんかインテリそうなオッサンを連れてやってきた。ふふっ皆驚いてるな、支配下に置いた奴で特に大きいのを選んだ甲斐があった。

「お袋！　違うそうじゃない！　背後で水蛇竜がなんか食ってるのになんで普通に挨拶してんだよ！」

「ん？　そりゃお前、手紙には支配下に置いた水蛇竜を贈るって書いてあったし」

「聞いてねぇよ！　贈り物を受け取りに行くとしか聞いてねぇ！」

　あ、サリーマさん息子さんに黙ってサプライズのつもりだったのかな？　言ってくれれば演出したのに、惜しい事したな。

「港を造る場所の警備って聞いたから、仕事の役に立ちそうな奴を贈るよ。今は俺の支配下にあるけど、この杖を持ってれば命令できるから。まぁ可愛がってやってくれ」

　サリーマさんに渡したのは簡易ではあるけど闇魔法を封じた杖で、一本につき一匹を支配できる。魔法道具を作るのは専門の技術が必要だけど、既に掛かった術を維持するためだけの媒体なら簡単だったりする。

「いやぁ流石勇者様は太っ腹だねぇ！　お返しは期待してなよ、むふふ……とっておきのクリス殿が喜ぶお返しがあるから楽しみにしてなよ」

「楽しみにしてますよ。ほらルーフェイからも贈り物があるんだろ？」

「わふっ！　サリーマ様、この度の御栄達おめでとうございます！　どうぞ皆さんで召し上がってください」

　今朝からなんか厨房でヴィヴィアンと何かやってると思ったらお菓子作ってたのか。確かオリヴィアの妊娠が分かった時に用意したパンケーキだ、違うのは出世を祝う魚の図が色砂糖で描かれてるところか。

　ルーフェイも含めて和わ気き藹あい々あいと会話してる端で、じっと水蛇竜の食事を見てるマヘンドラさんや、部下の人達はどうしたんだろう？　腰の剣に手が伸びてるしひょっとして臭いが駄目なんだろうか？

　挨拶が済んだので細かい注意点を伝えようとすると、サリーマさんに同行してきたインテリそうなオッサンが分かり易く補足してくれた。杖に籠められた術を維持のための魔力補充を、あっさりやってのけるあたりかなりの腕前だな。

　モンドバン伯爵家の当主と名乗ったけど……あっ！　この人マルフィーザの親父さんか。マルフィーザが師匠のことを大叔父って言ってたから、師匠の甥になるのかな？

「モンドバン伯爵、マギスって名前の白髪で後頭部にしか髪の毛残って無い、六十くらいの如何にも性格の捻じ曲がった顔してる偏屈ジジイが親戚にいたりします？」

「マギス・モンドバンであれば私の叔父でございます。先代モンドバン伯にして筆頭宮廷魔術師である我が父の弟で、人付き合いが煩わしくなり、親交のあったパルティア伯爵の領地に隠棲したと聞いております」

　意外な繋がりだなぁ、人付き合いが嫌で隠棲っても、あの偏屈ジジイなら納得だ。

「実は叔父上より手紙が届いていたのですよ、アストライア卿が冒険者として王都にやってきたのであれば面倒を見てやれとね。公職を放り出しておいて勝手な人ですよ、まったく」

　やれやれといった風情でため息をつく伯爵だけど、意外とジジイを慕ってるっぽいな。周囲に迷惑かけてるみたいだから、師匠の悪口で盛り上がるのは出来そうだけど、今はジジイよりも重要な話がある。

　仮にも娘であるマルフィーザが、俺の副官に、実質嫁入りするってのに挨拶に行かなかったのは、礼儀知らずと思われて拙い気がする。師匠の親戚なんだし一応謝っとこ。

「それと、モンドバン伯爵。マルフィーザの事知らなかったとはいえ、連絡もしないで申し訳ない」

「……正直に言いまして、私はマルフィーザの結婚には反対でした。我ながら情けない事にサリーマとの繋がりが消えてしまうような気がしましてね」

　その後サリーマさんも加わって、マルフィーザの話題で盛り上がった。先遣隊として西の海岸に行っているマルフィーザがここにいたら、多分真っ赤になって怒っただろう、なんというか伯爵って二言目にはマルフィーザかサリーマさんを物凄く褒めるのだ、アイツの性格からして恥ずかしがるのが目に浮かぶ。

　一方サリーマさんはあまり気にしてないっぽい。この辺は性格の違いなんだろうな。さて、ルーフェイはマルフィーザの事詳しくないから、この会話で置いてけぼりにするのは可哀想なので、予定があるのを伝えて帰るとするか。
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　今日のディアーネとのデートは、俺が貰った区画にある開店前の施設を訪ねた。

　以前一緒に行った蒸気で温まる湯屋の、すぐ隣に建てられた施設で、明るい屋内に様々な花が咲く庭園となっている。

　眺めるだけでも入場料を支払う価値があるし、可愛い嫁とデートで歩くのも雰囲気があって実に良い。自分の目で見て気に入った花があれば鉢植えで買う事も出来るので、帰りに買っていこうと思う。

　贅沢な施設だと思ったけど、隣の湯屋から出た余剰分の蒸気を、地下に張り巡らせた金属の管に通して温められた温室なので、意外と維持費は安いらしい。

　正式な開店はまだだけど、近所の人に意見を聞く意味も兼ねて、現在無料で公開されてるので結構人がいる。美少女な上に華やかなドレスを着たディアーネは注目の的だが、腕を組んで歩いてる俺相手がいるのでナンパされるようなことは無い。

　これが女の子だけで来ていたら、男どもが放っておく訳ないからな。仮に嫁さん達だけでこの屋内庭園を歩いてるのを俺が独身だった頃に見かけたら……真っ先に声かける、そして口説くな、間違いない。

　暫く散策した後、目立たない場所に設置されているベンチに腰かけ、お喋りしてると、いつの間にか昨日屋敷を訪ねたらしい嫌な客の話になった。

　嫌な事があったのなら吐き出した方が良いと言ったら、余程腹が立っていたのか、包み隠さず話してくれた……うーんディアーネの主観が多分に入ってるんだろうけど、酷いなソイツ。ディアーネを婚約者にしておいて何が不満だったんだ？

　そうして落ち着いたころを見計らって抱き締め、貪るような情熱的なキスをすると、彼女もまた受け入れてくれる。ディアーネはもう俺だけの女なのだと主張するように。

「んっ！　んくぅ、もう、もう！　私は身も心もご主人様のモノだというのに！　思い出すだけで嫌な気分になりますわ！」

「ディアーネがモテない筈無いからな、そういう勘違いした奴が出るのも当然か。勿論誰にも渡さないけどな」

　話題を変える為に周囲に目を向けると、ベンチの周りにはディアーネの髪の色に似た赤い花が咲き乱れており、窓から吹き込む風に吹かれ、葉擦れの音はまるで鈴の音にも似ていた。確かこの花は……。

「この花も確かディアーネって言うんだったな。伝承によるとある少女の美しさに神が嫉妬して、物言えぬ花に変えてしまったとか……」

「はい、花にされた彼女には、恋い焦がれる英雄がおりました。彼には妻との間に子供がおりましたが、その子は病により生死の境を彷さ徨まよいます」

　えぇっと……本で読んだ記憶を何とか思い出してみる、ディアーネがなんか期待した目で見てるから、詰まるわけにはいかない。

「英雄は我が子の病を癒すべく名医を訪ねる。しかし英雄の名声を嫉ねたむ者によって名医には会う事は叶わず、嘆く彼の耳に鈴の音が響く、不思議に思い目を向けると、そこには赤い花が咲いていた」

「片思いではあっても、己が慕い焦がれる英雄が悲嘆する姿を見た彼女は、花に変えられた悲しみを忘れ、彼の為に祈りを捧げます。その想いに応えた神が一滴の蜜を英雄に与え、彼の子は病を退けたと言う……」

　世の中の何処にでもあるありふれたお伽話とぎばなし。特徴的な葉擦れの音から連想された作り話だけど、一節を語り終えたディアーネは胸元に縋りついてくる。

「私の名前の由来になった花です……子供の頃は何とも思いませんでしたけど、今は誇りに思いますわ、英雄となるご主人様を純粋に想う者の名前ですもの」

　暫くの間、ディアーネの花の葉擦れの音を聞きながら、無言で抱き合う俺たち。なんとなく離れるのが躊躇ためらわれた。

　彼女の温もりを感じながらベンチでゆっくりと、穏やかな時間を過ごし……が、俺の腹の虫が鳴ってしまい、同時に吹き出した後、お昼ご飯を食べに行くことにした。

　ちょっとカッコ悪かった気もするが、ディアーネも機嫌良さそうだしまぁ良いか。
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　カフェで昼食を取り、少し歩いた後は湯屋で一緒に汗を流し、そのまま個室でエッチだ。二人で色々見て回ったり買い物するだけでも楽しいが、デートした時は二人っきりでエッチするのが、なんとなく暗黙の了解になってたりする。

「あっ！　そこは……ンンッもっと強くして頂いても……はぁん！」

　ベッドに腰かけた俺の膝の上に全裸のディアーネが背を向けたまま座り、秘所を貫いたまま、背後からその豊満なおっぱいの感触を存分に楽しんでいる。所いわ謂ゆる背面座位の格好だ。

「このくらいが良いかな？」

「いぃ！　ご主人様の指が気持ちいいですわ。ああぁん」

　背後から抱きしめるようにおっぱいを愛撫していると、背中越しにディアーネの鼓動が伝わってくる。こうしてるだけで幸せな気分になるのは、ディアーネをこの手の内に独占してるからだろうか？

　より強く抱き締めると、ディアーネの心臓の音が聞こえてくる。ドキドキと、普段よりも速い鼓動が背中越しに伝わってくる。

「ご主人様……こうしてるだけで、幸せですわ。押し掛けるように妻にしていただいた身ですが、手を繋いで歩くだけで、一緒に食事をするだけで、こうして抱きしめて頂くだけで……胸が熱くなるんです」

「俺もだよ、結婚して夫婦になって一緒に暮らしてるうちに、ディアーネの事がどんどん好きになっていくのが分かるんだ」

　ゆっくりと挿入したチンポを動かしながら、お喋りしながらのセックス。体勢の関係でそんなに激しく動けない。けど、どうもディアーネは二人っきりの場合は、快感を貪り合うような激しいセックスよりも、こうしたイチャイチャしながらのセックスが好きらしい。

　俺もこうしてると、彼女の細やかな息遣いから、仄かに鼻に残る髪の香りを感じられて。全身で彼女を感じてるかのような感覚が堪らなく気持ち良く、ドキドキさせられる。

　激しくオマンコにチンポを突き立てて、快感で愛する女を蕩かすのも男冥利に尽きるし、征服欲も満たされる。俺がそうしたいと言えば、彼女も喜んで付き合ってくれるだろうが、こういう優しいセックスもお互いの愛情を感じ合えるような気がする。

　とは言え、彼女の膣は締まりが良いし、ゆっくり動かしていても油断してるとイってしまいそうになるので、こちらも愛撫する手は止めない。

　腰を揺するたびに感じるお尻の柔らかい感触も素晴らしい。大きいだけじゃなく肌触りも弾力も申し分ない、嫁の中でも随一の美尻がチンポを動かす度にフルフルと震えてるのが実にエロイ。つい手が伸びるのも仕方がないというものだ。

「ちょっと無粋かもしれないけど……」

　ディアーネの美尻を撫でている最中に、不意打ちのように膝の裏を掴んで立ち上がる。そしてベッドの中央に運び後背位の体勢をとる。

「あっ！　ん……もうご主人様ったら」

「ごめん、俺がディアーネを抱いてて我慢できるわけが無い」

「良いのですよ、私の身体はご主人様の好きになさって……あぁん！」

　さっきとは一変して激しくバックから犯すと、ディアーネの秘所から愛液が溢れ、太股を伝う。

「ああぁぁん！　は、はげし……あっあっ！　こ、こんなにされたらすぐにイってしまいますわ！」

　俺の腰の動きに合わせて、ディアーネもまたお尻を突き出してくる。一回セックスするたびに段々とお互いが気持ち良くなれるよう、息が合っていくのが分かる。

　彼女から溢れ出る愛液がより挿入をスムーズに、しかしオマンコのヒダがチンポに絡み、締まりが良いのもあって俺もすぐにイってしまいそうだ。

「ご主人様、いつでも、いつでも膣内に射精してくださいませ。ディアーネがご主人様だけのモノだと分かるようにしてください」

「そうだ！　ディアーネを抱いて良いのは俺だけ、エロいディアーネの姿を見れるのは俺だけだ！」

　らしくもなく、乱暴にディアーネを求めてしまう。元とはいえ彼女の婚約者の存在を聞いてからなんとなくモヤモヤしたせいか、いつもより独占したくなっていた。

「あぁぁ！　はい、ご主人様だけです！　ディアーネの唇もオマンコもおっぱいも、お尻も……全部ご主人様のモノです！」

「くぅぅ！　ディアーネ、そろそろ出るぞ！」

「わ、私も……イクッ！　ご主人様に膣ナ内カ射ダ精シしていただいてイッちゃいます！」

　我慢するのも限界に近づき、彼女の腰を掴んで膣の一番奥までチンポを押し込むと、同時にディアーネの膣も、一滴残らずザーメンが欲しいとでも言いたげに締め付けてきた。

「あっあっんぁぁぁぁ！　熱いのが出てるのぉぉぉ」

　射精と同時に絶頂したディアーネを背後から抱きしめ、イッた余韻に浸るディアーネにキスをする。

　俺たちは無言だった、お互いに最高に気持ち良かった時の感覚。快楽の熱で溶けて混じりあうような心地よさに、暫くの間身を委ねていた。
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　式典まであと一週間、つまり俺とルーフェイ、アルチーナの結婚式もあと一週間に迫ったある日の朝。我が家は異様な緊張に包まれていた、便りが届いた日から妙にそわそわしてたが、今朝になって緊張の度合いが桁違いだ。

「ディアーネ、髪型変じゃないかしら？」

「問題ないわ、オリヴィアは自分の事より皆の心配なさい……ヴィヴィアン、服とアクセサリーの組み合わせが悪いわ。普段は良いけど今日のお客様には拙いわよ。私のを貸してあげるから部屋まで来なさい」

「わふぅぅ……き、緊張してきました。そ、そうだ中庭の花壇にお水をあげてこないと」

「ルーフェイ、一時間前に水やりしたばかりですよ。こ、こういう時は女神様にお祈りを……」

　嫁さん全員こんな感じである。一応落ち着いてるのはディアーネとメリッサかな？　あ、フェノリーゼもいつも通りだ、緊張してるユングフィアのおっぱいを揉んでからかってる。こらフェノリーゼ、ユングフィアのおっぱいは俺のだぞ。

　俺はというと、嫁たちがドタバタしてるのを尻目に、トレニアを頭の上に乗せながらお茶を飲んでいる。そりゃ俺だってちょっとは緊張するけど、最近は来客にもうまく対応できてるってオリヴィアに褒められたし大丈夫だろう。

　もうすぐ催される式典に合わせて、数日前から国中の貴族や商人がこの街に集まり、来客も日々増えている。なので式典までは討伐とかは控え、貴族らしい来客の応対が出来るように頑張ってる。

　ただ、今日はルーフェイとアルチーナが結婚式で纏うドレスの仮縫いに付き合って、その後二人とデートする約束をしている。これからやって来るお客さんに挨拶したら、アルチーナを迎えに行く予定だけど、皆大丈夫かな？

「他の皆はともかく……なんでオリヴィアまでそんなに緊張してるんだ？　お母さんとお祖母さんだろ？」

「旦那様は知らないから言えるのですよ。お母様はおっとりしてて優しいのですけど。お祖母様はとっても、とっても礼儀作法に厳しい方なんです」

　そう、これからやって来るのはオリヴィアの生母であるヘルトール公爵夫人と、祖母である現当主の母親だ。身分の上ではルーフェイ、ティータニアの方が上なんだろうけど、相手は歴史ある名家の内証を仕切っている貴婦人だ、緊張するのも無理はない。

　ちなみにヴィヴィアン、ティータニア、ルーフェイは、オリヴィアから聞かされた人物像にビビってる感じで。アルテナとユングフィアは身分差を気にしてるように見える。

　うーん、オリヴィアがここまで言うとは、俺もなんだかヒステリックな婆さんを想像して不安になってきたかも。「貴様のような山猿に孫娘はやらんわぁぁ！」とか言われたらどうしよう。男親なら問題なく実力行使で黙らせるけど、義理のお母さんとお祖母さん相手に手荒な事は出来ないからな。

「そんなに緊張してたらいつもできる事も出来ないぞ。こうすれば落ち着くかな？」

　とりあえずオリヴィアをハグして、緊張を解しつつ気持ちを落ち着ける。何時の間にかルーフェイとティータニアにも、抱き付かれたりしているうちに、来客を告げる呼び鈴が鳴り響いた。

　男性恐怖症のオリヴィアがいるから、門番とか雇ってないので、基本俺の屋敷の門は自由に潜れる。但し悪意の類に反応して立ち入れないようにする結界が張られてるし、魔術的な防護は要塞並みに張り巡らされている。

　いつもなら来客には、そのまま入って貰う事になってる。しかしオリヴィアのお母さんとお祖母さんの場合だと、門まで出迎える人がいないと駄目らしい。

　オリヴィアの指示で、メリッサが門の近くで出迎えてくれている。今のうちに俺とオリヴィアは玄関で待ってないといけない。貴人を迎える時の作法は、多岐に渡っていて俺には良く分からないが、オリヴィアが念入りに確認してたから大丈夫だろう。

　緊張に手を震わせるオリヴィアの手を握りながら待っていると、メリッサが正面玄関の扉を開ける。やってきたのは、柔和な笑みを浮かべる老婦人。その少し後ろに付いて来ているのは、オリヴィアにそっくりな妙齢の女性だった。

　こういう目上の人を出迎える時は、礼儀として俺から挨拶するんだよな？　今更になって俺まで緊張してきたけど、オリヴィアの手前無様は晒せない。

「ようこそ、我がアストライア家までお越しいただき、ありがとうございます。お、私がアストライア侯爵家当主、クリス・アストライアと申し上げ……奉たてまつる」

「勇者たるアストライア卿にお出迎え頂けるとは、このフローリパ・ヘルトール、光栄の極みにございます。そしてこちらは娘のオード、お見知りおきくださいませ」

　流れるような綺麗な一礼を見せるフローリパさんと、オードさん。フローリパさんは色々オリヴィアが緊張してたから身構えてたけど、優しそうで上品なお婆さんだな。

　歩く、一礼する、人を紹介する。ただそれだけの動作が、素人目にも綺麗だと分かるくらい洗練されている。うーん、これが歴史ある名家の貴婦人か、雰囲気からしてお手伝いのオバちゃんとは比較にもならない。

　オードさんは現当主の正妻で、オリヴィアのお母さんだ。顔立ちや髪の色がオリヴィアと母娘だとすぐ分かるくらい似てる。ただ年齢を重ねてる分、包容力やら母性というべきか、会う人を和ませるような温かみを感じる。

　おっと、お客さんを玄関に立ちっぱなしにしちゃ駄目だよな。王都から辺境までの長旅で疲れてるだろうから、応接間に案内してそこでお茶と軽食、お菓子を振る舞い、その時に嫁さん達を紹介する。

　やっぱり大事な娘さんを正妻にしておいて、側室が沢山いると女好きのダメ人間だと思われるのだろうか？　そんな不安があったけどフローリパさんもオードさんも、特に気にした様子もないみたいだ。お菓子を食べながら談笑したり、初めて見る妖精に驚いたりと、これはお義母さんたちに結構好印象かな？

　ちょっと行儀が悪いけどオリヴィアの肩を抱きながら、妊娠の報告をしたら二人は満面の笑みでオリヴィアを祝ってくれた。特にオードさんなんて、嬉しさのあまり涙を流しながら抱き付いて頬にキスをしてくれた。

　オリヴィアだけでなく、俺にもな。そのせいでオードさんはフローリパさんに注意されたけど、良い具合に緊張が解れたから良かった。二人とも話し上手だし、自然体で義理の祖母、母親とお喋りできた。

　なんだ皆は緊張してたけど朗らかで良い人達じゃないか、オリヴィアもちょっと大袈裟だなぁ。厳しいって言われてたフローリパさんだけど、相そう好ごうを崩して生まれてくる子供の事で会話が弾んでるじゃないか。

　オードさんも優しい気質が妖精たちにも分かったのか、懐かれてなんか楽しそうにしてて、フェノリーゼと話が弾んでるみたいだ。

　義理の息子にして孫だから、この機会に親交を深めたいところだけど、アルチーナの仮縫いに付き合うのに、カロリング邸まで迎えに行く時間になった。

　名残惜しいけど、中座する失礼をお詫びしてからルーフェイと一緒に部屋を出る……と、そうだ折角お義母さんがいるんだし、丁度良い機会だから話すとするか。

「実はちょっと無理を言って、オリヴィアの分も結婚式用のドレスを仕立てて貰ってるんだ。式典の三日後くらいに出来上がる予定だから……順序が逆かも知れないけど、俺とオリヴィアの結婚式を挙げよう」

「だ、旦那様?!　え？　でもドレスって……採寸などしておりませんが」

「外歩き用の服を仕立てた時にマーサさんにお願いしたんだよ。あの人の旦那は仕立て屋さんだから、女性の採寸するのはマーサさんの仕事だからね、勿論皆のドレスも頼んでるよ」

　当たり前の話だがそんな頼んですぐ出来る物じゃない。色々な事情が絡んでルーフェイとアルチーナのドレスを、式典に併せて無理して作ることになったので、後回しになってしまったのだ。

「ドレスが出来る直前に話してビックリさせたかったけど。折角フローリパさんとオードさんがこの街にやって来てくれたんだ、オリヴィアとの結婚式に参加してもらいたくてね」

「旦那様……ぐすっ、わたくし……嬉しいです」

「勇者様……いえクリス様、オリヴィアをそこまで想っていただけるなんて……あぁ孫が出来るだけでなく、娘の『髪結い』ができるなんて夢のようですわ」

　あっと、なんかオードさんがオリヴィアより感激してるな。『髪結い』ってのは結婚式で花嫁の髪を整えたり、衣装の着付けをすることで、基本的に親族がするものと決まってる。大体は母親がこの『髪結い』をする場合が多い。

「オード、感情を抑えきれずに屋敷の主に要らぬ心配をかけるとは何事ですか」

「申し訳……申し訳ございませんお義母様……嬉しくて、嬉しくて涙が止まりません……まさか娘がまともな結婚式を挙げる事が出来るなんて……」

　そうか、オリヴィアの呪いのせいで、オードさん気に病んでたんだな。

「急な話で申し訳ありませんが、式典が終わってもドレスが出来上がる三日後、そして俺たちの結婚式まで帰るのを待ってもらえませんか？」

「とんでもございませんクリス様。娘共々、是非参列させていただきます」

　さて、後は家族でゆっくり話すと良いよ。父親から勘当されたって言っても、血の繋がったお母さんやお祖母さんとは、積もる話もあるだろう。

　少し急がないとアルチーナとの約束の時間に遅れてしまうので、今度こそ部屋を出る。オリヴィアの喜んでる顔が目に浮かび、なんとも良い気分だ。ついルーフェイをお姫様だっこしてしまうが、気分が良いのだから仕方ない。
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　旦那様が出かけてしまいました。いえ、最初から今日は、アルチーナ殿下のドレスの仮縫いに付き合う予定でしたから、仕方ないんですが。

　ううう、旦那様とイチャイチャしたいです。あんな嬉しい話を聞かせておいて、お出かけなんて旦那様は焦らし上手です。頬が緩むのを抑えきれません。

　しかし、浮ついた気分もそこまででした。旦那様が部屋を出た瞬間、お祖母様は柔和な笑みはそのままに、雰囲気ががらりと変貌します。ひぃぃ、表情は優し気ですが目が笑ってません。

「オリヴィア、なんですかそのだらしのない表情は。侯爵家の正妻である以上、常に毅然とした態度でなくてはなりませんよ」

「も、申し訳ございません！　旦那様の愛情が嬉しくて……」

「言い訳無用、指摘された事はすぐさま実践なさい」

　口調は穏やかで、決して威圧的でもないのですが、それでも有無を言わせぬ雰囲気に、応接間の空気が凍えていくような錯覚に陥ります。

「アストライア卿……我が孫の夫であるからには、クリス様と呼ばせていただきますが。成程、勇者と言うだけでなく、殿方としても実に好ましい方です、オリヴィアの良縁は実に喜ばしい」

　ですよね！　旦那様はお祖母様の目から見ても素敵で格好良いですよね。ちょっとエッチですけど、求められて嬉しいから欠点じゃありませんし。

「しかし、貴女方の立ち居振る舞いには、どうにもぎこちなさを感じてしまいます。勇者たるクリス様の夫人として相応ふさわしくなれるよう、この機会に指導して差し上げましょう」

　……あ、お祖母様が随分とやる気になってます。そういえばお祖母様は気に入った人ほど、熱心にマナーの指導をしたがる人でした。

　間違いなくお祖母様は善意です、旦那様を気に入ってくださったから、その夫人であるわたくし達のぎこちない立ち居振る舞いを正したいのでしょう。そしてお祖母様の熱意に比例するかのように、場の圧迫感が高まり続けます。

「そ、それでは！　お、お茶とお菓子の代わりをご用意して……まいります」

　雰囲気に耐えかねたヴィヴィアンが、自分のホームである厨房に逃げようとしましたが、甘いです、それを許すお祖母様ではありません。

「ヴィヴィアンさんと仰おっしゃいましたね？　席を立つ時にそのような大きい動作をしてはなりません。見るにどうも所作が付け焼刃ですね、基本からみっちり指導して差し上げましょう」

「あ、あはは……よ、よろしくお願いします……」

　お母様は、まだ感激して泣きながらお祈りしてます。妖精さん達に頭をなでなでされてる姿は微笑ましいのですが、こうなってしまうとお母様の助けは無理ですね。

「アルテナさん、陶磁器のカップでお茶を飲む場合、人差し指、中指の二本指を取っ手に当てて、親指で押さえて持つようにすると所作が美しく見えます。あぁ、薬指と小指は揃えなさい、小指を立ててはなりません」

「はっはい！　ご指摘ありがとうございます」

「ユングフィアさん、背筋が曲がってます。そのような姿勢では卑屈に見えてしまい、クリス様の夫人として侮られますよ。人に見られていない時でも常に背筋を伸ばすように心掛けなさい」

「し、失礼しました！」

「フェノリーゼさんの所作は帝国由来のものですね。自然体となるほどに身に付いた所作を、この場で直すようにとは申しませんが、場によっては浮いてしまいますよ」

「ご忠告ありがたく」

「ティータニアさん、翼を背負う方の作法なのかもしれませんが、ここはマーニュ王国です。椅子には深く、お尻が背もたれに触れるように座りなさい」

「ぐぬ……深く座ると翼を傷めるから羽が抜けてしまうの、ぶつからないような形状の椅子を作って貰ってる最中ですから」

　ティータニアは流石に一国の姫なので所作は綺麗なのですが、住んでる人間の体型そのものが全く違うクレイターとの差異に困る事が頻繁にあります。そもそもクレイター製の椅子には背もたれが一切ないですからね。

　旦那様は職人街の人に頼んで色々作って貰ってますが、流石にすぐとはいかず、彼女には不便を強いてしまってます。

　ちなみにルーフェイも深く座るとしっぽが邪魔になるので、浅く座りますがだらしなくは感じません。しかし一応我が国のマナーに合わせる為に、彼女用にも同様にしっぽが邪魔にならない椅子を特注しています。

「それは大変失礼をしました。私もまだまだ不勉強でしたね」

　その辺りの事情を察したらしいお祖母様は、それ以上何も言わずに小さく頭を下げます。厳しい人ですが、決して身体的な理由で不可能なマナーを、無理に強いるような人ではありません。

　ディアーネとメリッサはマナー的な指摘は受けずにお茶を飲んでますが、かなり緊張した様子です。

「ディアーネさん、メリッサさん。お二人の作法は確かに美しいですが、所々で流れが滞ってるように見えます。作法とは意識して守るものではなく、自然体として日常の一部とするものなのです」

　本当お祖母様はどういう目をしてるのでしょう？　この部屋にはルーフェイを除く夫人が八人もいるのに全員の微かな挙動すら見逃してくれません。

　実家に居る時はお父様を始め、異性全員に嫌われていた為か、お祖母様も優しくしてくれてました。しかしこうして旦那様に嫁いだからには容赦のない指摘が続きます。

「オリヴィア、話している相手から目を逸らすとは何事ですか。家を守るべき正妻としての気概が足りませんよ。貴女はクリス様の一番傍で支えなくてはならないのですから」

「は、はい！　申し訳ございません！」

「クリス様は職人の家の出自であり、最近まで魔術の修行に明け暮れていたと聞き及んでおります。故に作法を守ろうとしているだけ好感が持てますし、荒い所作も若者らしいと言えるので、多少の不調法は問題視する者もいないでしょう……しかし」

　優しい笑顔はそのままに、お祖母様から放たれる重圧は増していき、わたくしたち全員が気け圧おされてしまいます。

「貴女達は今のままでは、中央と関わり合う時に困る事になるでしょう。クリス様の威を地に落とす事が無いように、少々厳しく指導して差し上げます」

　公的にはわたくしはヘルトール家とは縁が切れていても、旦那様はお祖母様達に滞在するように勧めたのですが、お祖母様たちは新婚家庭だからと遠慮してます。式典までカール様が幾つか所有する屋敷の一つを借りて滞在するそうです。

　その屋敷は意外とすぐ近くなので、お祖母様によるマナー指導は、旦那様がお帰りになる日暮れまで続きました。お祖母様は明日も指導にやって来ると意気込んでます……助けて旦那様。妊娠中といってもお腹が目立たない時期では手加減して貰えません。

　お祖母様のシゴキで精根尽き果てたわたくしたちは、早々に休む事にしました。ううう、旦那様とイチャイチャして癒して貰いたかったけど、途中で寝ちゃっては申し訳ないですから。

　旦那様に心配をおかけする訳にもいかないので、何とか普段通りに振舞い。今日の閨ねやは泊まりに来たアルチーナ殿下とルーフェイにお任せする事にしました。

　結婚するまで処女を守ると言っていたアルチーナ殿下ですが、誘拐事件の際に一線を越えたそうです。旦那様は処女を守るつもりだったそうですが……元々結婚式まで清い身でいられるか半々と見てましたし仕方ないでしょう。

　しかしお祖母様のシゴキは疲れました、主に精神的に……お風呂で寝てしまわないか気を付けないと……あ、帰り際にお母様に手紙を渡されたけど……明日にしましょう、眠いです。
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　何かと口煩いお祖母様ババアが留守にしていると聞いたので、暫くぶりにヘルトール邸に帰ると、兄と弟が忠犬のように出迎えくれた。

　本来なら屋敷の男たち総出で出迎えがあるところだけど、煩わしいだろうからと兄が止めさせたらしい。それにしたって屋敷に帰るたびに、そこら中から感じてた視線が少なくなってるような？

「お兄様、どうも以前に帰ってきた時よりも屋敷の人間が少なくなってるように思えるけど、なにかあったの？」

「凄いなアンジェリカは、一目でそこまで見抜ける細やかな気配りは流石に次期王妃といったところだね。美しさと聡明さを併せ持った……」

　質問しただけなのに流れるように美辞麗句を並べる兄。いつもの事ではあるけど、質問してるのだから早く答えて欲しい。

「お祖母様とオード母様が辺境で催される式典に参加する為、護衛と身の回りの世話の為に同行させたそうです、お姉様」

「あっ！　貴様何を勝手に答えている、私がアンジェリカに質問されたのだぞ！」

　兄と弟が私を挟んで睨みあってるけど、どっちが質問に答えようが途轍もなくどうでもいいんだけど。はぁ男の使用人がいないとなると、今晩どうしましょうか？　一人で寝るなんてしたくないし。

　適当に呼び寄せても良いのだけど、どうせ兄と弟がなんだかんだと理由をつけて止めるだろうし。

　オルランドだけでも連れてくれば良かったかな？　一応婚約者の立場だから……あ、そうだ婚約者と言えば、シャルローの件があったっけ。

「ねぇ暫く前にディアーネが夜会で晒し者になった後、どうなったか知ってる？」

　あまり期待せずに二人に聞いてみる。噂程度でも知ってればそれでよし、知らなくても私が質問したからには勝手に調べてくれるでしょ。

「ディアーネ？　……ディアーネ・メイティアですか、お姉様？」

「確かその女であれば辺境の田舎に嫁に行かされたそうだ、どうせ王都に居場所が無くなったのだろうさ。至高の美を持つアンジェリカと、常に比べられるのも哀れと言えば哀れと……」

　田舎か……確かあの女は金持ちだから私の嫉妬呪いから逃れるのも不可能じゃない。愛の女神の加護に由来する能力だから、別の神の神聖魔法なら消し去るのも不可能じゃないからね。

　けど気に入らないわね、私が嫉妬した呪ったというのに、誰かに愛されるなんて気に入らない。王都にいればあの女の旦那を私の虜にして、目の前で奪ってやるのだけど、辺境となると面倒臭い。

　どうせ田舎のオジサンとかだったら私が出向く価値無いし。地方都市で良い男がいれば、摘まみ食いするのは楽しそうね、旅行も悪くはないだろうけど。うーんどうしようかな？

「所詮うすら寒い田舎だ、繊細なアンジェリカの肌を冷たい風に晒す訳にはいかないよ。お祖母様と母上もその田舎に出掛けていてな、確かカール王子の領地だったな」

　カール王子……むふ、オルランドの弟で私よりも一つ年上だったわね。私に侍る男どもは、他の男の事を話題にしないから良く知らないけど、兄弟で『味比べ』も悪くない。

　けどお祖母様ババアもいるとなると見つかるとウザそう。あぁでも、辺境だと粗暴な冒険者とか居そうだし、そういうタイプを味見するもの楽しそう……うん、野獣のような奴とか良いわね。

「たまには旅行も良いわね、今すぐ準備しなさい」
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「オリヴィアたち大丈夫かな？　元気そうにしてたけど、かなり無理してたよな？」

　結婚式で纏うドレスは神殿所属の職人たちが必死に仕立ててくれたお陰か。まだ未完成ながら急ぎ仕事とは思えないくらいの出来栄えで、ルーフェイもアルチーナもデート中終始ご機嫌だった。

　両手に花でアクセサリーを見て回ったり、ちょっとはしたないけど公園の屋台街で買ったお菓子を食べ歩きしたりと、エッチはしなかったけど充実した時間を過ごし屋敷に帰ったら、何故か皆疲れ切っていた。

　オリヴィアたち、頑張って普段通りに振舞ってるので、気付かないふりをしたけど大丈夫かな？　一応お土産に買ってきたお菓子を食堂に置いてきたけど。

「クリス様。フローリパ様といえば、現王妃様のマナーの先生を務め、国中の名家から指導を乞われる程の方ですの。私も幼い頃ご指導いただきましたが、かなり厳しい方ですので……ううう、思い出したくないですわ」

　優しそうな人なんだけど、指導は厳しいのか。基本的に目上の人間には素直に従う真面目なアルチーナでさえ、何度も逃げようとしたくらいのスパルタだったそうだ。

　別にできないからといって鞭で叩いたり、肉体の限界まで追い込むような苦行を科す訳では無く。悪いところはちゃんと理路整然と分かり易く指導してくれるのだけど、反論できない正論を延々と叩き付けられるせいで、精神的にキツイらしい。

　ただちゃんと指導を受け堪え切れた人は、誰からも文句を言われない所作を身に付けられる。そのため、生徒たちからは慕われていて、王妃様ですら頭が上がらないらしい。それって慕われてるってか畏れられてると言わないか？

「わふ……国が違うと作法も変わりますから。オリヴィア姉様の御指導はお優しいですが、それでも慣れない動きをしますから、とっても疲れちゃいます」

「他国どころか、山を一つ越えた場所ですら違う場合もありますし。嫁ぐとなるとその辺が大変なんです、実際に中央とこのラーロン地方でも細かいところが結構違いますの」

　そうなのか、気が付かなかったが彼女たちには違いが分かるのか。俺も嫁たちの努力が分かるくらいにはならないといけないな。

　と、マナーの大変さについてお風呂に入りながらお喋りしていたが、疲れてるオリヴィア達が待ってるので早めに上がろう。

　帰ったら口と顔に出さなくても嫁さん全員が疲労してたからな。俺がフローリパさんとオードさんを、お屋敷まで送ってる間に、入浴して休むように遠回しに伝えたつもりだけど、皆でお土産を食べるから先にどうぞと言われたので、今日泊まる予定のアルチーナとルーフェイを連れてお風呂に入ったのだ。

　二人を連れて寝室に入り、バスローブに手を掛けると、肌蹴けて火照った白い肌が実にそそる。二人を抱き寄せ何度もキスしていると、うっとりと陶酔したような表情に変わっていき最高に色っぽい。

　胡坐あぐらをかいた俺の膝の上に、ルーフェイとアルチーナを向き合うかたちで乗せると。二人は垂れかかり俺の頬に舌を這わせて、キスしてくる。

　くすぐったさと、柔らかいお尻の感触と、心地の良い体温を感じながら、それぞれの秘所に手を伸ばす。

「ひぁ！　やぁ……」

「わふぅ……あぁ指が入ってきます」

　指を入れただけで締め付けてくる膣内の感触は既に熱を帯び、より深くまで導くかのように愛液で溢れていた。

「触っただけでもうこんなに濡れてるなんて、お風呂で犯されるの期待してた？」

「ひぅ……は……い。アルチーナはクリス様にいつでも抱かれたいと願う……い、いやらしい娘です」

　顔を真っ赤にし告白してくるアルチーナが可愛いので、クリトリスを不意討ちで摘まんでみると、面白いように反応を返してくれる。

「あぁぁ!!　あっあっあっ……んはぁぁ！　だ、だめぇ耐えられないの、クリス様の指だけですぐにイカされちゃうのぉぉ！」

　勿論アルチーナだけでなく、左手で愛撫している犬耳のお姫様はというと。アルチーナの前で喘ぎ声を出すのが恥ずかしいのか、二本の指で膣内を刺激されて、明らかに感じてるのに必死に口を閉じている。
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「ルーフェイの可愛い声が聞こえないのは残念だな。ほらほら、我慢しないで素直になるんだ」

「くぅぅん！　くぅぅぅん！　わ、私の方がエッチに慣れてるから、お手本にならないと……」

　ふむ、どうもルーフェイはエッチの先輩として振る舞いたい感じかな？　いつもは受け身がちなルーフェイが俺のチンポに手を伸ばし手コキしてくれる。

　いつもは快感に翻弄されるルーフェイだが、今日は何とか俺を感じさせようと頑張ってる姿がいじらしい。

　膣内の指で感じる個所をただ撫でてあげるだけで、身体を震わせるくらい感じてしまうので、俺をイカせる程ではない。ふふ、本当にルーフェイは可愛いなまったく。それじゃアルチーナより先にイって貰おうかな。

「わ、わふっ！　んきゅぅぅぅ！　あっ！　そ、そこは……くぅぅぅん！」

　ルーフェイの弱い部分なんて全部知ってる、挿入した二本の指を縦横に動かし、親指でクリトリスをグリグリと刺激してあげると、ただでさえ感じやすいルーフェイはあっさり絶頂に達する。

「はっはっはっ……私……私がお手本に……わふぅ……」

　アクメの直後で後ろに倒れそうになったルーフェイを慌てて抱き寄せキスすると、幸せそうな表情でしっぽを振っている。

「凄い……ルーフェイ気持ち良さそう」

「ふふっベッドで嫁を満足させるのが男の生き甲斐ってもんだ。アルチーナもそろそろイクか？」

「はぁん！　イカされちゃう！　指だけで気持ち良くされちゃいますぅぅぅ」

　膨らんだクリトリスを親指で軽く圧しながら、限界間際で快感に耐える蕩けた表情を存分に堪能し……膣内に差し込んでいる指を根元まで差し込むと、アルチーナはあっさりと絶頂に達する。

「あっあっんはぁぁぁぁ！　クリス様の意地悪、私が恥ずかしがってるのに……はぅぅぅ」

「可愛かったよアルチーナ。ほらルーフェイの上になるんだ」

　絶頂の余韻で少し朦朧としてるルーフェイをゆっくりと、優しく仰向けに寝かせ、そこにアルチーナを覆い被さるように四つん這いにさせる。

「次はルーフェイの可愛い顔をじっくりと見てあげて……挿れるよルーフェイ」

　十分に俺を受け入れるくらいに濡れたルーフェイのオマンコに、勃起したチンポを押し込む。相変わらず狭いルーフェイの膣内だが、愛撫で先にイかせるくらい感じさせたので、殆ど抵抗なく俺のチンポを受け入れてくれた。

「んきゅぅぅ！　あぁぁ！　クリス様のオチンチンが奥までっ！　奥まで入っちゃいました」

「アルチーナ、ほら、チンポが出入りするところにオマンコをくっつけろ」

　俺とルーフェイの結合部分にくっつけたアルチーナの秘孔に、チンポを擦りつけるようにピストン運動を繰り返すとまるで二人同時に抱いてるかのようで実に良い。

「は、はい……はぁ！　熱いですわ、クリス様のオチンチンが！」

　ルーフェイの膣に出し入れするたびに、ルーフェイの喘ぎ声が響き。オマンコがチンポで擦られた、アルチーナが嬌声をあげる。

「はっ！　あっあっルーフェイ！」

「あぁぁぁ！　クリス様ぁぁぁ！　凄いです、オマンコだけじゃなくて、おっぱいも……んきゅぅぅぅ！」

　重なり合ってセックスしてるせいで、ルーフェイとアルチーナの控えめなおっぱいが擦れあい、さらに快感を生んでる。腰を打ち付ける度に身体を震わせそれがお互いのおっぱいを刺激している。

「だ、だめぇ……クリス様がまだ満足してないのにまたイッちゃいますぅぅぅ！」

「我慢するな、可愛いルーフェイの蕩けた顔を見せるんだ」

「ふぁ……あぁ！　だめぇぇぇ！」

　恥ずかしがって顔を両手で隠そうとするルーフェイだが、そんなもの俺が許さん。両手を抑えつけ、更に腰の動きを激しくする。

　恥ずかしさと快感で潤んだ瞳に、幼く見える愛妻が俺のチンポで喘いでる姿に興奮して、彼女の絶頂と同時に我慢することなく膣の奥に射精した。

「んきゅぅぅ！　あぁ……クリス様の熱いのが奥まで！　オマンコの一番奥まで届いてますぅ……わふぅ……だめって言ったのにぃ」

　拗ねたような声色だけど、蕩けきった表情で言われても可愛いだけだ。一回射精した程度じゃまだまだ猛りが鎮まらない。体勢は変えずにアルチーナの秘所に勃起したチンポをあてがい、秘孔に擦りつける。

「熱い……クリス様の熱いオチンチンが……」

「アルチーナはこうして後ろから犯されるのが好きなんだよね」

　愛液に溢れるアルチーナの秘孔をチンポで愛撫しつつ、彼女の柔らかい太股でのスマタは結構気持ち良い。

「は、はい。アルチーナはクリス様に組み伏せられて……お、犯されるのが大好きです……ひぅ！　熱いのが擦れて……あっあっ……ンンンンッッッ！」

　おっと、アルチーナばっかり可愛がらないでルーフェイも構ってあげないとな、二人の性器をぴったりくっつける貝合わせの状態にして、その間にチンポを挿入すると二人から嬌声が上がる。

「わふぅぅぅぅ！　なんですか、なんですかこれ！　気持ち良い、気持ち良いですぅぅぅ」

「んはぁぁぁ！　クリス様のオチンチンが！　当たってます、クリトリスに当たって気持ちが良いのぉぉぉぉ」

　オマンコとはまた違う快感に自然と腰の動きも速くなる。二人のオマンコから溢れ出る淫液がローションになり、淫らな水音が寝室に響く。

「あっあっあっ！　だめぇ！　イッちゃいますぅぅぅ！　はあぁぁぁぁぁん！」

「わふぅぅぅ！　イッたばかりなのにぃぃ」

　なすがままにされる二人のお姫様が絶頂の余韻で脱力してるところで、イッたばかりのアルチーナの膣内に猛りきった逸物を押し込む。

「ふぁ！　んはぁぁぁぁ！」

「いいぞ、アルチーナの膣内ナカスゲェ熱くてチンポが溶けちまいそうだ」

「やっやぁぁ凄い、凄い感じちゃうのぉぉ！　あぁクリス様ぁ、クリス様ァァァ！」

　良く引きしまったお尻を鷲掴みにしながら、愛しいお姫様の膣奥に何度もチンポを叩きつけ、まるで獣のように乱暴に犯す。帝国からの帰り道でなんとなく分かってたけど、アルチーナって基本的に、激しくされるのが好きっぽいんだよな。

「ほら、アルチーナはどうして欲しいのか言ってみな」

「だっ出してください！　あっあっアルチーナの膣内ナカにクリス様の熱いの出してください！　ンンンゥゥ……はっ孕ませてください！」

「あぁ、イクぞ。アルチーナにたっぷり膣ナ内カ射ダ精シして結婚式の前に妊娠させてやるよ！」

「あっあっあっ、イク！　イキます！　ひぁぁぁぁぁぁ！」

　アルチーナが背中を仰け反らせると同時に膣圧が高まり、我慢に我慢を重ね十二分に昂ったチンポから、熱い精液を子宮の奥まで満たす勢いで吐き出した。

「はぁはぁ……私、幸せです」

　まだまだ今夜のセックスは始まったばかり。激しくするのは良いけど、疲れ切ってるところでセックスしても苦痛だし。間に休憩を挟みながら二人のお姫様を存分に愛した。





★　　　カールＳＩＤＥ　　　★






　式典が三日後に迫ったカロリング邸では、殆どの準備を終えているので、のんびりとした空気が漂っていた。

　そうそう、これだよ、こういうのが良いんだよ。細かいチェックとかはあるけど、十分部下に任せられる仕事だ。

　こうして身重のデシデラータとジャンヌの二人と一緒に、ゆっくりお茶を飲んでる今こそが、ボクの望んだ生活なんだよ。

　デシデラータの背後にはメイド服のモルガノが控えていて、椅子に座るように勧めてもメイドだからと固辞された。もうお手付きなんだから側室にしたいんだけど、暫くは今の立場が良いらしい。

　アルチーナの専属侍女としてモルガノは王家に雇われてる。アルチーナが嫁入りし臣籍に降ると一旦解雇されるかたちになるので、少なくともそれまではメイドでいるそうだ。

　尤もっとも最近アルチーナはクリス殿の屋敷に入り浸っていて実質嫁入りしてる状態だけどな。そのせいかどうも手持無沙汰らしい、たまに帰って来ても惚気ばっかり聞かされ、そのうっぷん晴らしなのか仕事の合間にエッチしたりする。

　幼い頃からアルチーナの傍仕えをしていた彼女とは、ボクが辺境に行くまでよく遊んだ仲だし、身元もしっかりしてるし側室にするのに特に問題は無い。

　デシデラータもジャンヌも、モルガノなら受け入れるのは間違いないんだけど……なんか秘めた恋というか愛人みたいな今の立場を楽しんでる節があるし、好きにさせてやろう。

　そんな幼馴染のメイド兼愛人兼秘書なモルガノが作ってくれたお菓子を摘まみつつ、妻たちとのお喋りを楽しむ。あぁ平和だ、こんな時間がずっと続けば良いのに。

　なにしろ無理難題を言ってくる大神殿の長老連中も祭事で忙しいし、厄介事を毎日のように起こす一部の問題児な冒険者たちも物理的に黙らせた、そしてなによりノリと思い付きで色々やらかす人は、結婚式を控えてるので大人しい。

　折角の休日だしこれからどうしようかな？　一緒に運動して汗を流すのは身重のデシデラータを除け者にしてしまうし、街を散策……も立場的に控えるか。

　ゆっくり読書しても良いけど、ジャンヌはじっと黙ってるの苦手だからな、折角のんびり出来るんだから夫婦の時間を大事に……。

「たったっ大変です！　カール様に報告、報告いたします！」

　くっ！　ボクには一時の安らぎすら許されないのか?!　報告に来た家臣を睨みつけると、涙目になりながらも報告を始めてくれる。うむ、八つ当たりしてすまんね。

「落ち着け、何があった？」

「そ、それが街周辺を監視していたイザベラ様が……」

　部下が何か言おうとした瞬間、突然周囲が暗くなった。いやこれは……。

　咄嗟に上空へと目を向けると、そこには、なんか巨大なモノが飛んでいた。
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　結婚式を三日後に控えた我が家では、アルチーナも夫人として恥ずかしくないようになりたいと、意気込んでフローリパさんの指導を受けている。

　連日やって来るフローリパさんも、毎日楽しそうで何よりだ。ただ若干俺が除け者にされてるっぽいが、付き添いでやって来るお義母オードさんと、お話ししてるうちに仲良くなれた。

　俺の事を呼び捨てにするようにお願いすると、最初困った様子だったけど、こっちもお義母さんって呼ぶことにすると言うと、照れたように了承してくれた。

　さて、オリヴィア達が指導を受けてる間、お義母さんと色々話すのだけど、どうしても避けられないのがオリヴィアの話題だ。もっと言うと実家の話になる。

「オリヴィア宛の公爵の手紙、俺も読ませてもらいましたが、今更謝られてもオリヴィアの男性恐怖症の原因ですからね。年単位で時間を空けて、恐怖症を克服するまで会わせられないです」

「やはり……クリス以外の男性は無理ですか？」

　精神を操る闇魔法使いの俺だから『忘れさせる』事は今すぐでも出来る。出来るんだがオリヴィアの精神の奥深くまで巣食った、根本的な恐怖まで干渉しようとすると、それは人格そのものへの干渉となってしまう。

　そしてそこまでの干渉は彼女の『今』の否定に他ならない、人の心は本じゃないんだ、都合の悪い部分を書き換えるなんてしたらそれはもはや別人だ。

　何とかしたいのだけど、こればっかりは今すぐどうこうできる事じゃない。時間をかけてゆっくりと心を安定させるしかないのだ。

「俺が傍に居れば少なくとも客人に挨拶くらいは出来ますけど、目は合わせられないですね。それにあまり近寄られると身体が若干震えますから」

「分かりました、夫へはわたくしからお伝えいたします。家同士の話がある場合は、わたくしかお義母様が間に立ちますので」

　多分ヘルトール公爵と会っても、俺はオリヴィアを傷つけた奴に心を許す気はないし、向こうも気まずいだろう。何よりついうっかり殴ったりしたら色々拙いし、腐ってもオリヴィアの父親は公爵だからなぁ。

「あと……モンドバン伯爵が俺宛に陛下の手紙を持って来てくれたんですが。要約すると『大抵の要求には応えるけど他国に住むとかは止めてね』って内容なんだけど……空手形？　って言うのかな？　これってなんか裏の意図とかあったりします？」

「政治を担う貴族宛の書状であれば多少はあるかと思いますが、クリス宛であれば下手に勘違いされるような内容は書かないと思いますよ？　クリスは素直な子ですからね」

　つまり単純だと思われてるんだろうか？　アルチーナを急いで嫁に出してきた事から察するにそうなんだろうな。まぁ事実だが。

「くすくす……思ってることが顔に書いてありますよ？　まぁクリスに腹芸は出来そうにないのはわたくしも同意ですが」

　からかわれて少し気恥ずかしくなり顔を逸らすと、お義母さんに頭を撫でられる。なんか凄く恥ずかしいぞ、鏡を見なくても顔が赤くなってるのが分かる。拙い、こんな顔を嫁に見られる訳にはいかん、旦那としての威厳的に考えて。

　とりあえず精神を落ち着けないと。深呼吸しようとすると……窓の外のティータニアと目が合った。待て誤解だ、その微笑ましいものを見る目は止めてくれ。

「ティータニアいつの間に？　マナー指導を受けてたんじゃ」

「たった今ですよクリス様、休憩の為に食堂まできたら……くすっ照れるクリス様も可愛いですね」

　中庭でマナー指導を受けてた筈だけど休憩時間になったから、空を飛べるティータニアは池を飛び越えて一足先にやってきたっぽい。

　それってマナー的にどうなのかと思ったが、翼持ってる人が空飛ぶって普通じゃね？　という至極真っ当な考えから、作法的に問題なしというのがフローリパさんの見解だそうだ。

　そして王妃様すらも頭が上がらない、礼儀作法の大先生がそう判断した以上、誰も文句は言えないのである。

　男の俺が可愛いと言われてもあまり嬉しくはないが、見られてしまったものは仕方がない。出入り口を開けてやってティータニアを室内に招くと、とりあえず小脇に抱えて部屋の隅に連れて行く。

「ティータニア、今晩はお前が部屋に来るんだったよな」

「そうですね、楽しみですクリス様。ルーちゃんとヴィヴィアン共々可愛がってくださいね」

　あぁ照れて頬を染める嫁は最高だな、今晩は存分に可愛がろうじゃないか。しかしその前に口止めしとかんとな。

「勿論だ、それはそれとして。とりあえずさっき見たモノは秘密にしといてくれ、今晩なんでもリクエストに応えるからさ」

「でもクリス様、特に何も無くてもリクエストに応えてくれますよね？」

　うむ、嫁のおねだりなら全力で応えるのが男の甲斐性だからな。

「だからあまり交換条件になってませんよ？　でもクリス様のお願いなので、黙ってますからご安心ください」

　ありがとう、愛してるよティータニア！　サラサラの白い髪を撫で、頬に手を添えてキス。控えめに俺の口内に舌を差し出してくるので、お互いに舌を絡め合う。

「コホンッ、あのね夫婦の仲が良いのは、ここ数日で嫌と言うほど分かってるけど。義理の息子が目の前でキスしてる場面って凄く居心地悪いのだけど……」

「のわっ！　ご、ごめんなさい！　照れるティータニアが可愛いのでつい……」

　食堂の隅っこに移動したけど同じ部屋なんだからお義母オードさんからは丸見えだった。

　呆れたような目線に言い訳を考えてると、池を迂回してたオリヴィア達も食堂にやって来た。

「お、お疲れさま、皆で休憩か？」

「はい、もうすぐお昼ですので……あの？　旦那様どうかなされましたか？」

「良い子良い子してあげたらクリスったら照れちゃってね。それをティータニアさんに見られたから、キスで誤魔化してる最中だったの」

　ちょっ！　よりによって嫁たち全員の前で言っちゃうの！　なんか全員が妙に興味深そうにしてるんだけど！

「まぁ！　ねぇ旦那様わたくしからちょっとお願いが……」

　悪戯っぽい顔でオリヴィアが何か言おうとした瞬間だった。ティータニアが嫁入りした時に渡された遠距離通話の魔法道具から声が聞こえた。一応いつでも連絡が付くようにと腰にぶら下げてたんだ。

「カ、カール王子から急ぎの連絡だから、ちょっと待ってな！」

　良いタイミングでの連絡だ、これで話を逸らせるぞ。魔法道具を起動させると、石板から音声とカール王子の顔が映る……なんか妙に切羽詰まってる表情？

「クゥゥリィィスゥゥゥゥ殿ぉぉぉ！　ちょっと南！　南の空を見て！」

　南の空？　なんか鳥の魔物でも出たのかな？　庭に出て言われたとおりに南を見ると……羽の生えた巨大カエルが南に向かって飛んでいた。

「あの巨大カエル止めて！　お願い、別に死んでも良心は痛まない相手だけど、イザベラを罰する訳にはいかないから！」
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　縛った対象を浮かせる魔法道具『荷運びの紐』。やや割高ながら誰でも購入できる魔法道具で、このアイテムは生き物にも有効であり、馬の鞍に結んだこの紐で自分を縛って、馬に全力疾走させる姿をたまに見かける。

　曲がった拍子に障害物に激突する事故が多く、一部のスリルを求める人間しかやらない。以前岩山に住む山羊で同じ事をやって、身体中を岩に打ち付けられ、ボロボロになった男の話を聞いたことがある。度胸試しの試みだったらしいが、何処にでも馬鹿はいるものだ。

　たまに悪ノリした若い冒険者とかが「風を切るようで最高に気持ちが良い」などと自慢げに話すが俺には理解できない。したくない、なぜなら全然風を切っても気持ち良くない、むしろ怖い！　速いからと馬鹿な事を思いつくんじゃなかった。

　うおぉぉぉ！　ふわふわ浮く紐だけが支えで空飛ぶのめっちゃ怖いぃぃぃぃ！　身体強化したティータニアの飛行速度めっちゃ速いぃぃぃぃ！

「あの、クリス様、もっとゆっくり飛びますか？」

「だ、大丈夫！　お、俺は大丈夫だからもっと速くていいぞぉぉぉ！　は、ははは……ティータニアと空の散歩は最高だなぁ」

　しかし怖いからと嫁の前で情けない姿は見せたく無い一心で必死に耐える。感情封印したいところだけど、反動がもっと怖いから耐える！　下を見ると怖いので追跡中の巨大蛙に意識を向け、話をして何とか恐怖を誤魔化すのだ！

「あの蛙、まさかとは思うけど、殆どお伽話レベルの文献しかない神秘蛙ゴッデストードか？」

　外見は羽の生えた蛙としか表現できない外見で、全体的に丸っこくて結構愛嬌がある。しかしデカい、カロリングの街が一時騒然となるくらいデカい。

　具体的には全長三十メートル以上で赤やら黄色やらその他諸々、やたらと派手な色彩の蛙が飛んでりゃ、そりゃ一般人は怖いだろうよ。拘束された状態で空を飛ぶよりはマシだがな！

「女神ゴッデスの名を冠する魔物、まして蛙なんて聞いたこともありませんけど、ご存じなんですか？」

「うん、本物だとしたらあの羽の生えた蛙な……雲の上に存在する神々の住まう大地に棲み、嵐を巻き起こし海原に現れると、瞬く間に海魚を食い尽くすとか言われてるんだ」

「大丈夫なんですか近づいて？　そんな災害を起こすなんて、神話の怪物や魔王種級ではないですか」

「俺が見る限り、あの蛙は召喚術で使役されてるんだけど、そんな怪物は俺が召喚術の専門家でも無理だ。多分脚色されてて海が荒れてる時だけ姿を現すんじゃないかな？　後、目撃情報の少なさから、雲の上に棲んでるってのはあり得るかもしれない」

　遠目で見るとゆっくり飛んでるように見えるけど、巨体なだけに飛ぶ速度はかなりのもので、ティータニアに身体強化の魔術をかけて何とか追えてる感じだ。

「一応認識を阻害する術もかけるけど、強力な魔物だと万が一があるから基本頭の後ろ飛ぶんだぞ。雲の上に棲んでるのが本当なら『自分の頭上』には一切警戒が無いはずだからな、あの派手な体色から見て天敵の居ない環境に棲んでるんだと思うし」

　ティータニアを護る加護の話を聞いてなければ、いやいくら頑丈になる加護があったとしても、嫁を魔物退治には連れて行きたくないのだが、誰かは知らないが人命が危うい以上仕方がない。

　トレニアも連れてこようと思ったけど。妖精たちは全員オードさんにやたらと懐いて楽しそうに遊んでたし、連れ出す事もないだろう。

「しかしどうなさるんですか？　あの蛙を殺してしまうのですか」

　ティータニアに危害が及びそうなら、躊躇なく一瞬で始末するけど、召喚術で使役されただけの魔物なら、むやみに殺すつもりはない。

「王子から軽く事情を聞いた限りじゃ、痴情の縺もつれっぽいから、あまり手荒な事はしたくないな。レベル高い召喚術師だと魔物と精神的に繋がってて、魔物が死ぬと術者が致命的なダメージを受ける事があるからな」

　なんか知らんがカール王子お抱えの凄腕召喚術師で、女性冒険者のイザベラさんって人が居るらしい。そのイザベラさんの彼氏が、以前に振られた貴族の御令嬢に未練があるらしいのを知ってしまい。しかもその令嬢がこの街に向かってるのをイザベラさんが見つけた途端に、魔物を差し向けたらしい。正直関わり合いたくない話だな、まったく。

　予定としてはあの蛙を行動不能にした後で、魔物とのリンクを辿ってイザベラさんを何とか説得する。自覚は無いが俺の言葉は、問答無用で信用されるって能力があるそうなので、逆上してても何とか会話は出来る筈。

　そしてその令嬢とやらは、この時期にやって来るって事は、式典に参加する予定なんだろう。仕事で来てるんだろうけど、帰ってもらうしかないか。街にいたら元彼氏の恋人に襲われかねないのだから、説得も容易だろう。

「クリス様！　あの蛙が高度を下げ始めました、多分目標が近いです！」

「ティータニア、俺をあのカエルの頭上に降ろすんだ。万が一にも巻き込まれないように上空に一旦逃げるんだぞ」

　俺の指示に頷いたティータニアが加速し、神秘蛙ゴッデストードの頭上で『荷運びの紐』を解くと身体に重さが戻る。正直浮いた状態で空を飛ぶよりも、巨大蛙の頭の上に乗ってる方が……絶賛急降下中だからもっと怖かったぁぁ！

「ひぃぃぃぃぎゃぁぁぁぁぁぁぁ!!　があぁぁぁぁぁぁぁ!!」

　随分長時間落下してる気がしたが、実際には頭に飛び乗ってすぐに神秘蛙ゴッデストードは地面に音もたてずに着地する。

　巨体の割に着地が軽いと思ったが、常に飛んでる生態だからか、浮力を得るために、全身が風船のように膨らんでるみたいだ。だから丸っこいシルエットなんだなこの蛙。

　目の前には、随分と大人数を引き連れた一行が居た。召喚術師に使役されてる以上、あの一行全員を有無を言わさずペロッと食べる事は無い……と、思う。

　蛙ってのは素早い物を捉える能力は高いけど、細かい識別は出来ないから。多分、準魔王種ともいえるレベルの神秘蛙ゴッデストードも同じな筈。

　だから五感を共有した術者が、件の令嬢とやらを識別するのは難しいと思うんだが……駄目だな、このレベルの召喚術師がその程度分かって無いはずないし急いで説得しないと。

　上空から巨大蛙に襲われるなんて想定してないようで、全員慌てふためいてるが、先頭を進む豪華な馬車を守ろうと動いてるから、随分と忠誠心の篤い武官たちなのかな？　身のこなしは素人臭いが。

　緊張の眼差しで神秘蛙ゴッデストードを、というか頭上の俺を睨む一行。待て、俺は助けに来た人間だからな？　誤解を解こうとした時、蛙が舌を伸ばして先頭の馬車を飲み込もうと……おいぃぃ！　問答無用で馬車ごと食う気か！

　アカン、予想以上にキレてるぞイザベラさんとやら。予あらかじめ準備していた術を発動させて止める！

「問答無用で食おうとすんな馬鹿ァァァァ！」

　気合一閃。あまり印象の良くない闇魔法を衆目に晒したくないので、神聖魔法の【神判鉄槌オラクルハンマー】を放つ。怖かったのを発散する意味で、かなり威力高めにして。

　この術は上空から光弾が降り、対象に必中かつ発動の早い強力な攻撃魔法だ。攻撃の種類に乏しい神聖魔法の中では最上位とされる。

　法の女神トライアを力の源泉とする場合の特性として、術者主観による罪の重さに比例して威力が増大し。対象を選んで、痛みだけ与えて傷つけないようにすることもできる。勿論普通にダメージを与える事もできる。

　余談だがこれが仮に太陽神に仕える神官が使えば、超威力の火の玉が降ってきて。豊穣の女神の神官だと、撃たれたダメージは地面の養分に変換されてしまう等、力の源泉である神々の個性が見える魔法である。

　要するに俺が悪いと判断した奴ほど、高い威力を持つ必中攻撃だ。ダメージを与えず、痛いだけの場合は『女神様のデコピン』と法の女神神殿では冗談めかして呼ばれている。

　かなり威力高めにして撃ったとはいっても、別に召喚されて使役されてる魔物が悪いとは思ってないので、魔力を多めに籠めても大した威力ではない。ただ突然の痛みに驚いたようで神秘蛙ゴッデストードは伸ばそうとした舌を引っ込める。

　いきなり不意打ちに都合よく混乱してるみたいだから、その隙に蛙の精神に触れ、精神的にリンクしてる術者に語りかける。可能な限りフレンドリーに、刺激しないような言葉遣いで。

「待って、ちょっと待ってくれよ、軽く事情は聞いたけど問答無用でパックンは拙いよ。犯罪だよ、彼氏が悲しむよ」

　召喚獣越しではあるが、流石に高位の術者は、念話で話しかけられる事には驚いた様子はない。少し間をおいて蛙に繋いだ精神のリンク越しに、術者の思念が返って来た。

「その女がいると、シャルローを盗られちゃう。大丈夫証拠は残さないで消すから」

　念話は基本自分の意思を直接伝えるから嘘は一切つけない。この人後ろめたさとか一切なく、本音で恋敵を消そうとしてるよ。落ち着け、落ち着けよ彼女を刺激しないように、強い言葉は使わないで説得するのだ。

「いや、巨大蛙が空飛んでる時点で証拠を残さないって無理だからね？　目撃者多すぎるから消したら君は捕まるから、彼氏とも離されるかもしれないぞ？」

　勇者としての能力なんだろうけど、頭に血が上ってるであろうイザベラさんに、俺の意思は届いたようで動揺する気配が見えた。

「別れるのは嫌。でも盗られるはもっと嫌」

　良し、何とか殺人犯になる可能性に思い至ったようだ。ここで魔物で襲うのを諦めて貰えば成功だ。

「イザベラさんの気持ちも尤もだ。けど殺人犯になるのも嫌だろう？　だから提案があるんだけど、ここで退いてくれるなら、そこの女の人には帰って貰う、もしくはカロリング邸に近寄らないように、この街にいるとき限定で精神的に呪縛をかけようじゃないか」

　要するに彼氏に近寄らなければイザベラさんは安心なんだから、十分妥協できる条件の筈。どうだ？　なんとしても排除したいとか言い出さなければ有難いけど。

「退くのは構わないわ、けどそれに加えてシャルローから、その女の記憶を消して、出来るでしょ？」

　本人の同意が無いと基本的には駄目なんだが、この人は勇者になる前の俺じゃ逆立ちしても勝てないレベルの召喚術師なのは間違いない。それに加えて束縛したがるタイプっぽいから、安心させてやらんと同じ事繰り返しそう。

「出来る。けど同意が無いのは、彼氏さんの意思を無視する事になるんじゃないか？」

「忘れた方がシャルローは幸せよ？　うふふ、叶うなら私以外の全てを忘れさせたいけど……ふふふ、今からでも闇魔法究めようかな？」

　怖いよ、本気で言ってるよこの人！　うーん、人の記憶弄るってあんまりやりたくないんだけどなぁ。俺の躊躇が伝わったのか、イザベラさんから一つ提案が来た。

「対価は払うわ、神秘蛙ゴッデストードの聖油を譲ってあげるから。この蛙が女ゴッ神デスの名前を冠する理由は知ってる？」

「神々が住む雲の上に棲んでるからと聞いたけど？」

　特徴的な外見だから名前だけは分かったけど、文献が殆どない魔物なんだから、流石に由来までは知らない。

「女神のように美しく、若いまま衰えないようにできるから神秘の蛙ゴッデストード、かつて偶然一匹の蛙が、人の手に捕らわれた時は奪い合いで三つの国が滅んだのよ？　ふふふ、その身から分泌する油を肌に塗れば外見が若返り、飲めばあらゆる病が癒え寿命すら延びるの。奪い合いになって当然、この事実を知ってるのは私だけ。だって文献を抹消したの私だし、ふふっ」

　ちょっと待て、アンタ歳いくつだ？　尋ねようとした瞬間に恐ろしいまでの殺気を叩き付けられ、思い止まる。じょ、女性に歳を尋ねるのはマナー違反だな、うん。

「冗談よ？」

　念話で嘘は付けねぇよ。勿論冗談も言えねぇよ。

「ふふっ、勇者様もまだまだ未熟ね。知能の高い魔物を相手にね、常に精神を繋げてると念話で冗談くらい言えるようになるの、私だと嘘だってつけるわよ？　この蛙の効能は本物だけど誇張されてるわ。若返りはしないけど、肌に塗れば赤ちゃんみたいな肌になるし、飲めば多少の病気はあっさり快癒し、凄まじい活力を得られる、それこそ一日中セックスできるくらいね」

「つまり誇張された効能を信じた結果、蛙一匹の奪い合いに発展して国が亡ぶような事態になったと？」

「そこらの魔法薬なんて目じゃない効果があるから、そのくらいの価値があるわ。あまり効果を広めたくはないからコップ一杯分だけだけど、どうかしら？」

　……ここは彼女の存在を発動の起点にして、一時的に忘れるってかたちはどうだろうか？　要するに彼女の前でだけ元彼女を忘れる感じで、これなら角は立たないだろう。仮に彼女と別れた場合記憶は元通りになるわけだ。

「アンタと別れた場合に限り記憶が戻るというのは大丈夫か？　流石に本人に頼まれる以外で記憶を完全に消すのは可哀想だ」

「シャルローと私が離れるなんてありえないわ。ふふふ、そうよねシャルロー？」

　蛙越しの念話だが、どうもそのシャルローさんとやらは、イザベラさんのすぐ近くにいるのか。まぁ本人が近くで話を聞いて納得したのなら、大丈夫か？

「分かった、その条件を飲む。街に帰ったらすぐにカロリング邸を訪ねるから、カール王子とかに話を通しておいてくれ、シャルローさんの記憶を消すのを請け負おうじゃないか」

「うふふ……聖油はシャルローの記憶が消えてからね。一応その女が帰るのならそれを見届けるのに別の使い魔を置いて行くわ」

　不気味な笑い声と共に、巨大蛙の姿が徐々に消えていく。それと同時に何もない空間に魔法陣が現れ、ちょっと大きめのカラスっぽい魔物が召喚された。あ、この人スゲェ遠隔地で魔術発動させるなんて、技術面じゃ俺より遥かに格上だ。

　さて、馬車に乗ってるお嬢さんが、このまま帰って貰えば、女の子に呪いを掛けないで済むので、俺としても気が楽なんだが。式典にどうしても参加しなきゃダメって話なら、約束通りカロリング邸に近寄れないようにするしかない。

　領主に挨拶できないのは困るのかもしれないけど、その辺はカール王子も考慮してくれるだろう。なによりヤンデレから身を護る為だからと割り切ってもらうしかないな。

　さて、どうするか話を聞くか、事情を話して帰るなら良し。駄目ならバレないように術をかけて、カール王子に頼まれた仕事は終わりだ。

　馬車に目を向けると何やら周囲の男たちが、囲むように俺を睨んでる。いやまぁ確か巨大蛙の頭の上で、なにやらブツブツ言ってれば怪しいのは分かるけど。

　睨まれても俺に後ろ暗い事は無いので、馬車の中のお嬢様とやらに声を掛けようとすると、馬車の扉が開き、妙に甘ったるい、ねっとりとした声が聞こえた。

「いきなり魔物に襲われて驚いたけど、まぁどうでも良いわ。ねぇ貴方気に入ったわ、私の馬車で楽しみましょう」

「なっ！」

　馬車の中から出てきた令嬢の姿に一瞬訳が分からなくなった。化粧は派手だし、露出の多い色っぽいドレスを纏ってるのだが、その顔はオリヴィアと瓜二つの美少女だった。





★　　　アンジェリカＳＩＤＥ　　　★






　あら？　あらあらあら？　なんだか良く分からないけど、魔物が襲ってきたのを、あの男が追い払ったって事かしら？　馬車の窓から巨大な蛙の姿が、徐々に消えていくのが見えたからもう大丈夫でしょう。

　取り巻き共は焦って辺りを見渡してるけど、魔物は去ったのなら気にしても仕方ないでしょうに。

　そんな事よりこちらを見るあの男……良いわね、その気になったら強引にセックスを迫ってきそうで、結構好みのタイプだわ。オチンチンの具合が良ければハーレムの一軍に咥えて、おっと加えてあげましょう。

　私の取り巻きは多いから、婚約者のオルランド王太子は別格としても、常時侍らせて、名前とセックスの好みを把握した上でセックスする一軍。その他に声を掛けた時に部屋の壁際で数合わせに待機させる用の、余り名前は覚えてない二軍がいるの。あぁ、でも一度楽しんだオチンチンは全員覚えてるわよ？

　カロリングの街に着く前に、早速一軍候補になる良い男が見つかるなんて幸先が良いわ。やっぱり辺境に足を運んで正解ね。ふふっ、楽しみで濡れてきちゃった。

「いきなり魔物に襲われて驚いたけど、まぁどうでも良いわ。ねぇ貴方気に入ったわ、私の馬車で楽しみましょう」

　馬車を降り顔を見せると、彼は目を見開き放心したように私を見る。あら、私の美しさに見惚れちゃった？　年上なのに素直で可愛い反応なのは好評価ね。

　直接近くで見た限りでは、着てる服は本人用に仕立てられた結構上等なものだし、髪、肌、爪などはキチンと清潔に手入れされてるわね、うん高評価よ。これで体臭や口臭が臭ったりしなければ最高ね。オチンチンが大きければ一軍の中でもお気に入りに入れてあげようかしら。

「私はアンジェリカ・ヘルトールよ、ほら馬車にいらっしゃいな。二人っきりで夢のような時間を過ごさせてあげる」

　機嫌よく誘ったのだけど、なぜか兄と弟が間に立ち塞がって邪魔してきた。

「待てアンジェリカ！　そんな得体の知れない男と二人きりなんて駄目だ。いやさっきの巨大蛙もこの男の自演かも知れないんだぞ」

「そうです！　お姉様の目に留まろうと、派手な事をしただけの下郎にお姉様のお声を聴かせるなんて勿体ない！」

　兄弟を始め、取り巻き共が敵てき愾がい心しんに満ちた目で彼を見るがどうでも良い。私は彼を気に入ったのだからセックスするのは決定事項。流し目で彼を見ると……あら？　驚いた様子だったのになんで私を睨んでいるの？

　あ、でも彼の冷たい眼差しにはちょっとゾクッと来ちゃった。今までにない反応、あの目が快楽に蕩けて私に愛を捧げる様を想像すると、余計に燃えて濡れてきちゃった。

　視界を防ぐ邪魔な兄弟二人を退かせ、改めて彼を見る……良いわね、すっごい好み。私を睨みつけるその瞳に惹き込まれて目が離せない。決めた絶対私のモノにする。

　近寄ろうとすると、兄と弟が身体ごと割り込んできて邪魔をする。なによ？　私は早くセックスがしたいのよ。

「貴様、即刻立ち去れ！　世界の至宝たる我が姉の姿を運良く仰げただけでも、望外の幸運と思っピギャァァァ！」

「そうだ！　下らぬ勘違いして私のアンジェリカに近寄るんじゃない、心清い妹が優しくしたからっヴァァァァ！」

　あら綺麗ね、空から無数の光が降ってきて、兄と弟が一瞬でボロ雑巾のようになっちゃったわ。まぁどうでも良いか。

　ついでに取り巻き共も倒れるように眠ってしまったわ、つまり他の奴の目に入らないように、じっくり楽しみたいのね？　良いわ！　じっくりたっぷりねっとりぐっちょりしっぽり後ろから前から上下のお口で気持ち良くしてあげる！

「さぁ！　馬車の中にはちゃんとベッドがあるから好きにして良いのよ！　安心して、既に濡れてるしパンツは最初から穿いてなんほぉぉぉぉぉぉ！」

　あ、あれ……なんか目の前が光ったと思ったら……急に……暗……く……。





◆　　　◆　　　◆






　ヤバい……あの女はヤバい。事前情報なしで出会ってたら、エロい事大好きな俺じゃ、フラフラ誘われるがままに一線越えてしまいそうなレベルの色気を振りまいてる。

　あのお義母オードさんそっくりな顔を見れば、オリヴィアと近しい人間なのは分かる。アンジェリカ・ヘルトールと名乗ったからには確定か、アレがオリヴィアを呪ったビッチだな。

　オリヴィアをかつて蝕んだ『嫌われる呪い』を解呪して、ある程度どんなモノかは予測がついていたが……『愛される呪い』の大元だけあって、もはや無差別に魅了の術を垂れ流してるようなもの。

　俺だからまだ不意討ちでも抵抗できたけど、魔法防御力の低い人は見るだけで魅了されかねない。

　ムカつくな、オリヴィアと瓜二つなだけに、顔だけは好みのど真ん中なんだよ畜生。年下なのに物凄くエロい身体も好みなのがなおさら腹立つ。うん、コイツを街に入れたら駄目だ、どんな混乱が起きるか分からん。

　でもなんか目をつけられたっぽい。このまま王都に帰しても、気紛れにまたこの街に来たらどうなるか分からんし……いっそ始末するか？　でも一瞬お義母さんの悲しむ顔が思い浮かんだから始末するのは無し。

　それに魅了されてる男連中に恨まれるのも勘弁してほしいし、他にも面倒が起きそうだから却下。

　どうしたもんかなこの女？　一応義理の妹だが、絶対に仲良くしたくないし。ビッチをどうしようか悩んでると、やたらと偉そうな連中が俺に向かって怒鳴り散らしてきた。

「貴様、即刻立ち去れ！　世界の至宝たる我が姉の姿を、運良く仰げただけでも望外の幸運と思っピギャァァァ！」

「そうだ！　下らぬ勘違いして私のアンジェリカに近寄るんじゃない、心清い妹が優しくしたからっヴァァァァ！」

　ただの取り巻きじゃなくて、ビッチの身内と聞いた時点でとりあえず【神判鉄槌オラクルハンマー】を百発ほど叩き込む。つまりオリヴィアを虐待した兄と弟だな、お義母さんに免じて、特別に怪我はさせないでやるから、邪魔しないで黙ってろ。

　連射性を重視して威力は最低だが、俺視点による罪の重さ分、威力が相当増えたようで、死なないだけで相当痛そうだが、まぁどうでもいい。

「きっ貴様！　こんな事をしてタダで済むと思うなオピュォォォォ！」

　まだ喋る元気があったか意外と頑丈だな、それじゃ『女神様のデコピン』二百発追加な。大丈夫、痛いだけで怪我はしないから。義理の兄弟による折檻としてありがたく受け取れ。

「……良く聞け……我らはマーニュ王国……三大公爵家が一つ……ヘルアピャァァァァ!!」

　ふぅ合計五百発叩き込んだら、兄弟揃ってやっと静かになった。こいつらがオリヴィアを虐待してたのは許せんが、呪いによる情状酌量の余地を多少差っ引いて、死なない程度にボコるだけで勘弁してやる。

　男は多少痛めつけても気にしないけど、こっちのビッチ妹は元凶とはいえ女の子だからな……うーん、能力を封じて義祖母フローリパさんに任せるか？

　まだ十四と聞いたし、矯正の余地はあるかな？　駄目だったら駄目だったで別の手段を考えるか、嫁たちに相談すればいい案が浮かぶかもしれないし。

　とりあえず、まだ俺を睨む取り巻き共をまとめて眠らせて、ビッチに封印を施すべく近寄ると……なんでか知らんが熱っぽい目線で俺を見てる。熱っぽいというかエッチを期待してる時のオリヴィアにそっくりだなぁ。

「さぁ！　馬車の中にはちゃんとベッドがあるから好きにして良いのよ！」

　……おい、兄弟をぶちのめして取り巻き眠らせた人間に、何言ってんだこのビッチは？　まぁオリヴィアそっくりな女の子に攻撃魔法を撃ち込みたくはないし、眠らせて連れ帰るか。

「安心して、既に濡れてるしパンツは最初から穿いてなんほぉぉぉぉぉぉ！」

　満面の笑みで俺に抱き付こうと駆け寄ってきたビッチに【誘眠】の術をかけると、崩れ落ちるかのように倒れ……。

「おぉぉぉぉ！　良い男の前で寝てられないわぁぁぁぁ！」

「うわぁぁぁぁ！」

　おいぃぃ！　倒れねぇのかよ！　なんでお前が俺の魔法に抵抗できんだよ！　歴戦の騎士ですら抵抗できないくらい強力な術だぞ！　なんで貴族のお嬢さんにそんな強靭な意志力があるんだよ！

「うふっ！　うふふふふふ！　なぁに？　意識の無い私を、思うがままに犯したり汚したり嬲なぶったりするのが貴方の趣味？　良いわよ性癖はそれぞれだもの、良い男だから許すわ！　でも私も楽しみたいから、せめて縛るくらいで！」

「そんな趣味ねぇよ馬鹿！」

「って事は拉致して監禁して縛って飼われて……オマンコの乾く間もないくらい犯し続けるつもり！　大歓迎よ！　ああ、でも一人だけだと大変でしょ？　野獣のような連中を沢山連れて来ても……」

「いい加減にエロ方面から離れろ！　連れ帰りはするけどそういうつもりは無いって言ってんだよ！」

「つまり調教！　貴方好みに私を染めようだなんて……なんて独占欲の強い人なのっ！　最高よ！　濡れてきちゃうじゃない！」

　もうやだこの女、本気で言ってやがる。しかも俺の魔法に抵抗できるくらいの意志力を、エロの欲望だけで生み出してるよこのビッチ。爛々とした目で俺を見据えてくるのが怖ぇよ！

　意志力だけで肉体的には脆弱だから、無力化だけなら出来るけど女の子に怪我させるのは主義に反するし。おいビッチにじり寄ってくるな、近寄るな、俺の股間を凝視するな。

「ふふふふ……今は萎えていても私には分かるわ。貴方のオチンチんぴょうぅ！」

　言うな、ビッチの評価とか聞きたくないから！　『女神様のデコピン』をちょっと本気で撃ち込んで黙らせる。気のせいかもしれないが力の源泉法の女神から、威力の上乗せがされたような気がするが……まぁ死ななきゃそれで良いか。

　怪我はさせずに痛いだけとはいえ、神聖魔法系最上位の攻撃魔法【神判鉄槌オラクルハンマー】を脳天に直撃すれば流石のビッチも……。

「うふっ……うふふふ！　スパンキング？　良いわよちょっとくらい乱暴な方が燃えて濡れてくるかおほぉぉ！」

　とりあえず十発追加、天から降り注ぐ光弾が全てビッチに直撃。あ、やっぱ気のせいじゃなくて、このビッチに対しては威力が上乗せされてる。
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「ま、負けな……いわ……貴方の……愛も……私が……どくせ……」

　流石のエロい意志力があっても意識が朦朧として、足元がふらついてる。はぁ、いくらビッチでも、女の子に痛い目見せるとかしたくないってのに。でも捕まったら理屈抜きで喰われそうだから身を守る為には仕方ない。

　自己弁護が終わったところで、とどめの一発を放つと、さしものビッチも動かなくなった。ビッチが倒れたところで上空から様子を見てたらしいティータニアが俺の傍に来てくれたから、抱きしめて精神を落ち着けないと。

「ティータニア、ゴメンちょっとこのままで……　あぁ怖かった！　魔王種と対峙した時より怖かったよ！」

「まったくですねクリス様、遠くから見てる私でも逃げたかったですよ」

　全くだ、正直『愛される呪い』よりも、このエロに全精力を費やせる意志力こそ脅威なんではなかろうか？

　気絶したビッチに完全ではないが能力の封印を施すと、ティータニアに『荷運びの紐』で連れ帰るように頼んだ。俺はこれ以上関わりたくないので義祖母さんにお任せする。これでカール王子に頼まれた仕事は終わりだな。

　どんな状態でも男を魅了するのでマントで見えないように包み、荷運びの紐でグルグル巻きにしたビッチを持って帰って、馬車で迎えを頼む。流石に急いでない帰り道で怖い思いをしたくないからな。

　ティータニアを見送った後で、少し離れた場所で休むのに歩くと、なんか寝ながらビッチの名前を連呼する、不気味な連中を見て足を止めた。

　眠らせた連中を放置して帰ったんじゃ、街道を使う人たちが迷惑するんじゃないか？　いや間違いなく迷惑だろうな。仕方なく連中を街道の脇に退かす事にする。

　ん？　誰か動いたような？　取り巻きに俺の術に抵抗できる奴がいたのか？　眠らすついでに魅了も解除したはずだから正気なら手伝って貰おう。あ、でも強力な精神干渉受けてたら意識混濁してる場合があるからな。

　他の連中が寝てる中、立ち上がったその男はボロボロの服を着て、髪もボサボサ、一見するとただの浮浪者だが、薄汚れてもなおそれなりに整った顔立ちをしていて思ったよりも若い。

「おそらくはアレに魅了されて付いてきたんだろうけど、魅了は眠らせるついでに解除したけど体調はどうだ？　体調が良いなら寝てる連中を……」

「ううう……リィィィ……オォォォ……」

　なんか苦しそうな呻き声をあげていて、目の焦点が定まって無い感じだな？　やっぱり精神干渉が強力だったから意識混濁してるんだな、木陰で休ませてあげないと。

　意識混濁って吐き気が凄いし、視界がグラグラして気持ち悪いんだよな。立ち上がりはしたけどフラフラしてる彼に近づこうとして……。

『駄目！　近づいては駄目！』

　いきなり背後から声をかけられたかと思うと、さっき召喚されたカラスからイザベラさんの声。カラスの声帯だと人の声は出せないようで直接頭に響いてくる。

「近づいちゃ駄目って？　あの人気分悪そうなんだけど」

『アレは意識混濁じゃない、障壁を展開しろ！　アレには魔女の術にかかってる、いや魔女の意思に憑りつかれている！』

　イザベラさんの警告に魔法障壁を展開する。と同時に獣じみた俊敏さで飛びかかってきた彼の拳で、鉄の盾よりも強靭な筈の俺の障壁に亀裂が入り、まるで巨大なハンマーを叩きつけるような拳を連続して放たれ、あっさりと砕かれる。

「リィィィ……ビィィィ……アァァァァァァァ！」

　障壁を砕いた時に一瞬足を止めたので、彼を覆うように何層にも展開し急いで後退するが。先程よりも魔力を込めた魔力の壁を容易く砕きながら向かってくる。距離を取りながら【神判鉄槌オラクルハンマー】を放つが……掻き消される？

『魔人や魔女と呼ばれるのは、不老に到達した魔法使いだ。その研鑽は勇者とて足元にも及ばない、詳しく説明してる暇は無いから結論だけ言う。魔女や魔人はな一度見た術はその場で対抗する術を編み出せるんだ』

「なっ！　魔女ってアイツはどう見ても男だろ」

　血走った眼で俺を睨み、周囲の土ぼこりを巻き込むことで、何とか視認できるようになった竜巻の鎧を纏いながら愚直に殴り掛かって来るその姿からは、そんな研鑽を積んだ魔法使いは連想できない。

『魔女に憑りつかれてると言っただろう。良いかよく聞け、【悲癒の魔女】マリー・アリス・カーロンは深い嘆き悲しみを抱いた人間を見ると、善意でその悲しみを燃料に個人の眠った資質を覚醒させる』

　この触るだけでも曳き千切られそうな暴風を纏うその姿が、彼の眠った資質だというのか。あの暴風の鎧は、風を纏って飛び道具から身を守る風魔法の初級の術でしかないけど、込められた魔力の桁が違う。

『もちろんそれだけなら規模が桁外れとはいえただの強化だ、不意討ちされなければ勇者や私が警戒する相手じゃない。しかし魔女の意識に憑りつかれてるのが厄介でな、奴の知っている魔法が一切通用しない。有効な手段は……こうだ！』

　話しながらもいつの間にか召喚されていた、モグラのような召喚獣が、地面を泥状にして動きを阻害する。

『霊体などではなく肉体を持ってる以上、石を投げつければ怪我するし剣で斬れば死ぬ。魔法で生み出したものは消されるが、元からある物を操ったり変化させる分には効果がある』

「つまり土属性なら有効って事か、苦手だからとことん相性悪いな。魔法障壁は消されないって事はただの魔力の塊なら大丈夫って事か？」

　イザベラさんのアドバイスに併せて【収納空間アイテムボックス】に保管してある大量の水を吐き出し、腰まで泥に浸かったところで泥を凍結させる。濡れた服が凍りつき、瞬時に拘束着と化す。

　風の鎧でなんとか脱出しようともがいてる男。件の魔女とやらは、どうしてこんな事するんだよ？　どう見ても普通じゃない。見れば過剰な威力のせいで腕どころか全身から血が流れている、圧縮した空気で覆ってなかったらもう死んでるんじゃないだろうか？

『悲しい、とても悲しい。あなたの嘆きがとても悲しい。あなたの嘆きが晴れて笑って過ごせるようにしてあげる……』

　泥の中でもがく男の呻き声とは違う、涙を堪えてるような、優し気な女性の声。そして男の動きが一瞬だけ止まったかと思えば……。

『～～～ッ！　下がれ勇者！』

「オォォォ……アァァァ……！」

　全身から放出される風の爆裂で泥と氷が全て吹き飛び、視界が遮られる。イザベラさんの声に咄嗟に飛び退いていなかったら……余波でダメージを受けていただろう。

　限界を超えた力による負荷で血を流しながらも、愚直に、ただ愚直に殴り掛かってくる男。魔法は打ち消されるし障壁を素手で砕くなんて、こんな奴どうすればいいんだ？　冷静に、冷静になれ考えなければ死ぬぞ。

　イザベラさんはなんて言った？　悲しみを燃料に覚醒させると……こんなバカげた力を発揮させるなんてどうしても代償が必要な筈。

「イザベラさん！　ひょっとしてこの人は『哀』の感情を完全に消し去る代償に強化してるって事か！」

　五感の一つを封じたりすることで、他の感覚や魔術の精度を高めたりする術は闇属性の系統に存在する。あくまで封じてるだけで一時的な強化だけど、反動で暫く頭痛や眩暈めまいに悩まされる。元々人間に備わってる機能を歪めるのだから当然だ。

　その応用で感情や欲望を封じる事で自己強化をする術の強化版、いや常識や倫理なんて完全に捨て去り、とことんまで追究した奥義ともいえる術の影響下にある。すなわち感情の一つを完全消滅させることで、恒久的な強化をしてる状態なのか？

『言っただろう奴は【悲癒の魔女】。見ず知らずの他人が悲しんでるのを見過ごせないだけの善人が、不老にまで至る術理を窮きわめた果てに、歪んで真逆に突き抜けた救済の秘術だ』

　風を纏いデタラメな速度で放たれる拳を、半球状に展開した障壁で逸らし。反動は考えないくらい強化した身体能力でなんとか距離を取り。【収納空間アイテムボックス】から取り出したスライムを足元に搦めたりしながら何とか凌ぐ。

「なんて傍迷惑な……」

『その性質上、奴の術を受けた者は嘆きを晴らすために原因を排除しようとする。気付いてるのか？　あの男が狙ってるのはお前だけだぞ』

　俺だけ？　そこまで他人を嘆かせるなんて覚えが……あの男の服装汚れてるけど見覚えが……。

「あっ！　まさかオリヴィアを殺そうとした男か！」

　気絶させて草むらに放り込んだし、オリヴィアにしか目が向いてなかったから顔を覚えてなかったけど、なんとなくあんな服を着てた気がする。

　あの時のオリヴィアは、異性からの好意が嫌悪に反転するアンジェリカの呪いを受けていた。つまり殺したいくらいの嫌悪は呪いが解ければ反転して元に戻るわけで……。

「オォォォ……ビィィィ……ッッッ！」

「くっ！」

　考えてみれば王都には姿絵が出回ってる筈だし、少し調べればオリヴィアを連れて行ったのは俺だと分かる。それでこの街までやってきたのか。

　嵐のような暴威を辛うじて凌ぎながら、悲しみの原因である記憶を消そうと術を放っても、簡単に掻き消されてしまう。

『勇者、悲癒の魔女の秘術を見ればわかるだろう。奴は精神干渉に特に長けてる、つまり闇属性の魔女だ。お前の使える術は全て知ってると思った方が良い』

　神聖魔法も【神判鉄槌オラクルハンマー】が消されたところを見ると上位の術まで知ってそうだ。拙いな。逃げてもいいけどコイツが街までやって来たら危険なんてもんじゃない。

『仕方ない勇者に死なれては困る……『ビッグ・メイルストローム』！』

　いつの間に召喚したのか？　上半身は人間の女性、腰の下からは無数の蛇の頭が生えている異形の魔物。確か古い文献でしか知られてないスキュラだったか？　放たれた渦巻く水の濁流が男を押し流し、複数の渦が激突する衝撃で手足がありえない方向に折れ曲がる。

「魔法は効かないんじゃ？　それとも魔物の攻撃は魔法じゃないのか？」

『高レベル魔法使いの戦いはな、誰も知らない手札の数で勝負が決まる。こういう相手を想定しオリジナルの術を編み出しておけ。手札の多さが魔法使いの武器だ』

　つまり今の術はイザベラさんの手札の一つって事か。とんでもない威力だな、勇者だなんだおだてられて調子に乗ってたけど、皇帝の爺さん然り、イザベラさん然り、そして目の前の男に憑りついた魔女然り。まだまだ未熟だったって事か。

　目の前の男は手足が折れて、出血もヒドイ。それでもなお風を操り身体を支え俺に向かってくる。

『下手に耐えなければ楽になれたものを、あのざまならもう術は必要ない。魔獣を召喚して喰い殺すか』

「待ってくれ、あの人が魔女に目をつけられたのは俺のせいでもあるから。ケジメは俺が付ける」

『好きにしろ……あぁカール様が部屋にやって来たから私は戻るぞ』

　それだけ言って複数の魔物たちは送還され姿を消す。多分今日の暴走に関してお説教かな？

『悲しい……とても悲しいわ。悲しいまま終わってしまうなんて……』

　涙でしわがれたような声が彼の背後から響き、いびつな方向に曲がった手足が何事もなかったかのように修復していく。完全に回復されたらもう逃げるしかない、チャンスは回復中の今だ。

　イザベラさんのオリジナルの術を思い出す。あの『ビッグ・メイルストローム』は、まず召喚した魔物と意識を完全に同調させていた。

　加えてスキュラは自らの魔力で水を創り出し、大量の水を高圧で吐き出す生態をしている能力を持っている。そこに完全同調したイザベラさんの術を上乗せすることで、恐ろしい威力の独自の術となっていた。

　俺は召喚魔法は基本である鳥型使い魔の召喚だけだから、この場では役に立たない。近場にいる魔物や肉食獣を従える？　そんな事をしてる間に彼は回復してしまうだろう。

　今あるのは【収納空間】に大量に保管している月光狼の死骸。大量に積み重なった死骸の山からは、未だこの身に取り込み浄化しきれない怨念が充満してる。

　怨念とは生き物が無念の死を遂げ、その苦痛が魔力を帯びその場に留まる現象。この怨念を利用し、広域に魔物避けの結界を張ったりと利用できるけど、本来は生き物には害でしかない。

「……『心神破邪──」

　イザベラさん独自の術は、簡単に言えば従えた魔物に自分の能力を上乗せする事。勿論とんでもなく高度な技術だが、真似事くらいはできないとこはない。

　怨念を自分の内部に取り込み、指向性のない苦痛の塊に自分の術を上乗せし……。

「ビィィィ！　アァァァ！」

　回復も中途半端だというのに暴風の鎧を再び纏い突撃してくる男。危険を察知したのか、それともそれほどまでに俺が憎いのか……すまん。悪いとは思うがその心を消し去る！

「──怨霊群狼』！」

　風を纏って愚直に、真っすぐに飛びかかってくる男に、俺の術を上乗せした無数の狼の怨念が襲い掛かる。怨霊では彼に掠り傷ひとつつける事は出来ない。

「オォォォリィィィビィィィアァァァ！」

　しかし感情を消し去る術を上乗せした狼の群れは、源泉である悲しみの感情だけでなく、怒り等の感情も喰らい尽し……彼は力尽きたかのようにその場で倒れた。

『……あぁ……かな……し……』

　彼に憑りついていたらしい、魔女の意思も心を喰らう狼の怨念に食われ、徐々にその気配が薄くなり消えていった。

　消えたんだよな？　もう暴れないよな？　倒れた男の精神を確認すると、さっき放った術の影響で感情を失い抜け殻状態だけど、生きてる限り精神は元に戻ろうとする働きがある。

　そして暴走の反動による身体へのダメージは、魔女の治癒のお陰で深刻じゃない、神聖魔法で回復させたら完全に五体満足の状態となったからもう大丈夫だ。

　すまないな、名前も知らない人。先ず再び魔女に目をつけられないようにオリヴィアに関する記憶を消す。次にフェノリーゼに使った眠ってる間に精神を回復させる術をかける。

　丁度良いからビッチの使ってた馬車に乗せる、ベッドもあるしありがたいな。そして馬たちに王都まで戻るように術をかけ、馬車は来た道を戻っていった。









[image: ]











[image: ]





★　　　ティータニアＳＩＤＥ　　　★






　急いで屋敷に飛び帰った私を出迎えてくれたのは、オード様だった。どうやら他の皆はマナー教室の真っ最中みたい。

「お帰りなさいティータニアさん、クリスは置いてきちゃったの？」

「あはは、実は浮かんだ状態で空を飛ぶのって怖かったみたいで、『コレ』を置いたらゴーレム馬車でお迎えに行くつもりです」

　私の鼻は特別製で人の感情を嗅ぎ分けられるのはクリス様もご存じだから、隠したって仕方ないのに。ホント男の人って馬鹿なんだから。でも強がって格好つけたがるのを見ると、そこが可愛いと思ってしまうのが惚れた弱みなのかしら？

　クリス様が『コレ』が男性の目に付くと面倒な事になるし、上空は寒いから一応風邪をひかないようにと言って。【収納空間アイテムボックス】から取り出したマントで、グルグル巻きにして包んで、荷運びの紐で縛って運んで来た『コレ』。

　すぐにオード様とフローリパ様に『コレ』を任せて、早くクリス様をお迎えに行かないと。帰り道馬車の中でイチャイチャする時間が無くなっちゃうわ。

「荷運びの紐は分かるけど、何を持ってきたのティータニアさん？」

　ソファの上で魔法の紐を解き、マントを解くと、何やら妙に幸せそうな笑顔で気絶してるビッチアンジェリカの姿。

　オード様が実の娘の顔を見た途端、呆気にとられた表情で固まってしまった。まぁ娘が荷物みたいに運ばれてきたらそりゃ驚くわよね、申し訳ございません。でも仕方ないのよ、放置すると何するか分からないし。

「なっなっ！　何故アンジェリカがここに？」

「ええ、そのことについてオード様とフローリパ様にご相談しようと思いまして」

「わ、分かりましたわ、急いでお義母様をこの部屋に連れてまいります」

　オード様が急いでマナー教室を開いてる食堂に向かう。起きないとは思うけど、変な寝言を垂れ流しながら、気絶してるアンジェリカを見張ってると、暫くしてフローリパ様が駆け付けてきた。

「ティータニアさん、お待たせして申し訳ございません。早速ですが何故アンジェリカが？」

「実は先程見た巨大蛙が……いえ、あの蛙を召喚した術者が襲おうとしてたのが彼女らしいのです。クリス様が術者を説得した後で……」

　聞いた事情をお二人に話す……怖い、話してる間に段々と部屋が凍えていくような錯覚すら覚える。怒りの対象が私じゃないのは分かっていても怖いです、このお婆さん。

「ふっ……ふふふふふ……愛の女神ディア様の加護を受けてるからと、息子が散々甘やかした結果がコレですか……なんと情けない」

　目を覆い、肩を震わせる姿は確かに悲しんでるように見えるのだけど。感情を嗅ぎ分けると、フローリパ様の心情は半分が怒り、しかも自分の不甲斐無さに怒ってるわね。もう半分は後悔の感情、自責の念がフローリパ様を包み込んでる。

「ああっ恥ずかしい！　私の孫がこんな醜態を晒すなんて！　なんとクリス様にお詫びすれば良いのでしょう！　馬鹿な息子がなんと言おうと、断固として私が教育していれば！」

　結構フローリパ様の嘆く声は大きいのに、まだ起きないアンジェリカってある意味大物かしらね？　怒れるフローリパ様に声を掛けられないでいるオード様に、こっそり話しかけてみる。

「オード様、やっぱり彼女って甘やかされてたんですか？」

「ええ、それはもう。わたくしやお義母様が色々注意しても、必ず複数の男性に庇われてね。叱ってもまったく堪えないし」

　うーん『愛される呪い』とクリス様は評してたけど、人格がアレになるのも当然の結果よね。むしろ異性に徹底的に嫌悪されていたオリヴィアがよく男性恐怖症で済んだわね、私も白い羽を持って生まれた鴉の一族だから、周囲に嫌われる怖さはよく分かるわ。

「ティータニアさん！　この上は貴族として恥ずかしくない最期を遂げる為、これ以上の醜態を晒す前にこの私自らケジメを……」

「待ってください、最期とか物騒な事は無しにしましょう。それにクリス様は自分は関わりたくないから、フローリパ様にお任せしたいと仰おっしゃってました」

　クリス様、彼女に物凄く苦手意識を持っちゃったみたいなのよね。上空から見てた私でも、あの話の通じなさは怖かったわ。それこそ女の子に優しいクリス様が実力行使で黙らせるくらい。

「ならば決めました！　オリヴィアの結婚式の後も、私は暫くこの街に滞在します。このフローリパ・ヘルトールの誇りに懸けて！　なんとしてもこのバカ娘の性根を叩き直すまで王都の土は踏みません！」

「は、はい……ではそのように、ジェノバさんに伝えますわ」

　ジェノバさんはヘルトール家お抱えの魔法使いだ。分家出身の女性でお二人の護衛であり、この街で起こった出来事を公爵家に鳥形使い魔で連絡する役目がある。

　嫌われる呪いを受けていた時のオリヴィアを、なにかと助けていた女性で、オリヴィアが姉のように慕ってるのだから、当然クリス様の心象も良い。いかにも仕事のできる大人の女って感じの凛り々りしい方だけど、既婚者らしいので新たに嫁入りする心配はないから一安心。

「そうだわ、ジェノバをこのアストライア邸に呼びなさい、彼女に頼みたい事があります。それとティータニアさん」

「は、はいっ！　如何なされました？」

「一度は滞在を断っておいて厚顔な頼みかと存じますが。男性の使用人の多いヘルトール家が借りてる屋敷に連れて行くことは出来ないので、この屋敷の離れをお借りしたいのですが」

　なにやら気炎を上げているフローリパ様の勢いに押されて頷くと。再び魔法の紐でアンジェリカを縛って屋敷の離れに連れて行ってしまった。

　家主不在で勝手に決められちゃったけど、まぁクリス様もフローリパ様の頼みなら大丈夫……かな？　嫌がる可能性も考えて空き家の手配お願いしておこうかしら？

　気を取り直してクリス様のお迎えに行きましょう。場所を知ってる私が案内するとして、ゴーレム馬車の操作は誰にお願いしようかな？　マナー教室が中断したのでオリヴィアに相談すると、外出時の護衛を兼ねるユングフィアとお迎えに上がることになった。
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　あら？　ここはどこかしら？　いつも取り巻きを侍らせる私の部屋ではないし、ヘルトール家の屋敷ではないわね？

　そういえば、良い男との出会いを求めて辺境に来たんだっけ、あれ？　あれあれ？　あそこにいるのは私を冷たい蔑んだ目で見た彼じゃない。あぁん！　あの目で見られてる、冷え切った眼差しで私を見てるわ。

　何時の間にか傍に来た彼が私を睨みながら手を向けた途端、私は金縛りに掛けられたように全身の自由が利かなくなり、その場に倒れてしまう。

「あの、何をしたの？　ね、ねぇ？　ねぇったら……」

　問いかけても彼は無言のまま、そしておもむろにドレスを破り捨ててしまい、彼もいつの間にか裸になっていた。

「ゴクッ！　す、凄い……」

　思わず息を飲む！　な、なんて太くて長いオチンチン。凶悪なまでに勃起したソレを、倒れた私の正面から見せつけるように仁王立ちしている。

　あんな大きな凶器で乱暴にされたらと思うと……だめ、もう濡れてくるのが止められないわ。早く、早く私を犯して！　ソレをくれるなら貴方だけのモノになっても良いから！

　身体が動かないまま名前も知らない男に蹂躙され、彼でなくては満足できない身体にされてしまう。その期待に私は今までない程の興奮に包まれ、愛撫もされていないのにオマンコが濡れているのが分かる。

　そして嗜虐的な笑みを浮かべた彼に辛うじて残っていたドレスの残骸も剥ぎ取られ、生まれたままの姿にされた私のおっぱいを乱暴に鷲掴みにする。

「はっあっあぁぁぁ！」

　凄いっ！　乳首を擦るように摘ままれた瞬間、全身に甘い痺れが走り、ただでさえ受け入れる準備の出来ていたオマンコが更に濡れちゃう！

「あぁ素敵……もっと、おっぱいだけじゃなく……んむぅ！　んっンンンンッ！」

　もはやなすがままに唇を奪われる。絡みつくように口の中を蹂躙する彼の舌に、混じり合う唾液に、屈してしまう。名前も知らない彼とのセックスに溺れて、身体も心も屈服していくのが分かってしまう。

　このままじゃ……あのオチンチンで犯されたら、絶対に彼の言いなりになってしまう。しかし身体の動かない私には抗う術はない。抵抗する気など欠片かけらも存在しない。

「んっんっ……はぁ……き、て……お願いアンジェリカのオマンコを、そのおっきなオチンチンでぶち抜いてぇぇ！」

　逞しい腕に足を掴まれ、乱暴にオマンコを彼の目の前に晒される。そして彼の逸物の先端が触れた瞬間、期待と興奮にもう溢れる愛液を止められない。

「ふん、マン汁をこんなに垂らすとは、呆れるほど淫乱な女だな。ほら俺のモノが欲しければ浅ましく囀さえずってみろ」

「欲しいっ、欲しいの！　貴方のおっきくて逞しくて、これまでの男なんて比べ物にならないオチンチンを頂戴！　その代わりに私のオマンコもおっぱいもお口もお尻も全部、全部あげるから！」

　私を嘲るようなその目線のまま、彼は軽く腰を引き……一瞬で膣の奥まで、子宮の入り口までぶち込まれる。あぁ！　私を犯すその巨大な欲棒のあまりの快楽に涙が出てきた。

「あっあっあぁぁぁぁ！　凄すぎるのぉぉ！　こんな凄いオチンチン味わったら、もう他の奴とセックスできないのぉぉぉ！」

　涙で視界がぼやけていく。周囲がぼやけた白一色に染まっていき……。

「目が覚めましたかアンジェリカ」

　嫌ァァァ！　なんか彼がババアと代わってるぅぅ！　あまりのショックに私の意識は急激に覚醒した。

「ふぇ？　……ゆ、夢？」

　な、なんて事、挿入して終わりだなんて生殺しじゃない！　あぁなんで良い所で夢が終わるのよぉ！　そうだわ、二度寝しましょう、上手くすれば夢の続きが……あれ？　夢と一緒で動けない？

　辺りを見渡しても覚えのない部屋ね、いつも煩い取り巻き共がいないけど、どうしたのかしら？　それに兄と弟が私の傍に居ないなんて珍しい……ん？　妙に目線がいつもより高い？　っていうか浮いてる？　縛られてる！

「さて、気絶するほどの仕置きを受けたと聞いてます。頭痛、吐き気、目の霞み等、自覚できる範囲で異常はありますか？」

「……なんでババアがいるのほぉぉぉぉぉ！」

　ババアに食ってかかった瞬間、頭を締め付けるような痛みに襲われる。痛い痛い痛い！　頭が割れちゃう！　触れてみるといつも身に付けてる額のサークレットが妙な熱を放ってる。

「貴女が愛用してるそのサークレット、黄金のチェーンと額の部分のサファイアが、貴女の銀の髪をより映えさせる。職人の確かな技術と情熱が垣間見れる、正に芸術品と言って良い逸品です。婚約の際に王太子から贈られた品でしたね」

「な、何をしたのよババア！　私にこんな事してタダで済むと思ってるの！」

　近くにオルランドがいないからっていい気になってるわね！　見てなさいよババア、後でお父様に言いつけてやるわ！

「そのサークレットには貴女が気絶してる間に、ある付与魔法を施してます。効果は貴女が体験した通り」

　ババアの指に嵌ってる、あまりセンスの良くない指輪が光ったかと思うと……痛ぁぁぁぁぁ！　んほぉぉぉぉぉぉ！

　ゆ、許せないわ！　私にこんな痛い思いをさせるなんて！　良い男からのスパンキングならともかく、ババアにされても痛いだけじゃない！

「このっ……私に『嫌われる』のがどういう事か分かってるの！」

　やった事は無いけど嫉妬以外でも私が誰かを嫌うと、周囲の男に嫌われるようになるのは感覚的に分かってる。泣いて謝るまで許してあげないんだから！　私はババアを睨みつけ『嫌い』の感情呪いをババアに叩きつける……が、どうにも手応えが無い？

「オリヴィアにしたように異性に嫌われる呪いですか？　まったく……やはりその性根を私の手で叩き直さなくては、あの方に顔向けできませんね」

　あ、あれ？　なんで効かないの？　謝ったら許してあげようと思ってたから能力が発動しないの？　もう一度やってみてもやっぱり発動しない……あ、あらぁ？　なんかババアの目つきがだんだん険しくなっていくのは気のせいかしら？

「え？　え？　なんで？」

「流石に神より賜たまわった加護は完全に封じる事は出来なかったようで、まだ『愛される呪い』は有効だそうです。しかし他者に『嫌われる呪い』をかける事は封じられてます」

　能力が使えない事に混乱してると、ババアは縛られて浮いてる私の腰を小脇に抱えるように掴み……ドレスを捲り上げた！　な、なにするのよ、私のお尻を見て良いのは良い男だけよ！

「……アンジェリカ、貴女下着は？」

「いつも穿いてないはぎゃぁぁぁ！」

　──バシィィィ！

　こ、このババア！　私のお尻を叩くなんて！　完璧な美しさを誇る私のお尻に痕が残ったのほぉぉぉ！

「躾の為にそのサークレットに付与魔法をかけましたが……これはもっと基本的なところから矯正しないといけませんね。やはり悪い子への仕置きはこれ尻叩きでしょう」

「ひぎぃ！　ほぎゃあ！　あひぃ！　ま、待ってんぎゃ！　嫌ぁ！　許してぇ！」

「お黙りなさい！　立ち居振る舞い、言葉遣い、そもそもの常識！　全て論外です。不本意ながら、非常に不本意ながら貴女は王太子の婚約者です。ならばせめて恥ずかしくない程度になるまで教育します」

　だ、誰か！　誰か助けてぇぇぇぇ！
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　戦ってる時は気にならなくても、強敵を辛うじて退けた後には強烈な疲労感が襲ってきた。寝てる連中からそれなりに離れ、街道脇の木陰に寝転ぶ。

　迎えにくるのは多分場所を知ってるティータニアと、多分俺の護衛としてユングフィアかな？　彼女たちに心配かけたくないから、自身に精神干渉しいつも通りに戻る。よし、激闘後の興奮や精神的な疲労はこれで誤魔化せる。

　寝転びながら眺める街道は、そんなに時間が経ってる訳じゃないのに懐かしく感じる。オリヴィアの呪いを解呪する為にカロリングの街を目指し、あの時二人っきりで寄り添い歩いた少女は、俺の妻になり新しい命を宿している。

　あ、でもこの辺を通った時は、別に二人っきりじゃなかったっけ。カロリングの街に着く前にツイガメと名乗る商人の荷馬車に乗せて貰ってこの道を通ったんだ。

　俺が勇者になった後で彼の店を訪ねたら、随分と歓迎されたなぁ。なんでも俺のお陰で大繁盛過ぎて、毎日嬉しい悲鳴を上げてたそうだ。別になにもしてないんだが。

　商売繁盛は実に結構な事だが、何故か『オリヴィア様が使った食器』とか『女神の花嫁が眠った毛布』とか売りに出されていたのを見て、ツイガメさんに笑顔で質問したら、土下座して商品を差し出してきた。

　なんでも金貨を山のように積んでも欲しがる人がいたので、つい魔が差したそうだ。はっはっは知るかボケ。ちょっと売った客の家に案内して貰おうか？　と、可能な限り優しい笑顔と声色で言ってあげたら、すぐさま顧客リストを差し出し、同行を申し出てきた。

　その後は彼を連れて返金させてきた、ただの食器や毛布で金貨を巻き上げるなんて暴利だからね。俺の目の前で新品と交換してあげたので、買った人間も泣いて喜んでたよ。喜んでたんだ、俺がそう決めたから文句は言わせん。

　そんな喜劇的な一幕があったが、ツイガメさんのお店は概ね良心的な経営で、我が家も日用品などは彼の店で購入する事にしてる。屋敷で働くオバちゃん達も、御用聞きの女の子にお願いすると、安く色々な品物が買えるからと、今ではすっかり我が家御用達の商会になってる。

　何でも揃うしサービスも行き届いてるが、すべて任せる訳にもいかない。例えばゴミ回収とか申し出てきたけど、断固として断った。

　ゴミの類は屋敷の裏手に備え付けてある焼却炉で、俺が責任をもって燃やす事にしている。俺が使った歯ブラシが売りに出されてたのは忘れんぞツイガメさん。

　なんで俺の歯ブラシを売った相手が脂ぎったオッサンなんだよ？　ちょっと想像すると怖くなってきた、イカン、ビッチの例もあるし勇者になると変な奴が寄って来るんだろうか？　来るんだろうな、美少女と美女だけ寄って来いと言いたいが無理だろうな、はぁ。

　精神は元に戻したのに、肉体的な疲労のせいかそんな暗い考えになってしまうな。もういいや、暫くすればティータニアが迎えに来てくれるだろうから寝ちまおう。そういえば一人で寝るって最近ないな、こうしてると山で修業してた頃を思い出して……。
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　僕の名はディーン。僕の住んでいるフォズ村はマーニュ王国最東端に位置する山岳地帯にひっそりと存在する小さな村だ。

　村の周囲は成長の早いオークウィードの木ばかりで、木材だけは腐るほどあるのが特徴かな？　実際村民の半分は木こりだし。

　後はこの村近くの山で子供が遊びとして集める草や木の実が、王都では随分高値で売れるらしい。なんでも薬草やら染料になるそうだ。

　僕の家は村で唯一の鍛冶屋だが、父の跡を継ぐために十歳で修業を始めるまでは、随分と山を友達と歩き回ってこの草や木の実を集めたものだ。鍛冶の修業を始めて二年経ち、弟が使う採取用のナイフを練習で作りつつ、友達と山を駆け巡ったのを思い出す。

　弟は僕よりも四歳年下で八歳だけど、勘が良いのか要領が良いのか分からないが、この採取がやたらと上手い。親に言われたノルマをあっさり達成して、空いた時間で遊びまわってる。

　村の寄り合いで弟のノルマを増やそうと言う人もいる。けど頑張ったのだから、ご褒美として自由に遊ばせるくらい当然だと領主様の一声で、弟のノルマが増える事は無かった。

　僕は寄り合いの席の隅っこで、大人たちの話を聞いてるだけだったけど、ノルマを増やそうと主張した人の考えも分かる。

　弟のクリスは一緒に採取に向かった子の分まで集めてしまい、その子も一緒に遊びに誘うのだ。決まって女の子である、男の子の場合はフォローはするけど集めた分を分けたりはしない。

　分かってるだけでも五人くらい、特に可愛いと評判の女の子ばかり誘うから、彼女らの親は良い顔してない。八歳の子供だから直接注意したりはしないけど、僕は弟の将来が少し心配だ。父さんのセリフを借りるなら、大人になったら刺されるんじゃなかろうか？

　いやね、女の子に優しくするのは良いよ？　空いた時間に一緒に遊ぶのも良いだろう、好きな子が出来たなら応援しよう兄として……けどせめて一人に絞ろうよクリス。お前八方美人過ぎるんだよ。

　そんな事を考えながら、僕は作ったナイフを柄に嵌めて、全体のバランスを確認する。今までで一番良い出来に思わず笑みが浮かぶ、父さんも満足げに頷いてる。

　あとは砥石で刃を整えて完成だ。砥石に刃を滑らせ、さぁ仕上げだと気合を入れた時、家の外から甲高い声が聞こえてきた。

「クリスゥゥゥ！　あんたまた別の子連れ歩いて！」

「うるせぇぇ！　モテる秘訣は優しさだって父ちゃん言ってたし！」

「あ、あの……イレーネちゃん、クリス君別に悪くは……」

　ああ……またやってる、ナイフを研ぐ手を一旦止めて、傍で見ていた父さんに目線を送ると頷いてくれたので、騒ぎの元へと向かう。そこではいつも通りの光景が繰り広げられていた。

「ウキィィィィ！　遊んでんの邪魔すんな男女！」

「ガルルルルル！　ほんとサイテーよこの馬鹿猿！」

　お互いに威嚇し合ってる、弟クリスや村の子供とは一線を画す装いの女の子イレーネ。この二人は顔を合わせるたびに、こんな感じでケンカばっかりである。

　彼女は領主であるフォズ男爵様の娘で、弟と同い年だ。男爵様は気さくな方であまり身分の違いには拘らず、子供同士仲良くさせて貰っている。だからといってケンカして良いわけではないぞ、ナニやってるんだクリスバカ。

「こら、またケンカか？　クリスも女の子にそんな乱暴な事言っちゃダメだぞ」

「げっ！　兄貴」

「ディーンお兄ちゃん！」

　クリスは僕を見た瞬間にばつの悪そうな顔をするが、イレーネちゃんは僕の傍に駆け寄ってきて、なんか意地の悪そうな笑顔をクリスに向ける。

　触り心地の良さそうなふわふわの茶色の髪を、なんとなく撫でてあげると、嬉しそうに僕の腰に抱き付き、クリスを馬鹿にしたように煽る。

「やーいバーカバーカ！　クリスなんてディーンお兄ちゃんに怒られちゃえ！」

「俺なんも悪い事してねぇし！　それにバカって言う奴がバカだって兄貴が言ったぞ！」

「そっ、そうなのお兄ちゃん！」
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　意地悪な笑顔から一転、焦ったようにイレーネちゃんが僕を見る。そして二人のケンカを、オロオロしながら所在無げにしてるのがパティちゃん。うん、とりあえず事情は察した、要するにいつもの事だね。

　クリスはいつものように、採取のノルマを一緒に山に入ったパティちゃんの分まで集めて、二人で遊ぼうとしてたんだろう。

　ちなみに今日はパティちゃんだが、昨日はサリーちゃん、一昨日はサラちゃんとリアちゃんだったな。父さんが寄り合いの席で、親御さんになんか嫌味言われてたけど僕は知らん。

　原則として一人だけで採取に出ちゃダメだし、女の子では万が一があるから、男の子と組ませる決まりを作った人に文句を言ってほしい。

　ほぼ確実にノルマを達成するから、クリスと組みたがる子は多い。けど女の子、特に可愛い子にばかり優しいから、クリスをよく思わない親も結構いる。

　多分そういう大人の話を真に受けて、潔癖気味なイレーネちゃんはクリスに突っかかり。クリスからすれば山で採取をしない彼女に文句を言われて、カチンときたんだな。

　クリスからすればイレーネちゃんは楽しく遊んでるのを、いつも邪魔する偉そうな奴であり。イレーネちゃんからすればクリスは友達を狙う悪党なんだろう。

　ほぼ毎日の事ではあるんだがよく飽きないなこの二人、実は仲が良いんじゃなかろうか？　ひとまずお互いの主張を聞いてあげると、なんとか二人は矛を収めてくれた。

　大人は皆、領主の娘のイレーネちゃんに味方をする、それでクリスが怒られるとイレーネちゃんは凄く申し訳なさそうにするんだよね。ケンカ中はムキになってるけど、クリスもノルマを早く終わらせてるだけだから別に悪くないし、怒られる姿を見て罪悪感を感じてしまうらしい。

　元々イレーネちゃんは気が強くて潔癖だから、毎日別の女の子と遊んでるクリスに怒ってるのであって、嫌ってる訳じゃない。だからお互いの話を聞いているうちに、頭が冷えるのか直ぐにケンカを止める。

　僕のシャツの裾を掴んでいたイレーネちゃんも、話をしてるうちに冷静になったようで、クリスにあっかんベーだけしてパティちゃんを連れて男爵様の屋敷に帰っていった。

　パティちゃんと遊べなかったクリスは不満そうだったけど、新しい採取用ナイフを渡すと機嫌を直した。翌日イレーネちゃんにナイフを自慢してまたケンカになったが、彼女にも作ってあげる事でなんとか収めた。

　そんなある日のこと、村の近くに隠棲するというお爺さんがやって来て、クリスを弟子にした。クリスは魔法使いになって偉くなるとか父さんに言ってたけど、お前下心丸出しなの全員知ってるぞ、普段の言動から見て。

　ケンカ友達のいなくなったイレーネちゃんは、寂しいのか僕の家によく遊びにくるようになった。鍛冶場に女の子を立ち入らせる事は出来ないけど、六歳になる末の弟ノワールの面倒を見てくれるので助かってる。

　そうして、十年の月日が流れた。十八歳になったクリスは村に帰って来ると、幼馴染の女の子たちがとっくに結婚してるのを知ってショックを受けていたが、そりゃ十年も音沙汰無ければそうだろうよ、たまにでも帰ってくれば待っててくれる娘もいただろうに。

　パティちゃんとかは、実際に最近までお前の事待ってたけど、ここ田舎だからなぁ、女の子とかは普通十五～十六歳で嫁いじゃうんだよ。十八になったら周囲が縁談を勝手に進めちゃうし。

「ううう……おのれジジイめ……十八になるまで普通結婚しない、とか言ってたのは嘘だったのか……」

　嘘じゃないと思うよ、都会ならって但し書きが付くけど。慰めてあげようと近寄ると、「ちくしょう……幼馴染ハーレムが……」とか聞こえたので放置する事にした。二兎追う者は一兎も得ず、そういう不純な動機だから失敗するんだと思うぞ。

「っていうかお前さ、村の周囲の魔物の大半を駆除してくれたのは助かったんだけど。それを自分が倒したと村の人に喧伝してれば、パティちゃん、後は多分リアちゃんとかは、十八歳まで待っててくれたかもしれないぞ。けど、何も言わないで立ち去るから、行方不明扱いだったんだよお前」

　それを指摘すると更に落ち込んで部屋に籠ってしまった。十年経っても相変わらずうちの弟はバカだなぁ。

　翌朝、都会で成り上がると鼻息荒く家を出て行った。末の弟ノワールは、クリスが帰って来る少し前に冒険者になって村を出たから、王都で会ったら元気でやってると伝えてくれよ。
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　クリスが家を出て行って暫くすると、イレーネちゃんの嫁入り話が持ち上がった。彼女はこの十年で本当に綺麗になり、周辺の貴族たちから縁談が殺到していたのだけど、男爵様はのらりくらりと躱かわしていた。

　しかしイレーネちゃん……いや、イレーネお嬢様も十八歳になったからには、縁談を躱すのも限界なのだろう。

　少し前までよく家に遊びに来てくれていたけど、もう彼女は来ないのだと思うと胸に穴が開いたかのようで、なんだか無性に酒が飲みたい気分だ。

　僕は彼女を妹のように可愛がっていたと今まで思ってたけど、そうではなかったと思い知らされたのは、彼女が僕の知らない土地に嫁いでしまうと決まった後だった。

　年頃の少女が頻繁に僕の家を訪ねるのだ、つまるところは『そういう事』だったのだろう。ひょっとしたらクリスを待ってたのかも知れないし、よく面倒を見てた末弟のノワールに会いに来ていたのかも知れない。

　それでも……もう彼女の笑顔を見る事が出来ないと思うと、心が痛む、胸の奥底から泥が湧き出るような気分の悪さを、仕事に没頭して目を逸らすしかできない。

「兄さん、根を詰めすぎだよ。少しくらい休んだら？」

「いや、良いんだ。僕はまだまだまだ腕が悪いからもっと仕事して腕を磨かないと……」

　僕は鍛冶職人だ、一日休んだら三日分腕が落ちる。それに小さな村だけど、やるべき事、必要な事はいくらでもある。

「そうだノワール、お前も仕事はどうした？　お前はお嬢様の護衛しないといけないんじゃなかったのか？」

　ノワールは冒険者だが、お嬢様とは幼い頃から親しいので、護衛として依頼を請けたと聞いている。そのノワールがなぜここにいるんだ？　帰って来るには早すぎるから置いて行かれたのだろうか？

「それなんだけどね、ちょっと男爵様から兄さんを呼んでくるように頼まれたんだ。忙しかったら明日でも大丈夫って言ってくれたけど……」

　領主様の呼び出しじゃ仕方がない、仕事道具を片付けて軽く汗を流し、お屋敷に向かう事にする。そしてお屋敷で待っていたのは、男爵様と……嫁に行った筈のイレーネお嬢様だった。

「よく来てくれたねディーン君、忙しかっただろうに、呼び出して悪かった」

「いえ、男爵様の仰せですから。ご用向きは武具ですか？　それとも日用品の修理でしょうか？」

　お嬢様が屋敷にいるという事は、何らかのトラブルがあって延期になったのかも知れない。会えないと思っていた彼女が目の前に居る事に喜んでる反面、仕事で目を逸らしていた未練がまた鎌首をもたげる。

　想いを自覚した上で改めて見る彼女は、しっかりと化粧していて子供の頃とは全く違う、もう、少女ではなく美しい女性になっていた。僕はそんな事にも気が付かなかったのか。

「ああ、うん……実はねイレーネの結婚なんだけど……パルティア伯爵の一声で白紙になっちゃったんだ」

　聞き間違いだろうか？　いくら僕でも貴族の結婚がそんな簡単に無かったことになるなんて、普通じゃないと分かる。それとも僕の願望からくる幻聴だろうか？

　パルティア伯爵の名前は僕も聞いたことがある、フォズ男爵様の寄親というか主家だ。

　このマーニュ王国の東の地方は、パルティア伯爵の一門が支配してるようなもので、男爵様もパルティア伯爵の大勢いる寄子の一人だと聞いたことがある。

「えっとね、いざイレーネの嫁ぎ先に行ったら、パルティア伯爵が居てね、まぁ寄子同士の結婚式だから居るのは当然なんだけど……なんでか知らないけどクリス君の話題になったんだ」

　クリス？　そういえばアイツ家を出て行ってから何をしてるんだろうか？　魔法使いになったんだから冒険者だとは思うけど。何か拙い事しでかしたのか？　具体的には女絡みで。

「それでねイレーネが君たち兄弟と親しいって話した途端に、物凄く興奮した様子でさ。その場でイレーネの結婚は無しになっちゃったんだ、随分混乱したけど一門の頭であるパルティア伯爵には逆らえなくてさ」

　先方もイレーネの事は大層気に入っていたようで、この地方を支配する伯爵の意向に難色を示して、いやはっきりと反対した。けれども中央に伝手のある名家との縁談を進めて貰う事を条件に、結局は同意したそうだ。

「もう凄い勢いでさ、誰も文句を言う暇もなく帰らされちゃったんだよ。しかも帰りは伯爵家の武官が大勢で護衛だよ？　もう緊張してさ、道中ご飯もろくに食べられなくて、痩せる思いだったよ」

　そう言って男爵様は恰幅の良いお腹を揺らすが、あまり痩せてるようには見えなかった。まぁ本人が痩せたと言うならそうなんだろう、大人になると余計なことを言わない重要さが身に染みて分かる。

「しかしいきなり破談とは、イレーネお嬢様はどうなるのですか？」

「それなんだけどね……イレーネは何が何でも、君かノワール君のどちらかと結婚させるように命令されたんだ。ああ心配しなくてもノワール君はきっぱりと断ってるからねこの話」

　男爵様の背後に立っているイレーネお嬢様を見ると、真っすぐに僕を見ている。表情は変わらないけど、付き合いの長い僕には嬉しそうにしてるのが分かった。

　僕は……雲の上の事情なんてもうどうでも良かった。気が付けば彼女が遠くに嫁ぐと知ってから、ようやく自覚した気持ちを男爵様にぶつけており、僕とイレーネが夫婦になる事を許して貰ったのだ。
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　それから……いきなりの事で混乱があったけど、晴れて夫婦になった僕たちの生活はあまり変わらなかった。僕は今日も鍛冶仕事に精を出している、違うのは頻繁に遊びに来ていたイレーネが、この家に住むようになったこと。

　両親は、新しく建てた新居に移り、この家にはイレーネと僕しかいない。今日の仕事を終わらせ、汗を流し、イレーネの作ってくれた夕食を食べる。そして……。

「ディーンお兄ちゃん……嬉しいよ……私、私お兄ちゃんのお嫁さんになれたんだね……」

　寝室では緊張した様子のイレーネが待っていた。僕も仕事ばっかりで経験は無いけど、ここは年上らしく冷静にならないと。

「イレーネ……愛してるよ」

　それだけ言って、僕たちは初めてキスをした。頭の中はもう真っ白で、この後どうするべきか悩みながらキスをし続ける。

　そして唐突にクリスの隠し持っていた春画本エロ本の内容が脳裏に浮かび、ベッドにイレーネを組み伏せ、服を脱がす。

　初めて見る女性の裸体は男のものとは全く違う、触れれば壊れそうな繊細な美術品のようだった。

「あっ！　お、お兄ちゃん……んっ」

　綺麗だ。髪を撫でてあげると嬉しそうに、子供の頃と同じ笑顔を見せてくれる。僕は堪らずに何度もキスを繰り返し、自分でも気が付かないうちに服を脱ぎ去っていた。

「お兄ちゃん……好き、子供の頃からずっと好きだったの」

「ごめんよ、イレーネの気持ちに気付いてあげられなくて……君がいなくなると知って……苦しかった、自分の気持ちに気が付いて心が痛かったんだ」

　我ながら情けない告白だと思う。けどイレーネは僕の頭を抱きかかえて許してくれた。

「良いの、お兄ちゃんが私の事を妹みたいに見てたのは知ってるよ。けど……これからはもう妹じゃなくてお兄ちゃんのお嫁さんだよ」

　そうして、何度もキスを繰り返してる内に、イレーネの秘所が濡れているのに気が付き、知らず知らず喉を鳴らす。これがイレーネの……こんな小さなところに入るのだろうか？

　彼女と肌を触れ合わせてるうちに僕の逸物も痛いくらいに滾っている。本能は愛しいイレーネの全てを僕のモノにしたいと昂たかぶる。しかし理性はイレーネを傷つけたくないとヘタレてしまっている。

　頭の中は混乱しきっていて、イレーネのオマンコから滲み出る愛液をチンポに擦りつけるだけで、挿れて良いモノかどうか分からない。

「ひぅ！　あっクリトリスにオチンチンが擦れて……あんっ！」

　イレーネはオマンコを擦りつけられるだけでも気持ちが良いのか、更に愛液の分泌が増える。気持ち良いのかいイレーネ？　僕もこうしてるだけでイってしまいそうだよ。

　だが、この狭い膣内に挿れたらどんなに気持ちが良いのだろう？　だけど挿れてしまったらイレーネが痛がるかもしれない。そうして悩んでいると不意にイレーネの手が僕の逸物に触れる。

「お兄ちゃん……お願いもっと。もっとイレーネの事気持ち良くして……お兄ちゃんに、私の処女を貰ってほしいの……」

　イレーネは触れたチンポを自分のオマンコにあてがい、女にして欲しいと。僕に抱かれるのを望んだ。その瞬間僕の脳内は本能に支配される。

「イレーネ！　イレーネ！　イレーネェェェ！」

「ンンンンッッッ!!　お兄ちゃぁぁぁぁん！」

　思い切り腰を押し出すと、微かな抵抗の後僕のチンポはイレーネの純潔を奪った。同時に圧倒的な快感の前に、決壊寸前だった欲望を解き放ってしまう。
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「あっあっ！　んあぁぁぁ！　熱いのォォ……お兄ちゃんの熱いのが、あぁぁ奥まで来るのぉぉ！」

　挿入と同時に射精してしまい、咄嗟に謝ろうとしてしまうが、イレーネにキスで口を塞がれる。

「お兄ちゃんのオチンチンまだ大きいままでしょ……イレーネの膣内ナカにまだまだ射精出して良いんだよ。確実に孕んじゃうくらい……」

　彼女の言葉に励まされ、今度はイレーネを感じさせることが出来るように、ゆっくりと、どうすれば彼女が気持ち良くなるのか確かめながら腰を動かす。

「んっ、んむぅ……あっお兄ちゃん、そこ、そこが気持ちいい！」

「こうかい？　こうするのがイレーネは気持ちいんだね？」

　夜は長い……僕たちのこれからの人生もまだまだ長い。これからゆっくりと、お互いが幸せになれるように、寄り添って生きていこう。
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　うたた寝してたら兄貴の夢を見た。俺が山を下りて顔を出した時は元気そうだったけど……そういや兄貴に連絡してないな。

　親父とお袋は村から出そうにないけど、兄貴とかノワールを呼んで一緒に暮らすのも良いかもな。何故かイレーネの顔も思い浮かぶが……ふんっ、あんな奴兄貴のおまけだおまけ。

　目が覚めたし、必死に沈んだ気分を紛らわせるべく歩いてると、前方から見覚えのある馬車が走って来た。

「お迎えに上がりましたクリス様、ティータニア様から事情を聞いて、徒歩でお帰りになってしまうと聞きましたので」

　馬車の手綱を握ってやって来たのはユングフィアだった。俺は彼女の姿を見た途端に駆け寄り、その豊満な膨らみに顔を埋める。

「きゃっ！　ク、クリス様」

「何も言うな、ちょっとこのままで……あぁ落ち着く」

　程よい弾力と柔らかさを兼ね備えた、嫁の中でも随一の巨乳の感触を堪能しながら、服越しでも分かる双丘の突起を摘まみ、恥ずかしがる愛妻の喘ぎ声を聞き入る。

「あっ……んっ……クリス様ぁ……あ、あんっ！」

　おっぱいに顔を埋めていても、ユングフィアの真っ赤になった羞恥の表情が簡単に思い浮かぶ。乳首を弄る手はそのままに顔を上げてユングフィアの唇を奪うと、身体から力が抜けなすがままになる。

「ズルいですよクリス様、私にもキスしてください」

　と、馬車の中からちょっと拗ねた感じのティータニアが出てきたので、同じく抱きしめて、その小さな口を塞ぐ。

　ふぅ、ビッチの事とか、他にも色々と嫌な事を思い出したせいで、荒んでいた気分が癒される。それと同時に抱き締めた時に仄かに漂う香水の香り、女の子の体温にちょっと、いやかなりムラッときたので、馬車の中に二人を連れ込む。

　丁度馬車を停めた場所は街道から少し離れた場所だ。人払いを施せば見られる心配はないだろう。二人も期待してたみたいで、結界を張っている間に服を脱いで下着姿で待っていてくれていた。
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　俺の嫁さん達は基本的に、近所の仕立て屋さんが作った下着を身に付けてる。お手伝いのオバちゃんが採寸して、専用の下着を仕立てて貰う。

　なんか悪い気もするが優先的に仕立てて貰ってるので、丁寧な仕事ながら仕上がりが早い。あと仕立て下着の便利な点は胸とか成長しても、すぐ仕立て直せるトコだろうな。まだまだ成長中な嫁さんが何人もいるし。

　デザインは本人の好みだったり、主にディアーネが考案したエロい下着だったり、俺好みのエッチな下着だったりと、かなりの数を注文している。まぁ専門の針子さんを大勢雇ってるそうで、余所の注文も受けれるくらいには余裕があるみたいだ。それでも結構待つ必要があるみたいだけど。

　なんでもオリヴィアが愛用してるという評判があるので、時間がかかっても欲しがる女性が大勢いるらしい。そして近所の仕立て屋さんは、徐々に女性下着のブランドと化してきている。後ディアーネがデザイン料をかなり貰ってるそうだ。まぁそれはともかく。

「ちゅっ……んむ、んっんっんっ……あぁ良い匂い……クリス様気持ち良いですか？　ちゅむ……んっ、んっ」

　下着ってエッチのスパイスとして、お手軽かつ非常にイイと思う。例えば真っ白な肌のティータニアが、本人好みの清楚なイメージの奴を纏いながら、俺の前に跪ひざまずいて懸命にフェラしてる姿は最高だ。エッチなエロ下着も興奮するが、大人し目なデザインの下着姿で懸命に奉仕されるのは実にそそる。

「あぁ、最高に気持ち良いよティータニア。俺の為に練習してくれて嬉しいよ」

　ティータニアも最近フェラが上手になってきたな、最初はぎこちなく、ただ舐めてるだけだったけど。今ではカリ首に舌先を這わせたり、緩急をつけたりと、油断したら、あっさりイってしまいそうなくらい気持ちが良い。

　どうも彼女はセックスよりも俺に奉仕するのが好きみたいだ。エッチする時、俺からリクエストが無い場合、積極的にこうしてフェラチオをしてくれる。

　右手でティータニアの真っ白な髪を撫でると、嬉しそうな上目遣いで俺を見つめてくる。

　玲れい瓏ろうと呼ぶに相応ふさわしい美貌の、気の強そうなお姫様が、熱心に俺に尽くしてくれるだけでも興奮するのに、こういう可愛い反応を返してくれるものだから、夢中になってしまうのも当然だ。

　そして、俺の隣に座って、胸の谷間を強調するエロい下着姿のユングフィアが、おっぱいを揉まれて恥ずかしそうに、声を抑えても抑えきれてないのは実に昂ぶる。

　ユングフィアの下着をずらし、乳首を口に含む。既に充血しピンっと張った突起を唇で甘噛みし、左手の指で軽く摘まんだり引っ張ったりしてるうちに、彼女の喘ぎ声が徐々に大きくなっていく。

「はぅ！　や、やぁ……ひぐっ！　んむぅぅ……んあぁぁぁぁ！」

「あむっ、ちゅ、ちゅむ……あぁ凄く大きくなってきました、んっんっ……いつでも、出してください、クリス様」

　人形のように端正な美貌が、俺のチンポをしゃぶりながら蕩けた表情をしてる。おっぱいを攻められ必死に声を抑えているユングフィアは、堪らなくなったのか指先が自分の秘所に伸びていく。

　折角エッチしてるのにユングフィアを自慰でイカせるのも悪いし、ティータニアも気持ち良く感じさせてやりたい。

「んっ！　ティータニアのフェラが気持ち良いから、もう出るぞ！」

　ここは我慢しない、髪を撫でていた右手でティータニアの頭を引き寄せ……彼女の口に中に射精する。

　大量に射精出した俺のザーメンは、ティータニアの小さな口には収まりきらず、零れてしまった。しかし零れて彼女の身体を汚した精液が、まるで芸術品を汚してしまったかのような背徳感を感じさせる。

「んっ！　んくんく……あぁクリス様の子種……おいしい……」

　蕩けた表情のまま、うっとりと俺の精を飲み込むティータニア。大量に射精してもまだまだ衰えないチンポの先端に、舌を這わせて丹念に精液を舐めとってる。

「気持ち良かったぞティータニア、次は体勢を変えてエッチしようか。ほらユングフィアの上で四つん這いになるんだ」

　ソファに仰向けになったユングフィアの上に乗り、手を繋いだ俺とユングフィアに挟まれたティータニア。身長差のせいか愛液で濡れたお尻がすぐ目の前にあり、フェラのお返しに、彼女のオマンコを舌で愛撫すると同時に、ユングフィアの膣内に欲棒を押し込んだ。

「んはぁ！　あぁ！　いきなりなんてぇ！　来てるぅ！　クリス様の逞しいのが奥まで、奥まで来てますぅぅぅ！」

「あぁぁん！　凄いのぉ、だめぇこんな事されたら気持ち良すぎてぇ！　すぐイッちゃうのぉぉ！」

　チンポと舌で二人の嫁さんを同時に感じさせるのは、かなり疲れる。しかし二人の美少女を同時に、自分の手で蕩かせる快感の前には些細な事だ。

「あっあっあっ！　オマンコの奥、突かれてます！　クリス様のオチンチン、いつもと違う場所に当たって気持ち良いですぅぅ！」

　確かにちょっと変則的な体勢だから挿入する角度が違う。考えてみればユングフィアとエッチするのは、後ろから激しくするのが多かったな。良い機会だし角度を変えてみると、肉ヒダが予想外のポイントを擦ってかなり気持ち良い。

　愛液のお陰で、締まりの良いユングフィアの膣への挿入もスムーズだし、角度を変えながら腰を動かす。その度に快感でユングフィアの肢体は大きく震える。

「ユングフィア……羨ましいわ、背も高くてこんなに胸が大きいなんて。んっ、ちゅ……んむ」

「ひぁ！　ティータニア様ぁ、だ、だめぇそんなおっぱい吸わないでぇ……」

　目の前で大きく揺れる爆乳を、ティータニアが舌を這わせ、乳首を甘噛みする。

　オマンコとおっぱいを同時に攻められたせいか、膣がキュッと締まり、早く精液を注いで欲しいとばかりに、肉ヒダが俺のチンポに絡みつき、さっき射精したばかりだというのに、段々と射精感が込み上げてくる。
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「くぅぅ！　気持ち良いぞユングフィア。もっとだ、もっと腰を振るんだ」

「は、はいクリス様ぁ！　はぁ！　あんっ！　あっあっンンンンッ！」

　俺の動きに合わせて腰を上下に振ると、より奥までチンポが届く。ユングフィアも感じてるのか段々と動きが大きく、激しくなっていく。

　リズムに合わせるようにティータニアへの愛撫も激しくなっていき、彼女もまた、ユングフィアの胸を強く攻める。

「ひぃ！　あっあっすごい。こ、こんなの耐えきれませんイッちゃう！　すぐにイカされちゃいますぅぅ！」

「あぁ本当に羨ましい。綺麗、感じて蕩けたユングフィアって本当に綺麗……んっ！」

「んむぅ！　んっんっ……」

　胸を愛撫していたティータニアが身を伸ばし、その小さな唇でユングフィアの唇を塞ぐ。いきなりのキスに驚いたユングフィアは堪らず全身を震わせ……。

「んむぅぅ！　ひぁ……んあぁぁぁぁぁぁぁぁ！」

「ぐぅぅ！　ユングフィア！　膣ナ内カに出すぞ！」

　絶頂と同時にユングフィアの膣が射精を促すかのように締め付けてくる、そのまま膣奥に射精。何度もノックした子宮の入り口に、二度目とは思えないくらい大量に注ぎ込んだ。

「あぁクリス様の熱いモノが……妊娠しちゃう。こんなに出されたら……」

「ふぅ……ふぅ……あぁ、俺の嫁になったからには最低でも三人は孕ませるからな」

「クリス様との子供……嬉しい……どうか私を何度でも孕ませてください……」

　絶頂したユングフィアは幸せそうな表情のまま、力が抜けたかのようにソファに身を沈め、荒い息をつく。チンポを引き抜くと膣内に収まりきらなかった精液が愛液と混じり零れ落ちた。

　実際結婚の際に受ける祝福って、妊娠しやすくなる上に母体を護る効果がある。なので嫁入りして何度もセックスしてるから、とっくに妊娠してる可能性が高いんだよな。

　単に受精して三週間くらいしないと、占い師でも分からないだけで。もうちょっとしたら、全員のお腹が大きくなっても不思議じゃない。

　ってかその可能性が高い、何故かというと魔法は基本的に、術者が高位であればあるだけ効果も高い。んで勇者の俺は神聖魔法の術者として最上位だ、つまり妊娠のしやすさに関して、かなり効果があると見て良い。

　オリヴィアを始め嫁たち全員のお腹が、大きくなってるのを想像し……もっと稼がなければと決意を新たにする。決めた、結婚式の後は、とりあえず近場の大物を全滅させよう。

　なんとなく頭を抱えるカール王子の姿が脳裏に浮かんだが、気のせいという事で。おっとエッチの途中だというのに、目の前の嫁以外の事を考えるのは駄目だな。二人に目を向けると、豊満なおっぱいを揉まれながらティータニアにキスされてるユングフィアの姿があった。

「あん……んっんっ……あぁティータニア様の口からクリス様の子種の味がします……」

　その絶頂の余韻で無防備な彼女にティータニアはキスを繰り返してる。

「んっ……ユングフィアの唇柔らかい……」

「あむっ……ティータニア様こそ、輝くような白い肌とその美貌を羨ましく思います……それに小柄な方がクリス様に可愛がっていただけるのに」

「そんな事ないわ、種族的に肉が付きにくいのよ。私がユングフィアくらい恵まれた身体なら、もっとご奉仕できるのに……ちゅっ」

　美少女同士のキスシーンは実に眼福だが、ティータニアの小さなお尻が俺を誘うようにフルフルと揺れているので、俺はその誘惑に抗わなかった。
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　馬車の中で存分にイチャイチャエッチしたので、色々な体液で汚れた身体を濡れタオルで拭いて、のんびり馬車を走らせる。

　自分で思ってるよりも激しくエッチしてしまったようで、俺が馬車を操作し二人は休ませてる。

　かなりの速度で空を飛んで来たから、ゴーレム馬車を使っても街までかなり遠い。途中にカロリングの街の周囲に点在する農村が見えたので、一休みする事にした。

　体力のある俺とユングフィアは兎も角、ティータニアはちょっとへばってるからな。甘いお菓子でも食べれば回復するだろう。

「お茶でも飲んでいこうか、なんか通りかかる人が多くて屋台街みたいになってるし」

　以前通りかかった時は長閑のどかな景色の小さな農村だったんだけど。式典に参加する人が休憩に訪れるので、目敏い商人が場所代を払い、村の広場に仮設の店舗を作って商売してる。

　実際に貴族の護衛やら、噂を聞き付けた商人たちが集まり、素通りするのはちょっと勿体ないと思うくらいには賑わってるな。

　村の入り口にある、柵で囲まれた野原は多分、普段は家畜を放し飼いにしてるんだろう。今は沢山の馬車が停めてあり、柵の入り口にいる村人にお金を払えば見張っていて貰えるそうだ。

　馬車を預け、村に入ると、お祭りじみた雰囲気と熱気があって、屋台街を眺めてるだけでも結構楽しい。

　こういう場所で必ずある客寄せの大道芸を、村の子供達が好奇心いっぱいの様子で見て、貰ったお菓子を美味しそうに頬張る姿とかな。

　ティータニアは人混みが苦手なのだが、一時的に嗅覚を鈍らせる事でなんとかなった。それでも俺の腕にしがみ付き極力人混みを避けて歩く。

　ただでさえ白い翼が目立つティータニアに抱き付かれながら歩き。美人のユングフィアが隣を歩いてるのだ、目立つなぁコレ。目立つので当然ガラの悪いのが何人も話しかけてきた。

「よぉ兄ちゃん、良いご身分だ……ぐごーぐごー」

「お嬢さん、そんな奴より俺と……すぴーすぴー」

「お、お、お嬢さん、是非僕を罵っ……あばばばばば！」

　イカン、カロリングの街だと、殆どの人が俺の事を知ってるから、嫁がナンパなんてされない。しかし俺の事を知らない上に、この開放的な雰囲気じゃ男連れでも声かける奴がいるよな。

　どこかの建物の中で休もうかと、辺りを見渡すがどこも満席っぽい。困った、これじゃ休めない。

　五分に一回はナンパ目的で声を掛けられ、その度に追い返すのを繰り返しながら、二人を連れて歩いてると。精一杯おめかしした感のある、７～８歳くらいの女の子が俺の前にやって来た。

「え～と……むっむらのゆうしがひりゃいた、その……かふぇはいかがでしゅか？　おいしくてやすい……で、ですっ！」

　威勢のいい客引きも祭の醍醐味だが、こういう途中何度も噛みながら、必死に教わったセリフを言ってる姿が実に可愛いので、付いて行くことにする。

　お店に着いたら女の子の頭を撫でて、銀貨を一枚チップであげた。にっこり笑ってお礼を言ってきたので、また頭を撫でる。忙しいかも知れないけど頑張ってな、チップで美味しいモノでも食べなさい。

　案内された店は村の農家の納屋を片付けて、臨時の軽食店にしてるらしく、近所で採れる山葡萄や木苺などで作ったお菓子とかを出してるようだ。

　ただ店の内装は素人が急いで作った感じがするので、あまり人が入って無い。だけどゆっくり休みたい俺たちとしては好都合だ。

　ふぅ、やっと落ち着いて休める。案内してくれた女の子に、ちょっと目元が似てる感じの女性が注文を受けに来たので、三人分のお茶とお菓子を多めに頼み、やっと一息つく。

「俺に抱き付いてたティータニアは兎も角、やっぱりナンパも殆どユングフィア目当てだったな」

　背が高くて尚且つ凛々しい印象で、スタイルがちょっと犯罪的な美少女のユングフィアは目立つ。歩いていて男女問わず何人も振り返るくらいには目立つ。

　なんか店の片隅で鼻の下を伸ばしてこっちを、っていうかユングフィアを見てるオジサンが、恰幅の良いオバサンに殴られ連れて行かれたが、まぁ俺には関わり合いの無い事だ。

「クリス様とティータニア様が恋人同士に見えて、私は余りモノだと思われたからでは？　でなければ普通は、私のような大女に声を掛けないでしょう」

「ユングフィアは自分の事分かってないのね、ちゃんと自分が綺麗だって自覚した方が良いわよ？」

「そんな、私なんて背が高いだけですよぉ」

　ユングフィアは謙遜……ってかやっぱ無自覚か。なんていうか神殿で生活してた頃でも十分目を引く美少女だが、トライア神殿所属の神官服はお堅いイメージがあるし、化粧ッ気は殆ど無かったからな。

　結婚した今はバッチリとヴィヴィアンから教わった化粧をして、ディアーネから肌や髪の手入れの手ほどきを受け。それで魅力を引き立たせる仕立服を着こなしてるのだ、男の目を惹かないわけが無い。

　女は化粧で化けるというが、素材が良いんで一層魅力を引き立たせている。そして自覚が無いせいで、やたらと無防備だから余計に男の目を惹くのだ。

　その証拠に段々と人が集まりだしてきて、お店が混雑してきた。案内してくれた女の子はこの家の子らしく、混みだした状況を見て、ちょこまかと注文を聞き回っている。

　お菓子を作ってる農村の主婦の皆さんも忙しそうで、なにやら『ちょっとお客さんたちにも手伝って貰うように言ってきて』とか聞こえたが近所の人かな？

　ティータニアとユングフィアが不躾な注目を浴びてるし、なんか嫉妬の目線が飛んでるので、お茶飲んだら別の場所に行こうかな？

「なんか落ち着いて休めないなこりゃ、お茶だけ飲んだら退散しようか？」

「そうですね、何故か注目されてますし」

　注目の半分はお前だってば、嫁が美人で嬉しいが、あんまりモテるとちょっとモヤッとするのは男の性さがか。見せつけてやろうかと思ったが、俺が逆の立場だったら、かなりムカつく行為なので止めておこう。

「まぁなんにせよお茶を飲んで、屋台街をちょっと見渡したら街に早く戻ろう。汗かいたし湯屋に行こうか？」

　タオルで拭いただけでは、どうもさっぱりしないので早く湯屋に行きたくなってきた。

「はい、お背中流しますね」

「貸し切りの石室でエッチすると怒られますから注意してくださいね」

　二人も期待したのか頬を染めて頷く、そして二人のセリフが聞こえたのかは不明だけど、なんか周囲から壁を殴る音が聞こえたが俺は知らん。

　話している内にいつの間にか案内してくれた女の子だけじゃなく、妙に華奢な少女が給仕をしている。はて？　人混みで顔が見えないけど、なんか見覚えがあるような？

　それとは別に、なんか微妙に見覚えのあるような気がする女の子が、テーブルを回って注文を受けてる。こっちもなんとなく見覚えがある？

　なんとか思い出そうとしているうちに、華奢な少女が俺たちのテーブルに、独特な香気を放つハーブティーと果物でいっぱいのお菓子を持って来て……あれ？　コイツ……まさか。

「お前？　ノワールか？」

「え？　……まさかクリス兄ちゃん？」

　少女かと思ったが、うん、間違いない、俺が魔法の修業を始めてから、あんまり会ってないけど。男なのは間違いないんだけど、このどっからどう見ても女にしか見えない顔は間違いない。二歳年下の弟がなんでここにいるんだ？　しかし少女趣味な柄のエプロンが妙に似合うなお前。

「なに？　お前冒険者になったって兄貴に聞いたけど、冒険者引退してこの村で堅気になったのか？」

「ち、違うよ！　ここの村長さんの家に休ませて貰ってたんだけど、ほら忙しくなったから手伝ってって頼まれてさ」

　事情を聞こうかとしたが、この混雑ぶりでのんびり話してる訳にもいかない。とりあえず嫁さんを紹介だけして後でゆっくり話すか。

「お前、カロリングの街に来るんだろ？　暇が出来たらアストライア家の屋敷を訪ねてこい。街の人は殆ど知ってるからすぐ分かる。あとこの二人俺の嫁さんだから」

「えぇぇぇ！　兄ちゃんがこんな美人をっ！　しかも二人も！」

　簡単に紹介するとノワールは目を剥いて固まってしまう。失礼な奴だな、それとお前ユングフィアのおっぱいを凝視するな殴るぞ。

「ご紹介に預かりました。クリスが妻ティータニアと申します」

「同じくユングフィアと申します」

　混雑した店の中で長々と紹介すると迷惑なので、椅子に座ったまま、簡単に頭を下げるだけで紹介を終わらせる。ノワールの奴はまだ衝撃から立ち直ってないが、仕事に戻らせる。大丈夫かアイツ？

「まさかクリス様の弟君と、偶然お会いできるなんて思いもしませんでした」

「うん、俺も驚いてる。王都に向かって冒険者になったって、兄貴に聞いただけなんだよな」

「さっきのご様子ですと、最近は会っておられなかったのですか？」

　魔術の修業が終わって下山したら、家から出て冒険者になったと教えられただけなんだ、と手短に伝える。たまに山に入ってきて、日用品とか持ってきてくれたんだけど、接点はそれくらいだなぁ。

　忙しそうに動き回ってるノワールの方を見ると……なんかいかにもチンピラだ、と全身で主張してるような連中に絡まれてた。男だと言っても信じて貰えず、手を握られ尻を触られる始末……ちょっと可哀想なので助ける事にした。

　とりあえず不意討ちでチンピラどもを眠らせ、床に倒れた連中を運ぼうと近寄ると、同じく助けに来たらしい給仕の女性は……。

「ちょっとノワール！　アンタは毎度毎度懲りもせずナンパされて……げっ！」

「……イレーネ、お前の家、遂に没落したのか？」

　最後に会った八歳の頃とは比べ物にならないくらい綺麗に成長した、幼馴染だった。そうか……ノワールと一緒に働いてる、つまりは実家が没落して冒険者になったんだな。

「ちょっと！　アンタ何か勘違いしてるでしょ！　休ませて貰ってる間のお手伝いなんだからね！」

「何も言うな、俺もかなり稼いでるから安心しろ。ノワールのついでにお前の生活を面倒見るくらい……良い事考えた。お前、メイドになって俺の事をご主人様と呼べ」

「その憐みの目で見るんじゃないわよ山猿ぅぅぅぅ！」

　俺の生まれ育った村の領主、フォズ男爵の娘であるイレーネ・フォズの、幼い頃からあまり変わらない罵声が響き渡った。
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　僕の名前はノワール、鍛冶職人の家に三男として生まれ、十四歳になると、幼い頃からの友人と一緒に村を出て、冒険者になった。

　別に生活が苦しいとか、未来に希望が無いとかそういう切実な理由じゃなく、成り上がりを夢見る親友ディムナに、熱心に誘われたのが切っ掛けだった。

　彼の家は農家で、長男ではないから畑を継げない、山間の村なので拡張も難しいからだ。そういう理由はあったけど、夢を語る親友の熱意に負け一緒に行くことを決めた。

　鍛冶職人として働いている父さんとディーン兄さんを説得すると、心配しつつも、餞別代りに僕たちの防具や武器を作ってくれた。そして母さんは動きやすく頑丈な服を何着か縫ってくれた。

　ありがとう、父さん母さん、そして兄さん。僕はきっと偉くなって見せるよ。恰好だけは如何にも冒険者らしく、勇ましい……ように見える、中身の僕が女の子みたいに華奢だけど。

　僕は初見の人には殆ど女と間違われる、男らしく無い女顔が子供の頃から悩みだった。だから冒険者になれば少しは男らしくなれるかもしれない。

　そんな淡い期待を抱きながら、もう一人の親友オルシンと王都へ向い、そして冒険者となった。

　ディムナは僕の同年代では一番体格に恵まれ腕力があったし、オルシンは学があり頭の回転が速く、薬草とかにとても詳しい。僕も腕力は無いけど弓の扱いには自信があった。男らしくなるために剣とか習った事があるけど、体格に恵まれないので諦めた。

　僕たちは若手の冒険者の中でそれなりに稼ぎ、たまに損して。それなりに評価を受け、たまに失敗し。冒険者として経験を積みながら、二年ほど経ったある日の事、王都は勇者の誕生に沸き立った。

　稼ぎ時と見た腕利き冒険者は、ラーロン地方に向かってしまい、王都の冒険者は減っていた。それで忙しくて姿絵とか見てないけど、どんな人なんだろうな勇者って。奥さんはとんでもなく美人だって噂だが。

　人手が無いなりになんとか落ち着いてきたある日、僕たち指名で護衛依頼が来た。

　依頼人は生まれ故郷を治める領主、フォズ男爵様。ラーロン地方まで遠出するという事で、顔見知りの僕たちに白羽の矢が立った訳だ。

　普通貴族の護衛なんかはその家が雇った武官が任される。冒険者に声がかかるなんて、余程信用され実績のある人じゃないと、いくら人手が足りなくても普通はまず無い。

　しかしフォズ男爵様の娘イレーネお嬢様と、我が家の長男であるディーン兄さんが結婚したので、親戚関係になった僕に声がかかったのだ。まぁ男爵様の家は規模が小さいから、雇える武官が少ないって理由もあるけどね。

　護衛対象は男爵様と、イレーネ義姉さん、兄さんの三人。そして僕たち三人の合計六人で、マーニュ王国の東の端であるフォズ村から、北端の街カロリングへと向かう。王都に寄れれば勇者の姿絵とか買うんだけど、寄り道できるほど時間に余裕が無いから仕方ない、現地で直接見るのを楽しみにしておこう。

　街道は広く歩きやすい、大きな催しが開かれるらしく、大勢の貴族が集まる関係上、道中は旅行気分になるほど平和だった……なんか派手な色の巨大蛙が頭上を飛んで行くまでは。

　いきなり現れた巨大な魔物の出現に馬が驚いて暴れてしまい、運悪く溝に嵌ったせいで車軸が折れてしまった。ついでに馬車から投げ出された男爵様が腰を打って、まともに動けなくなってしまったのだ。

　体格の良いディムナが、恰幅が良くて体重が並みの男の倍はある男爵様を背負い、なんとかこの村に到着した時には、ディムナは疲れ果て倒れた。壊れた馬車を運んだ僕たちもヘトヘトだった。

　小さな村だから宿屋はあっても満室で、途方に暮れた僕たちだったけど、困ってるのを見かねた村長さんが家で休ませてくれて、ご厚意に甘える事になった。

　神聖魔法で男爵様の腰を治して貰いたかったが、村に駐在してる神官様は運悪く明日にならないと村に戻らないそうで、男爵様の腰に薬草を煎じた軟膏を塗って痛みを抑えるのが精々だ。回復の魔法薬？　高いから僕たちは持ってません。

　村は式典に参加する貴族や護衛の人が休憩するのを見込んで、殆どお祭り騒ぎだ。僕たちも見に行きたかったけど、痛みで唸ってる男爵様を放って遊びに行くのも躊躇ためらわれる。

　男爵様は貴族らしからぬ人柄で、悪い言い方をすれば、単なる田舎の人の良いオジサンだ。気にせず楽しんできなさいと言ってくれたが、護衛である以上そういう訳にもいかない。

　ただ村長さんの家も、村の有志が集まってカフェを営業していた。いきなりお客さんが大量に入ったらしく、見目が良いと言う理由で僕とイレーネ義姉さんが接客する事になった。

　疲労で倒れてるディムナ、薬草の調達に出掛けてるオルシンは当てにならない。そこで馬車の修理をしていた兄さんに男爵様の世話を任せ、エプロンを着てお店に入る、そして今……。

「なんでアンタがここにいるのよ山猿！　あと没落してない！　フォズ男爵領は平穏無事だってば！」

「はぁ？　お前給仕が客に言ってんの？　ほれほれご主人様に対するメイドのように恭うやうやしく追加注文持ってこい」

　何故か僕たちがお手伝いをしてる店に、僕のもう一人の兄であるクリス兄ちゃんがいた。イレーネ義姉さんと、幼い頃と変わらない低レベルな口喧嘩を繰り広げている。

　クリス兄ちゃんは僕が六歳の頃に魔法使いになると言って、修業で山に籠っちゃったから、日用品を届けに行く時しか会わないくらい疎遠だったけど。その前は毎日のようにこんな言い合いしてたなぁ、懐かしい。

　イレーネ義姉さんは兄ちゃんが修業に行ってからも、頻繁に僕の家に遊びに来ていた。そして仕事で忙しい両親や兄さんの代わりに、僕と遊んでくれたり、勉強を教えたりしてくれたんだけど、時々寂しそうな顔してたのをよく覚えてる。

「ぐっ！　ぐぬぬぬぅぅぅ！　お、お兄ちゃんに言いつけるわよ！」

「はっ！　俺なんも間違った事言ってないよなぁ？　お前は店員で、俺は客だぞ？　注文したものを持って来いって言ってなんか悪いの？」

　兄ちゃんが物凄く悪そうな笑顔で義姉さんを煽る。顔を真っ赤にして兄ちゃんを睨むイレーネ義姉さんは、お店に迷惑を掛けまいとしてるのか、口喧嘩じゃれあいの勢いが足りない。まぁ口喧嘩してる時点で割と迷惑かけてる気がするけど。

「あ、あのノワールさん、お二人は一体？」

　不意に服の袖を引かれて振り向くと、とっても背の高い綺麗な女性。さっき紹介された兄ちゃんの奥さんユングフィアさんだった。

　クリス兄ちゃんより頭一つ分背が高くて、平均よりも小柄な僕と相対するとその立派過ぎる胸が、丁度目の前に来るから目のやり場に困る人だ。

　僕が王都で生活してた頃は、男に言い寄られるのが日常だったというのに。気になる女の子がいても、この女顔のせいでフラれてばかりだというのに。兄ちゃんはこんな美人を捕まえるとは世の中不公平だ。僕だって恋人が欲しいんだよ！

　真っ白な翼の鳥人族の女性も、ちょっと気が強そうだけど物凄く綺麗だし……偶然を装って一発くらい殴っても、きっと誰もが許してくれるだろう。いや兄ちゃんが大嫌いなサンマローの根を擦りおろして、こっそりお茶に混ぜるか。

　サンマローの根は薬味としても毒消しとしても使えるから、どこでも安価で手に入る。どこの家庭でも出される食材だけど、これが兄ちゃん無理やり食わされて泣くくらい嫌いだからね、ククク……美人さんの前で無様を晒すが良い。

　いや、兄ちゃんの性格的に、女の子の前ではやせ我慢するかな？　必死に平気なふりをして嫌いなモノを飲み込む姿を想像すると、ちょっと楽しくなってきた。

　でも、バレたら魔法で叩きのめされるような気が、八歳の頃から魔法の修業してるだけあって、僕より間違いなく強いよね兄ちゃん……可愛い女の子を紹介してくれたら許してあげよう、そうしよう。

「あの？　ノワールさん？」

　おっと、ちょっと黒い考えに気を取られてた。

「兄ちゃんと言い合ってる人は、僕たち三兄弟の長男、ディーン兄さんの奥さんのイレーネ義姉さん。子供の頃からクリス兄ちゃんとは、顔を合わせる度にあんな感じに喧嘩する仲です」

　暢のん気きに会話してる内に口喧嘩もヒートアップしてきたが、イレーネ義姉さんの一言により呆気なく終わる事になる。

「……アンタが過去にやらかした馬鹿話、隣の女性に暴露するわよ？」

「申し訳ございませんイレーネお嬢様、それだけは何卒お許しください」

　さっきまでの威勢は何処に行ったのか、流れるように頭を下げて降参する兄ちゃん。兄ちゃん、僕の知らないとこでナニやったのさ。

「兄ちゃん立場弱っ！　さっきまでの強気はどうしたのさ」

「煩いノワール、子供の頃の話とはいえ、嫁に知られるとちょっと冷たい目線で見られかねないからな。ガキの頃のアレとかアノ件とか、そういえばアレもあったっけ。間違っても知られるわけにはいかんのだ」

　……本当にナニやってんの兄ちゃん、流石に犯罪はしてないだろうけど。ティータニアさんがなんか興味津々だよ？

「お馬鹿、頭上げなさいよ。こんな混んでる店で止めなさい、黙ってるから安心なさいな」

「本当だな？　陰でこっそり話すとかも無しだぞ？　言ったら泣くぞお前の枕元で」

「そういう地味にキツイ仕返しは止めてよね、ちょっと周囲の目があるから、アンタちょっと外で待ってて。ああ、そうだ魔法使いなら治癒の術使える？」

「怪我人か？　使えるから大丈夫だ、口止め料の代わりに治してやるよ」

「お願いね、お父様が腰を痛めちゃってね、村長さんの家で休んでるから」

「それじゃお前の名前出して、おっちゃんの所に行ってる。ティータニア、ユングフィア、場所移すぞ。ノワール、お前はお菓子運んで来いよ」

「アンタが運びなさいっての、お店混んでるんだからさっさと出なさい。私とノワールはお手伝い頼まれたんだから、途中で抜け出す訳にいかないのよ」

「お前ガキの頃から、変わらず真面目だなホント。んじゃ支払い済ませて村長さんの家に行ってるから」

「宜しく、お兄ちゃんも来てるよ」

「なんだ兄貴もいたのか、んじゃ手伝いがんばれよ」

　さっきまでの罵り合いは何だったのか、あっさり普通の会話に戻るこの二人は、やっぱり仲が良いんじゃなかろうか？

「むぅ～結婚して間もないけど、クリス様……妻である私よりも、あの方に気安いような」

　人形みたいに整った顔のティータニアさんだけど、頬を膨らませて拗ねてる。やっべ、ギャップで物凄く可愛い。やはりクリス兄ちゃんには、モテない男代表として天誅を喰らわせるべきか？　返り討ちが怖いからバレないように。

「う～ん……ティータニア様？　髪の色や口調はかなり違いますが……イレーネ様ってなんとなく雰囲気がオリヴィア様に似てませんか？」

「あっ！　確かに言われて見ると……」

　オリヴィアって誰？　まさかとは思うんだけどお二人ほどの美人捕まえといて、他にも居るなんて言いませんよね？　え、居る？　しかも合計九人？　しかも明後日にまた一人？　非モテの怨念を込めてサンマローの根を直接食わせよう、そうしよう。

　兄ちゃん達を見送りながら、バレないようにぎゃふんと言わせる方法を考えるのだった……おい、そこの貴族っぽいの、潤んだ目で見るな。冒険者っぽいのは注文と一緒に誘うな。畜生この怒りは兄ちゃんにぶつけてやる！





◆　　　◆　　　◆






　このカフェ自体が村長さんの家の納屋を利用したものだから、目的地は店を出てすぐだった。なんか村の子供が集まってて騒がしかったが、世話役の女性にイレーネの名前を出すと、おっちゃんの休んでる部屋まで案内してくれた。

　なんで子供ばっかりなのか聞いたら、村の大人は皆忙しいので、まとめて面倒見てるそうだ。ちびっ子がたくさん集まると賑やかだなぁ。なんか俺たちに目を付けたのか取り囲まれたぞ？

「こら、お客さんの邪魔しちゃダメよ」

　世話役の女性がなんとか追い散らそうとしてるが、大人の注意より好奇心が勝ったのか聞こうともしない。キラキラした目で囃し立ててくる。

「おぉぉ！　スゲェ羽生えてる！　本物？　ねぇ本物？」

「でけぇ！　この姉ちゃんでけぇ……なぁなぁ肩車してよ」

「おにいさ～～ん？　うっふ～ん。ひとばんぎんかごまいでど～かしら～」

「おい！　お前に変な事教えたの誰だ！」

「ママだよ！　将来必要になるって」

「そんな事より、えぃえぃ！　おっきなお尻ぃ」

　子供たちは白い翼のティータニアと、背の高いユングフィアが珍しいのか、無遠慮に触ってくる。ひとまずティータニアは羽を引っ張られると痛がるので、肩車して子供達の魔の手から守る。

「ちょ、ちょっと、君たち危ないですよ、きゃ！　誰ですか私のお尻を触るのは」

　間一髪ティータニアは肩車で避難させたが、ユングフィアが子供に囲まれてしまった。ん？　こらガキんちょ、俺の服にハナクソ付けるな。飛び上がってティータニアの翼に触ろうとするな。ユングフィアのお尻を揉むな俺のだぞ。

　小さな子供がすることだから怒鳴るわけにもいかない。仕方ないので【収納空間アイテムボックス】から小腹が空いたときに食べるお菓子とか、荷物を整理するときに、うっかり入れっぱなしになってた玩具とか、色々と子供が興味を持ちそうなのを、片っ端から取り出して、俺たちへの興味を逸らす。

　現金なモノでお菓子とか玩具とか、価値の低い魔核とかくれてやると、さっさと別の場所に行ってしまった。はぁ、ちょっと疲れた。

「ご、ごめんなさい聞き分けが無くて……」

　まだ残ってユングフィアのお尻を揉んでる女の子を引き剥がし、世話役の女性に任せる。

「いや、元気で良いと思うよ、おっちゃんが休んでるのはこの部屋だね？」

「ええ、フォズ男爵様、お客様です。開けますね」

　おっちゃんの休んでる部屋に着くと、そこにはベッドで唸ってるおっちゃんと、兄貴がいた。

「クリス？　なんでここに？」

「おっす兄貴、詳しい話はイレーネとノワールが来たら話すわ。その前におっちゃんの治療すっから」

　とりあえず腰を痛めたおっちゃんを治癒する。土魔法だと俺の腕じゃ外傷を治すくらいしか出来ないので、神聖魔法を使い一瞬で快癒させた。

「お？　おぉ！　凄いなクリス君、ありがとう、腰の痛みがもうないよ」

「おっちゃんもお大事にな。それより後ろの二人は俺の嫁さんでな……」

　ティータニアとユングフィアを兄貴とおっちゃんに紹介して、少し話してるとイレーネが戻って来た。なんでも俺たちが店を出た途端に客が帰ったそうだ。

　ただノワールの奴が目当ての客が何人かいて、まだ手伝ってるらしい。アイツモテるなぁ、男にだけど。

「お父様動けるようなったのね、ありがとうクリス」

「口止め料だって事忘れんなよ。特に嫁さん達に知られたら、延々とお前の背後で泣き続けるからな」

「なんか仕返しの陰険さ増してるけど、黙ってるから信用しなさい。あっそうだお嫁さんといえば、私ねディーンお兄ちゃんと結婚したから」

「え？　お前兄貴と結婚したってマジで?!」

　俺が山から下りて今までの間に何があったんだ？　兄貴の方を見ると照れた様子で頷いたから、片想い拗らせたイレーネの脳内結婚じゃないのか。

「本当は別の家に嫁ぐ筈だったけど、結婚式当日に破談になってね、それで理由は分からないけど、ディーンお兄ちゃんと結婚することに決まったの……まっ昔からお兄ちゃんの事好きだから大歓迎だったけどね」

　いやまぁ昔から兄貴に懐いてた……ってか兄貴が好きだったのは知ってたけどさ。

　コイツが身内になるのはちょっと複雑だ。まぁ兄貴が幸せそうだし……弟として寿ことほごう。そうだ、俺が祝福をかけてやるのも良いな……うん、俺が二人を夫婦として祝福するんだ。

「なんか理由はお父様も良く分かって無いみたいだけど」

「わ、分かってない訳じゃないよ。クリス君が偉くなったから、縁を結ぶようにパルティア伯爵に命令されたんだよ」

　一瞬俺の所に連れて来れば良いのにとか考えたが、即座に頭から追い出す。こんな口煩いのと結婚とか有り得ねぇ！　第一コイツは兄貴が好きなんだし。

「お父様も肝心な事は聞かされてないのよ、中央の情報とか村には殆ど入ってこないから、良く分からないんだけど。アンタなんかやった？　重要人物っぽいのは分かるけど」

「やったというか勇者になった、それで魔王種倒した。名前は知ってるだろうけど月狼王クルトって狼の魔王。後デカい蟻の魔王な。その功績で貴族になった。侯爵だぞ侯爵、ほら敬え」

　とりあえず一番の理由はこれだろうから、細かい経緯を省いて言う。そっか俺の兄弟ってだけで、決まった婚姻を無理やり破談にして、兄貴に嫁がせるくらい勇者の肩書は重いのか。

「はは～～いままでのごぶれいをおゆるしくださ～い」

　棒読みでおざなりな礼を返すイレーネからは、敬意の欠片も感じねぇなぁおい。だけどいざイレーネが恭しい態度で俺に接する姿を想像すると……無いな、うん、なんか気分悪い。

「お前が態度変えると気持ち悪いから、やっぱそのままでいいや」

「敬えって言うからそれらしいふりしただけよ、公の場では身分相応に振舞うからね。勇者も貴族も似合わないわねアンタは」

「ほっとけ、自覚してるっての」

「……冗談は兎も角だけど、そうかクリスが勇者になったの、勇者様の身内となれば伯爵様の考えも納得できるわ……ねぇクリス、私の結婚が破談になったのは、アンタと縁を結びたいパルティア伯爵様の独断でね。そのおかげでお兄ちゃんと結婚できた……本当なら頭を下げて感謝したい、ありがとうと言いたい、だけど……」

「イレーネ、僕は席を外そうか？」

　兄貴がイレーネを気遣うように肩を抱き、イレーネも兄貴の手を握る。あまりに自然に寄り添う二人に、あぁ夫婦なんだなと、納得してしまった。

「ねぇクリス、【告解】の神聖魔法って使える？」

「一応、使った事は無いけどな」

【告解】とはかなり位の高い神官だけが使える神聖魔法で、これを使うと術者とその対象以外を遮断する空間を形成し、そこで交わされた会話は絶対に他者に漏れる事は無い。そして術者にはかなり強力な守秘の制約が課せられる。また一説には術者の仕える神にその声が届くと言われている。

「……お願い」

「分かった、何を悩んでるのかは知らないけど、話して楽になれよ」

　即座に【告解】の神聖魔法を発動し、俺とイレーネだけしか存在しない、空間を作り上げる。

「私ね、納得してたんだ。結婚する予定だったディマ男爵家の跡取り息子ゴードンさんは、私の事を気に入ってくれてたし。ご両親もとても良い人よ、少なくとも不満は無かったの。……ただ私の初恋が破れるだけ、いつか心の整理がつく些細な問題」

　淡々と、出来る限り感情を露わにせず、心情を吐き出していく。この魔法には思った事が口に出るというか、本人も気付いてない感情すら気付かせる効果がある。

「当然破談になると聞いて彼は怒ったわ、ねぇ信じられる？　この国の東の地方アクサラ地方を統べる一門の長、パルティア伯爵を殴ったのよ。武官が剣を抜いたけど、伯爵が『この件で彼に害意を抱くは、私の誇りを踏ふみ躙にじるに等しいと知れ！』ってお咎めは無かったけどね」

「ゴードンさん……良い男じゃないか」

「そうね、多分結婚して、初恋の痛みが薄まる頃には、深く愛してたでしょうね」

　世事に疎い俺でもパルティア伯爵は知ってる。炎を纏った矢で三里離れた敵陣の将を射抜いたとか、千人の敵兵を一瞬で壊滅させたとか。武勇伝だけでも枚挙に暇いとまがない。

　そのうえ政治家としても有能で、国王が事ある毎に相談を持ち掛けるという。一言で言えば物凄く偉くて権力のある人だ。

「私ね……破談の話を聞いて伯爵を殴った彼を見て……嬉しかったの……私との結婚の為に、一門の長を相手に怒った事と……お兄ちゃんと結婚できる可能性に……なんて卑しい！　嬉しいと思ってしまった自分が情けなくてその場で泣き崩れたわ」

「……兄貴には？」

「話したわ、幻滅されるのが怖かったけど……黙ってるのは辛いの」

　十年は長いな、ガキの頃からコイツとは何も悩まず本音を言い合えたけど。真っすぐに相手の事を想うコイツに対し、告解の効果で自覚した僅かな、ほんの小さな想いを必死に黙秘する事しかできない。

「だから……ごめんなさいクリス。貴方のお陰でお兄ちゃんと結婚できたなんて……貴方のお陰で初恋の相手と結婚できて良かった、なんて……それを口にするほど恥知らずにはなれない」

「ホント、真面目で優しい奴だな。お前こそ謝る必要ねぇよ」

　俯き肩を震わせるイレーネを抱きしめたい衝動に駆られるが……駄目、それは兄貴の役目だ。俺はただ【告解】により形成された空間を解除し、二人だけの世界を消し去る。

「話……聞いてくれてありがとう。ごめんね嫌な話だったでしょ」

「バーカ、ダチなんだから悩みとか愚痴くらい、聞いてやるのは普通だっての。まぁ俺からは割り切れとしか言えねぇよ。ほらおっちゃんの腰治したし、早くカロリングの街に行くぞ」

　なんとなく、イレーネの顔を見るのが気恥ずかしくて、つい部屋から出てしまう。今から屋台街を見て回る気にもなれないので、壊れた馬車を【収納空間アイテムボックス】に収め街に戻る事にした。
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　唐突だが、『風呂屋』と『湯屋』は似てるようで別物だったりする。

　風呂屋は大きな浴室にお湯を溜めて浸かるものを指し。大量の水を利用するので大きめの川の近くに建てられることが多く、またお湯を沸かすにも値が張るので、人口の多い都会にしかない。

　湯屋は密封した部屋を蒸気で満たして身体を温め、汗を流す施設を指す。お風呂に比べて設営が簡単だが、やっぱり安くも無いので田舎では見ない。

　カロリングの街にほど近いこの村なら、小さめの湯屋があるかもしれないと思って、村長さんに聞いたが無いそうだ。その代わりに近くに綺麗な川があって、水浴びできると教えて貰ったが、出来れば温まりたいのでカロリングの街まで我慢する事にした。

　風呂なら我が家にもあるので、帰って入るのも良いかも知れない。しかし毎日入れる風呂よりも、俺としては湯屋の方が好きだったする。ついでにユングフィアとティータニアの二人と一緒に貸し切りの石室でイチャイチャする気満々なので、急いでノワールの仲間二人を探して馬車に押し込み出発した。

　街へと帰る馬車の中、最初は高価なゴーレム馬車にビビってたノワール達三人。やはり冒険者やってると図太くなるのか、すぐに慣れたのかソファで跳ねたり、棚の中にしまっておいた小物とか物色してる。

　銀細工の施された手鏡を物珍しそうに手に取ってるけど、アレは確かディアーネの化粧道具だな。詳しい値段は知らないけど、高級品だって教えるとビビッて元の場所に戻すあたり、素直で宜しい。

　一方兄貴はイレーネの肩を抱き、窓から景色を眺めてる。ちょっとイラッとしたので、御者台の隣に座ってるユングフィアの腰を抱いて、その豊満なふくらみに頬ずりする。

「きゃん！　クリス様ぁ前を見てないと危ないですよ」

「平気だって、道は広いし通行人も近くにはいないから」

　このゴーレム馬車は流石に高級品で、使う人の事を考えた様々な便利な機能がついてる。その機能の一つに、人間が進行方向にいると減速するというものがあるんだが、これのおかげで余所見をしていても、事故の危険は格段に減るのだ。

　一応前は見てるが、走りながらおっぱいの感触を楽しむのも悪くは無いだろう。背後からイレーネの冷たい視線を感じるが無視だ。ふっお前は色々と慎ましいからな、何処がとは言わんが。

「クリス、馬車を走らせてる時に、そういう事を言ってると事故に遭うぞ」

「ん、ゴメン悪かったよ。ほら、お前らも走ってる時に動くと危ないぞ」

　どうもガキの頃から毎日のように叱られてたせいか、兄貴に注意されると反射的に謝る癖がまだ直ってないな。俺だけ兄貴に怒られるのも癪しゃくなので、ノワールたち三人が馬車の中をうろちょろしてるので注意しとく。

「大丈夫大丈夫！　このくらい平気だっうわっ！」

　丁度曲道だったので注意する意味で、わざと勢い良く曲がると、はしゃいでいた三人はバランスを崩して、床に転がる。ったくちゃんと座ってろ。

「痛ってぇぇ！　兄ちゃんもっと丁寧に操作してよ」

「走ってる時は座ってろって言っただろ。兄貴も……やっぱいいや」

　チラッと見ると、兄貴には曲がった拍子にイレーネが抱き着いたみたいで、さっき以上に甘い雰囲気を漂わせてる。なお、そのイチャついてる夫婦の父親であるおっちゃんは、特に気にした様子もなく、持ち帰った果物たっぷりのお菓子を幸せそうに食べてる。

　なんでも腰が痛かったときは碌ろくに食事が出来なかったからと言ってるけど。おっちゃんが腰を痛めたのは巨大蛙が飛んでった時だから、俺が治すまで二時間も経ってないと思うんだけど？

「兄ちゃんさ、新婚夫婦には目を向けにくいんだから、内装見るくらい良いじゃんかよ」

　そうだそうだと、俺に文句を言ってくる年下三人組。こいつら俺が勇者だと知った時は畏まってた癖に、今は妙に噛み付いてくるな、反抗期か？

「ああもう！　ディーン兄さんは身内の前だと遠慮なくバカップルだし。クリス兄ちゃんは堂々と美人侍らせて見せつけるし。男爵様は食ってばかりだし！」

「馬車の中が二重の意味で甘ったるいんだよ！」

「彼女いない俺らの気持ちが分かんないの！　ねぇ！」

　何を言ってるんだコイツらは、新婚夫婦なんだから、このくらい普通だぞ？　おっと、ユングフィアに構ったから、反対側に座ってたティータニアも抱き付いてきた。

「クリス様ユングフィアばっかりズルいですよ」

　髪を撫でてあげると嬉しそうに甘えてくるのが可愛いなぁ。さっき余所見をしちゃ駄目だと言われたばかりだけど、我慢できず唇を奪う。

「ん……んっ、ちゅ、ちゅむ……もう、クリス様ったら」

「ゴメンゴメン、前を見てるように言われたばかりだけど、ティータニアが可愛くて……つい」

「もう、夜まで我慢して下さらないと……でも夫人達のルールで昼間にエッチしたら、夜の閨ねやには他の夫人に順番を譲る決まりになってますから……約束通り湯屋で可愛がってくださいね」

　俺も初めて知ったルールだな、やっぱ人数が多いと決まりが出来るのか。後でオリヴィアに聞いてみよう。

「言われるまでも無いよ、ティータニアの綺麗な肌を隅々まで磨いてあげるよ。勿論ユングフィアもな」

「は、はい……でも、石室の中でエッチしたら怒られちゃいますよ」

　うん、頑張るよ。でもな汗まみれのユングフィアとか、真っ白な肌が赤く上気してるティータニアの姿を思い浮かべると……ま、まぁ頑張って理性を保つとしよう。さっきエッチしたばかりなのにまたムラムラきてしまった。

「頑張って休憩室まで手を出さない……ように頑張る」

「くすくす、クリス様のエッチ。頑張ってくださいね？　尤もっとも、私はいつでも受け入れますが」

「わ、私だって望まれればいつでもこの身を捧げます。けど湯屋では事故が多いから……」

　両隣の二人の腰を抱きつつ、他愛もない夫婦の会話をしてると、なんかノワールから恨みがましい視線を感じる。

「ははは……やっぱ後で殴る！　今まで彼女いなかった僕の前でっ！　よくそんな会話できるね馬鹿兄ちゃん！　このスケベ馬鹿！」

　なんか拳を握りしめて文句を言ってくるノワール。そして仲間二人も頷いてる……うーん、確かにちょっと無神経だったかな？

「はいはい、悪かったよ。ムカついたのなら、街に着いた後で喧嘩くらい受けて立ってやるよ」

　そうだ、忘れてたけどオリヴィア達に、俺の兄弟とイレーネを紹介しないと。他にもカール王子とかに伝えておくべきだ。確か俺の兄弟ってだけで面倒事が起こるそうだし。

「言うの忘れてたんだけどさ。俺の嫁たちとか街のお偉いさんに、俺の兄弟だって紹介するつもりだけど、変な奴が寄ってくるかもしれないから気をつけろよ。既婚者の兄貴は多分平気だろうけど」

「ん？　なに、勇者の弟だから兄ちゃんとの縁目当てで、変なのが来るって事？　ふんっ！　そんなのに引っかからないよ」

「悪い、変な奴って言い方はアレだった……まぁいいか。どうしようも無くなったらフォローすっから好きにしろ」

　オリヴィア曰く、俺の縁者にはお偉いさんから婚姻の申し入れが殺到するらしい。冒険者は勿論、一般の人達とは比べ物にならないくらい美容と化粧と服装に、金と時間を費やしてる貴族のお嬢さん相手に大丈夫かな？

　きっちり教育受けた貴族の話術って半端じゃないらしいし、女慣れしてないノワールとかカモっぽい、っていうかお手軽な獲物？

　ちなみに、なんでそんな事知ってるのかというと。俺には兄と弟がいるってディアーネに話したら、次の日には実家のメイティア伯爵家に、更に数日後に王都の貴族たち全員が知り。彼らの間で俺の兄弟を誰が取り込むかで、大真面目に議論が始まった。と、つい先日お義母さんから聞いた。

　なんでも中央の貴族からすれば、既に兄貴もノワールもアストライア侯爵家家臣と見み做なされてて、誰もが娘と結婚させて俺と縁を繋ぎたいんだとか。

　成り上がりを果たした以上は仕方ない。人脈って大事だから俺としては仕方のないものと割り切ってる。まぁ多分美人だから兄貴とノワールには幸せになって欲しい。

　そう思ってた矢先に、兄貴がとっくに結婚してたのは予想外だったな。抜け駆けでパルティア伯爵が抱え込んだってことらしい。そうなると兄貴は対象外として、弟のノワール争奪戦が水面下で起こってるんだろうなぁ。俺は聞かされてないが。

　娘の結婚相手の多くが、ビッチに魅了されてるせいで、上級貴族の面々が本気を出してるらしいからな……頑張れノワール、間違いなく美人にモテモテだぞ。

「ふんっ！　僕は心と心が通じ合った恋人が欲しいんだ、そんな打算まみれな結婚なんて真っ平だよ」

「お前なに乙女みたいな事言ってんの？　似合ってるけどさ」

　恋愛感情だけで結婚したオリヴィア以外の嫁たちは、まず打算と思惑が最初にあり。そこから出会い、結婚して、セックスやら生活の中で愛情を育んでるんだが。

　身も蓋もない事言うと兄貴とイレーネが結婚できたのは、二人が好き合ってたのもある。だけど大部分が周囲の打算だぞ？　それを口に出すのは粋じゃないから言わないけど。

「乙女みたいとか言わないでよ！　僕は男だぞ」

　なんか俺に向かって拳を握って構えながら睨みつけてるけど……全然怖くないというか、女の子がちょっと拗ねてるだけに見えて微笑ましいというか。弟ながらよくこれで冒険者やってたな。

「じゃ、童貞みたいな事言うな」

「どどど、童貞じゃないし！　王都に二年もいれば娼館くらい何度も行ってるし！」

　なんか童貞丸出しな反応だな？　仲間のディムナに目を向けてみると、首を横に振ってるので、多分見栄を張ってるだけか。俺もオリヴィアと出会う前は童貞だったわけだが、まぁそこは棚に上げてだな。

「さっきも言ったが、俺の兄弟ってだけで色々寄って来るらしいんだ。ヤバくなったら助けるけど、基本はお前の好きにしろよ。ディムナ、オルシン。お前らもノワールの事を助けてやってくれ」

「むしろノワールの場合、娘より息子を送り込んでくるんじゃね？」

「うん、クリスさんの妹だと、勘違いする奴は必ずいると思う」

「大丈夫、必ず弟って紹介させる！　兄弟って紹介すると高確率で妹って思われるから。実際何度も間違われたし」

　多分兄貴に紹介されて勘違いした奴いるんだろうな。兄貴に目線を向けると頷いたし、コイツも女顔で苦労してるんだろうな。

　実際碌に手入れしてない筈の髪は、艶々で光を反射して輪っかが出来てるし。普通野外活動の多い冒険者の肌は、ガサガサでシミとか多いんだけど、コイツは日焼けしにくい体質なのか白磁のように真っ白だ。

　しかも沢山飯を食っても、殆ど贅肉が付かないとか、世の女性の大半を敵に回してるんじゃないか？　我が家の嫁たちも体型維持の為に、ほぼ毎日中庭で運動してるんだぞ。

　ついでに、人妻オーラが出てるが、文句なしの美少女であるイレーネと並べても、ノワールを誘う男が多い事から分かるように。容姿の方もそこらの女性よりも遥かに美人なのである。男なのに。

　流石に男に誘われるのは可哀想なので、ちゃんと弟と紹介するから。そう言うとノワールは少しは安心したようだ。ホッとした表情で座る。あと微妙にニヤついてるのは、多分期待かな？　分からんでもないけど。





★　　　カールＳＩＤＥ　　　★






　巨大蛙がボクの屋敷から飛び立ってから暫くして。二つ名持ちの四人の奮闘もあって、カロリング邸の地下、イザベラが引き籠る部屋の前に到着した。

　流石にクリス殿に頼るだけで、ボクが何もしない訳にはいかないからね。問題はかなり時間が経っていて、クリス殿がいなかったら間違いなく手遅れだったことか。

　クレイター王に貰った遠距離通話の魔法道具『囁きの石板』で、クリス殿から巨大蛙を退けたと報告を受けた。ビッチも無事らしくホッと一安心、これで心置きなくイザベラに説教が出来るぞ。

　あの巨大蛙はイザベラにとって、最大級の切り札らしい。あのデカいだけで愛嬌のある外見の癖に、地味に上級のドラゴンよりも格の高い魔物で、いくらなんでもあれ以上の召喚獣は従えられない。これが一流魔法使いであるジョニーとジャックの見解だ。

　召喚魔法は原則として強力な魔物ほど、呼び出して使役するのに能力のリソースを割かねばならないらしい。その為イザベラは現在非常に消耗している。

　その証拠に道を阻む召喚獣は、イザベラにしては弱い。ただしイザベラにしては弱いのであって十分厄介なのばっかりだ。

　しかし僕たちに対して殺意を持っていないので、邪魔するだけで攻撃はしてこない。それでも多彩な生態を持つ魔物を相手にすると、突破に時間がかかってしまったのだ。

　アメーバ状のスライムに服を溶かされたり。巨大蛾の幻覚作用のある鱗粉で、危うく男相手に発情しそうになったり。感覚を狂わせる異形の蝙蝠のせいでジェイソンが……いやよそう、彼の名誉の為には黙秘するしかない。

　我がカロリング邸の地下室に通じる廊下で、襲い来る魔物たちとの激闘が繰り広げられる。一人、また一人と倒れ、ボクが進む道を切り拓いてくれたのだ。

「四天王たちよ。ありがとう安らかに眠れ」

「いや死んでませんが……」

「ってか四天王ってなんっすか？」

　お約束にツッコミを入れるとは無粋な奴らめ。

「なんとなく言ってみたかっただけだよ。それに君ら四人は我が家の武官とは扱いが違うから、なんか称号とかあったら分かり易いと思ってね」

　武官たちはカロリング家の戦力ではあるけど、普段警護の仕事とか見回りとか色々とやる事があって、すぐさま動かせる彼らは実に便利だ。

　ちなみに四天王の呼称は、ついうっかりデシデラータとジャンヌに冗談で言った結果。メイドに伝わり使用人に周知されてしまっていて、イザベラも含め五人が四天王と呼ばれている。

　まぁそれはともかく。彼らのお陰でなんとかイザベラの引き籠る部屋、地下の一番奥まで到達したのだ。

　奥の部屋のカギはかかってるが、屋敷の主人であるボクは当然合鍵を持ってる。これで溶接でもされてたら、壁ごと扉を破壊したけどそんなこともなく、あっけなく扉は開く。

　部屋は暗いが、ジョニーが火魔法で灯りをつける。そこにはシャルローの背に隠れたイザベラの姿があった。

「女なのは知ってたが意外と若いな？」

「あ……うう……イ、イザベラは……その……」

　……人見知りってか、これはもう対人恐怖症ではなかろうか？　魔物越しに会話するときの強気な姿をイメージしてたけど、少し予定変更。強こわ面もての四天王が囲んだら暴発するかもしれない。

「イザベラとはボクが話を付ける。君たちは部屋の外で待機していてくれ」

「カール様なら、この距離でイザベラが何をしようと、なんとかなると思いますが。せめて誰か一人くらいは……」

　ロバートが心配そうに忠告するが、多分無理。絶望しきって心が弱ってる時に、多分夢魔とか淫魔とかその辺の魔物の術を使って、自分に依存させたシャルロー以外が近くにいたら、多分会話にならない。

「ありがとうロバート、だがイザベラは味方。彼女も四天王の一人だ、ここは腹を割って話すよ」

　渋々と言った感じで四天王は部屋から出ていき、ボクもイザベラから見えない範囲まで下がる。これで無理だったら、例のオウムの魔物越しの会話しかないか。

「さて……イザベラ最初に言っておくが、次は無い。君以上の召喚術師はいないと思ってるし、その力を貸してくれてるからには、報いるのは当然だと思ってる……けどね！」

「ひぃ！　あ、あの……その……」

　語気を強めたボクの言葉に、イザベラが震えているのが分かる。暗いから見えにくいけど、シャルローがイザベラを抱きしめて慰めてるように見えるな。表情は見えないけど手つきは意外と優しそうだ。

　フードを目ま深ぶかに被った状態だけど、ボクの方を向いて弁解するのその姿は、まるで幼い子供めいている。今の彼女を見て世界一の召喚術師と信じる人はいないだろう。

「勇者殿が君の凶行を止めたと連絡を受けている。だけど万が一間に合わなかったら、どうなってると思う？　いくら傍迷惑なビッチでも、公爵家の令嬢でしかも王太子の婚約者だ。殺害した者がどうなるかなんて分かるだろ？」

「……うん……国を相手に……逃げられるとは……その、思ってない」

　彼女は正真正銘、召喚術師として最強だと思う。多分勇者は別格として、この国で三指に入る強さだ。だがそれだけ、国という巨大すぎる組織人の群れにはどうしたって抗えない。逃げる事は出来ても、決して逃げ切れることは無い。

　震える手でシャルローに縋りつくイザベラの様子に、これ以上の追及はやめようと思う。正直彼女が自や棄けになったら、ボクなんてあっさり死ぬだろう。巻き添えでシャルローも死ぬからこそ箍たがになっていて、それが彼女を人の世に留めている。

「……ご……ごめん……なさい」

「カロリング卿、私からもお詫びをいたします。イザベラの暴走は、止める事の出来なかった私の責でございます」

　おや？　意外だなシャルローがイザベラを庇うとは。ボクに頭を下げて謝るなんて、正直洗脳された操り人形かと思ってたよ。最初にこの街で拾った時の身勝手さは無くなり、普通の好青年に見える。

「安心してくれ、幸い死者はいないから今回は不問にするよ。けど次は無い事を覚えておいてくれ」

　二人が頷いたのを見て、ボクは地下室を後にした……話を聞いていたらしい四天王は甘いと言っていたが、今回は未遂だったからね。

　四天王たちは自室に戻らせ、ボクは一人執務室で誰もいない事を確認。そして……。

「た、助かったぁぁぁぁ！　セーフ！　超セーフ！　内部崩壊フラグが折れたぜ、ヒャッハー！　あんな問題児抱え込んだの誰だよ！　ボクだよド畜生ぉぉぉぉ！」

　イザベラの暴走から頭痛と胃痛が止まらなかったけど、もう大丈夫だ！　とりあえずストレス発散に大声で叫び、仮眠用のベッドに飛び込む。ふぅ安心したら眠くなってきた。

　別にビッチが死んでも心は痛まない、しかしアレはその辺をふらふら歩くだけで異性を魅了して騒動を起こすからね。しかも危害を加えられた瞬間、王都の有力な家の若者たちから、凄まじいヘイトが集まる、っていうか敵視されるとかなんの罰ゲームだよ。ボクは真面目に領地運営してるだけなんだぞ！

　取り巻きも怪我させないで気絶させたと報告を受けたし、ビッチを祖母に預けて隔離したのも良い。肉親に預けたのならボクに矛先は向かわないからね。

　まったく、馬鹿兄貴は婚約者の手綱を握ってろよ、せめてこっちにビッチが来るなら連絡くらい寄こすとかさ。そうすれば女性冒険者を派遣して帰らせたのに。鳥形使い魔を召喚できる術者くらいいるだろ直情馬鹿め。

　心の中で兄貴に悪態をついてると、窓の外に見慣れたオウムが滞空していた。微妙にノックするかどうか迷ってるように見えるのは、召喚者の心情故なのだろうか？

「イザベラか？　さっきの事なら反省してくれたのなら、それでいいんだぞ？」

「……言い忘れた事ある。勇者が来るから、イザベラの所まで案内してほしい」

「別に構わないけど、何かあったのかい？　今度はクリス殿に怒られるの？」

『囁きの石板』による報告で蛙は何とかしたので、帰ったら訪ねるとは言ってたけど、イザベラと何かあったのかな？　トラブルだったら困るから聞いてみると、イザベラが近くにいる状況限定で、シャルローのビッチに関する記憶を消すように交渉したそうだ。

「対価として貴重な魔物から採れる素材を渡すことになってる……特に誰かを害するモノではないから安心して」

　どんなものか聞いてみると、『肌が凄く綺麗になる聖なる油』だそうだ。確かに愛妻家の彼なら、こういう素材欲しがりそうだなぁと思いつつ、イザベラの伝言をメイドに話しておく。

　クリス殿が来るなら、蛙を止めてくれたお礼とか渡したいところだけど……張り詰めた緊張の糸が切れたせいか凄く眠い。

　一応いつ頃街に帰るのかを『囁きの石板』で尋ねたら、ゆっくり帰る予定らしい。折角空いた時間が出来たのに、面会の予定入れたくないな……今日は忙しい事にして明日の午後に面会の予定を入れてるから、その時に謝礼を渡すと伝え、魔法道具を遮断する。

　式典の当日と前日は忙しいから、今日は骨休めで明日はクリス殿を始め数人面会の予定があるだけ。どうか当日まで面倒事とか起こらず、平穏無事に式典を迎えられますように……。
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　街に到着すると、本当はカロリング邸に向かう前に、湯屋でユングフィアとティータニアの二人と一緒にさっぱりする予定だったのだが。おっちゃん達を連れてるからには後回しにしないとな。

「なぁおっちゃん達って何処に泊まるんだ？　送るよ、その後は領主の屋敷に行くけど」

「式典に参加する貴族の為に確保した宿があるはずだから、そこに泊まる予定だよ。知り合いがいるなら、そっちに泊めて貰う人も多いみたいだね」

　ふむ、宿の名前を聞いたら、俺が勇者になった日に泊まったあの宿か。ちょうど通り道の近くだし、おっちゃん達を宿に送ってあげるとするか。

「その宿なら場所知ってるからこのまま送るよ。そうだ兄貴、明日行くからメシでも……」

「お待ちくださいクリス様。この馬車にはアストライア家の家紋が入ってるんです、目立つなんてものじゃありませんよ」

　宿の方向に向かった俺をティータニアが止めた。この馬車にはアストライア家の家紋である、『天秤と杖を持った乙女』の意匠が施されている。ちなみに国王陛下がデザインしたのだそうだ。

　中央の貴族は間違いなく知ってるだろうし、地元の人も大勢知ってる。この馬車で街の入り口に行くと、門番が頭を下げて手続きなしで通してくれるくらいには、知名度がある家紋だ。

　そんな意匠の馬車で送迎されてきた人なんて、注目されるのは目に見えてる。好奇の目線に晒されるならともかく、悪意を持って近寄られると、人の良いおっちゃんとか絶好の獲物だよな。

「それじゃ俺の家は……ちょっと事情があって兄貴たちを入れると拙いからな。なぁおっちゃん、来客用の家を用意してあるから、そっちに泊まるか？　滞在費浮くよ？」

「助かるけど良いのかい？」

「平気だって身内だし、おっちゃんが気にすることないよ」

　オリヴィアの男性恐怖症があるから、俺の屋敷には男の来客があった場合を考えて、離れを用意してる。

　でも今その離れにビッチがいると、ティータニアから聞いてるからな。ノワールは魅了されても一夜の過ちで済みそうだけど、新婚の兄貴と会わせる訳にはいかない。

　幸いティータニアが気を利かせて、空き家を手配してくれたので、そっちに滞在して貰おう。場所を聞いたら神殿に近いそうだし、俺の結婚式に出席して貰うのに丁度良い。

「私たちは正直中央の貴族とは話が合わないから助かるけど、良いの？　用意してたって事は他に泊まる予定の人いるんじゃない？」

「大丈夫よ、他の夫人の親戚が訪ねてきた時の為に用意した家だけど、多分使わないから」

　実際に空き家を用意したティータニアが無難に説明する。まぁ屋敷の敷地に入れたくない客ビッチを離すための家とは流石に言わなかった。フローリパさんが滞在する可能性を考えて、小さいが相応に立派な家なので不便はないだろう。

　おっちゃん達を空き家に案内すると……どうやら小さな家というのはお姫様ティータニアの目線であって、フォズ村にあるおっちゃんの屋敷より大きくて立派だぞコレ。

　こんなの小さな家とかいって案内したら、おっちゃんの面子潰すんじゃないかと一瞬思ったけど……あ、大丈夫だおっちゃんニコニコしながら「いやぁ立派な家だなぁ」とか言って、意識は既に近くの飲食店に向いてた。

「スゲェ！　お祭りの間ここに住んでいいの！」

「ひゃっほぅ！　早速家探ししようぜ家探し！」

「退けぇ！　最初にトイレ使うのは俺だぁぁ！」

　年下三人組は元気だなぁ、鍵渡す前に家に入ろうとすんなよ。とりあえず兄貴に家の鍵を渡す、早くオルシンをトイレに行かせてやってくれ。

「んじゃ俺ら湯屋に行くから」

「うん、なんか悪いな後でお礼に行くよ」

「気にすんなって、そうだ明日にでも顔を出すから、その時結婚式の招待状渡すからな」

　兄貴たちも道中のトラブルで疲れてるだろうから、今日のところは早めに別れるとするか。汚れた格好で王子に会うわけにもいかないので、湯屋で汗を流し、ちゃんとした服に着替える。

　湯屋で身も心もさっぱりして、後は頼まれ事を済ませて気兼ねなくエッチしたいので、二人には湯屋の休憩室で待っててもらう。

　約束通りに例の彼氏さんの条件付き記憶消去をするのにカロリング邸へ向かう。俺が訪ねるのは聞かされていたらしく、すぐさまイザベラさんの住む地下室まで案内された。

　記憶を消される当事者のシャルローさんは、嫌がるかと思ったが、大人しく術を受け入れたので、何事もなく頼まれ事は済んだ。幾つか質問し完全にビッチの事は忘れているのを確認したので、報酬として『聖油』をコップ一杯分だけ貰った。

　この『聖油』は肌に塗れば、若返ったかのように艶を取り戻し。飲めば多少の病気は快癒し、身体中に活力が巡るらしい。あの神秘蛙ゴッデストードが分泌した油を巡って国が滅んだって話は、流石に冗談だと信じたい。

「ところでイザベラさん。あの男が暴れた時に手を貸してくれてありがとう。シャルローさんの件とは別に何かお礼がしたいんだけど」

　嫁たちにはあの男の件は知られたくないからティータニア達は湯屋で待っててもらってるんだよな。俺を狙っていたあの男との戦いはイザベラさんの協力なしで戦ってたら危なかったから、ここで貸しを返しておきたい。

『……祝福ね。現状で最も格の高い神聖魔法の使い手である勇者の祝福を、イザベラとシャルローにくれれば貸し借りなしよ』

　同じ部屋にいるのに、使い魔越しに返答してくるのはどうなんだろう？　シャルローさんに聞いたら極度の人見知りで、自分以外とはまともに会話できないのだとか。オリジナルの術に関してアドバイス貰いたかったけどこれじゃ無理っぽいか。

「ああ、お安い御用だよ。とりあえず本人近くにいないと駄目だから姿を見せてくれ、怖いかも知れないけどシャルローさんと手を繋いで我慢してくれ」

　男性恐怖症のオリヴィアと同じように、彼女も似たようなものだと思おう。震えながらシャルローさんに縋り付く姿は、凄腕の召喚術師として振る舞っていたあの時とはまるで別人で若干戸惑うけど、人には事情があるんだし気にしたって仕方がない。

　暗い地下室でムードも何もないけど、寄り添う二人に祝福をかけてすぐに部屋を出る。人見知りの彼女の部屋に居座るのも悪いからね。

　なによりも……必死に暴発を抑えてたイザベラさんが怖かった。あの巨大蛙級の魔物を呼ばれでもしたらカロリング邸が壊滅するから仕方ない。

　地下室から出て、カール王子に今日の報告したいところだったけど、忙しいらしく面会は明日の午後だ。さて、これで今日の用事は済んだ。まだまだ日は高いから、湯屋で待ってるティータニアとユングフィアの二人とたっぷり愛情を確かめ合うとしよう。
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　さて、俺は毎晩嫁とセックスしてる。オリヴィア達が決めたルールがあるらしく、その一つに昼に俺とセックスした娘は夜の順番を譲る事になってるらしい。

　そのルールに従い、今晩俺の寝室にやって来たのはルーフェイ、ヴィヴィアン、メリッサだった。元々はティータニアの予定だったが、昼にたっぷりセックスしたんでメリッサと交代したそうだ。

　誰が今夜エッチするのかは、寝室に来るまで俺は教えられないが、そわそわしてたり機嫌が良かったりと、態度で分かったり。朝食の席で教えて貰う時もある。

　ルーフェイとかは特に分かり易いな、しっぽを振って「今晩楽しみ」だと全身で主張するから。

　明日は結婚式前日。伝統的にその日はセックスはしない決まりになってる。その辺り、流石に法の神殿は厳しくて前日は神殿で一夜を過ごす事になってる。

　当然俺とは別々の部屋ではあるけれど、花嫁であるルーフェイとアルチーナも同様に神殿に泊まり、作法に則った手順で身を清めなくてはならない。

　一般の人間だったら普通に一夜を過ごすだけだが、これが貴族とかの場合世話をする人間が必要だったりする。その場合は必ず同性の親戚でなくてはならないとされている。親戚がいない場合は神殿の人間が付くことになる。

　俺の場合は別に一人で大丈夫だが、体裁があるので世話役をつけさせてくれとトラバントさんに言われてるので、まぁ兄貴に頼めばいいか。ノワールは駄目だ、絶対に勘違いする奴がいるから。

　ルーフェイとアルチーナは、姉妹である他の嫁が一緒に泊まる事になってる。結婚式の時まで基本外に出られないからお祭りの一番盛り上がる時に参加できないのはちょっと残念だな。まぁお祭り自体は数日続くからお祭りデートは問題なく出来るから安心だ。

　ふふっ仰向けになった俺の上に跨り、頑張って腰を振ってるルーフェイが、お祭りの喧騒の中で可愛いしっぽを振りながらはしゃぐ姿が目に浮かぶようだ。

「わふぅ！　くぅんくぅん……クリス様気持ちいいですか？　んきゅぅぅ！」

「ああ、気持ちいいよ。それにエッチな顔で頑張ってるルーフェイの事を増々好きになっちゃったよ」

　ただでさえ狭い膣を、声を上げながらリズミカルに締めつけてくるから俺が動かなくても十分気持ちが良い。そうでなくても幼い顔立ちのルーフェイが蕩けた表情で奉仕してくれている姿に興奮しないわけが無い。

　身を起こしてキスしたいところだが、もうすぐ結婚式を挙げるということで張り切ってるのか、俺に動かないで奉仕させてくれとお願いしてきたので、勿論ルーフェイの可愛い我儘は受け入れた。

「えへへ……私もクリス様の事とっても、とっても大好きです！」

　頬を染めながら嬉しそうに微笑むルーフェイは……なんというか破壊力抜群だ、動かないようにお願いされてなければ、もう激しく突き上げてルーフェイの幼げな肢体を貪っていただろう。

「クリス様はお仕事でお疲れなんですから……くぅん。私が、頑張って気持ち良くしてさしあげるのです。きゅうん」

　年下なのにちゃんと気遣いのできる良いお嫁さんだなぁルーフェイは。こうやって健気に奉仕してくれるだけでも疲れなんて吹き飛ぶのに。

　腰を上下に動かすルーフェイの膣からはシーツを濡らす程愛液が垂れて、彼女の嬌声と淫らな水音がベッドの上に響く。

　自分の自由に動ける体勢だからどうしても快感を感じてしまい、俺より先にイクまいと必死に耐えてる姿がいじらしい。

「あぁもう！　ルーフェイったら可愛い！　えぃ！　ちゅっ、んちゅ……」
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「ルーフェイちゃん、クリス君以外の前でそんな顔しちゃダメよ？　攫われちゃうかもしれないからね」

　俺の左右から抱き付いてその豊満な感触で楽しませていたメリッサとヴィヴィアンも、ルーフェイの笑顔に陥落したのか、彼女を挟んで二人がかりで愛撫を始めた。

「やっ！　わふぅん！　メリッサ姉様、女同士でそんな事……あぁ！　ヴィヴィアン姉様ぁおっぱい吸わないでぇぇ！　きゅふぅぅぅぅ！」

　いきなりの事に驚いたのか、限界まで昂ぶっていたルーフェイは、大きく仰け反り絶頂する。同時に膣が痛いくらいに締め付けてきて、我慢することなく俺も射精する。

「わふぅ……姉様たちひどいですぅ……きゃん！」

　不意打ちでイカされたのが面白くないのか、頬を膨らませるルーフェイ。身を起こして抱きしめて唇を塞ぐ。ルーフェイはご機嫌斜めでも可愛いが、やっぱり笑ってる方が良い。つまり存分に可愛がって機嫌を直さないとな。

「ちゅっ、んくっ……愛してるよルーフェイ」

「くぅん……私も愛してます……きゃん！　はぁ、あん！　クリス様ぁ私イッたばかり……はぁぁん！」

　対面座位の格好で、繋がったまま抱き締め合う俺たち。まだルーフェイを可愛がりたいのかメリッサとヴィヴィアンもルーフェイの左右から彼女を愛撫する。

「はっ、あぁぁ！　わふぅぅん！」

　一度膣ナ内カ射ダ精シしても、抜かずにそのまま下から突き上げる。狭いルーフェイのオマンコだが滑りが良くなったので先程よりも強く膣奥を何度も叩く。

「あっあっあぁぁぁ！　すごい……すごいのぉ！　き、気持ち良すぎますぅぅ！」

　そしてヴィヴィアンにしっぽを、メリッサにおっぱいを弄られ、もうなすがままにされるルーフェイ。快楽に蕩けきった牝の表情に興奮し腰の動きが速くなる。

「ふふっ初めての時からは、考えられないくらいエッチになったなルーフェイ？」

「わ、わふぅ……私がエッチになったのは、きゃん！　あっあっんはぁぁぁ！　はぅ……クリス様のせいですぅ……クリス様がエッチ大好きにさせたんじゃないですかぁ……」

　責めるような口調だが、そんなエロい表情で、そんな潤んだ目で見つめながら言われたら……つまりもっとエッチにしてくれって事だな？　勿論俺は可愛いルーフェイのお願いならなんでもするぞ。

　ルーフェイの細い腰を掴み、さらに速く、さらに大きな動きで挿入する。ギリギリまで引き抜き思い切り奥まで突っ込む快感は、我慢しないとすぐにイってしまいそうだ。

「きゅぅぅぅん！　んはぁぁぁ、だ、だめぇ！　こんなに気持ち良くされたら……」

「いつでもイッっていいぞ。俺も出すぞ、抜かずに二発目をルーフェイの膣ナ内カに！」

「あっあっあぁぁぁ！　わっふぅぅぅ！」

　俺が射精するのと同時に、最初に絶頂した時よりも激しく身を震わせるルーフェイ。今まで気が付かなかったけど、イッた時しっぽの毛が逆立つのが見えた。

　仰け反ったルーフェイはそのまま後ろに倒れるので慌てて抱き止めると。荒い息を吐きながら気持ち良さそうに眠っていた。ちょっとやり過ぎたかな？

「クリスさんったら激しいんだから。えへへ……アタシも、期待して良いかな？」

　期待に満ちた表情で俺の腕に抱き付くヴィヴィアン。そして背後から抱きしめてくるメリッサ。当然だまだまだできる。二人には並んでお尻を向けさせ、疲れ果てるまで美人姉妹の豊満な肢体を貪った。
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「今夜はちょっと乱暴だったわね？　クリス君」

　途中でヴィヴィアンがダウンし。メリッサに翻弄されながら、なんとか一回だけイカせたところで俺の体力も限界を迎えた。今メリッサに頭を抱きかかえられている。

「三人とも魅力的だったから興奮しすぎたんだよ。それにメリッサを俺にしか目が向かないように、エッチでメロメロにするって目標があるからな」

「ふふっそう言われると女冥利に尽きるわね、けどとっくにお姉さん、クリス君に夢中なのよ」

　おでこにキスされ、嫋たおやかな指で髪を梳かれると、ただでさえ体力の限界までセックスしたせいで、段々と眠くなってきた。

「けど……今日はそれだけじゃないわね？　なにか悲しい事があったの？」

「……分からない。けど無性にセックスしたかった。昼間にティータニアとユングフィアを何度も抱いたけど、まだまだ足りなかった。夜は夜で気絶させるまで激しくするつもりは無かったんだ……ごめん」

　他の嫁だったら、心配かけさせないように虚勢を張っていたかもしれない……でも、メリッサに抱きしめられてると、つい甘えてしまう。眠気で頭が回らないけど、今寝てしまったら。多分これからも、今日みたいな衝動に突き動かされるような気がする。

「良いのよ、私たちもクリス君に抱かれるのが嬉しいもの。だって愛する人に求められればね、優しくても、乱暴でも喜んで受け入れるの」

「メリッサ……参った、俺はどうやらメリッサには勝てないみたいだ」

「あら？　私だってクリス君にはすっかり参ってるわよ。身も心も、これからの人生を貴方に捧げたいと願うほどに」

　メリッサが俺を撫でる手は何処までも優しい。嫁には頼られたいと常に思っているのに、彼女には俺が頼って甘えてしまう。

「ゆっくり、寝ちゃうまで今日の事お話してくれる？」

　メリッサに抱きしめられ、ゆりかごのような心地の良い感覚の中。必死に眠気に耐えつつ、今日巨大蛙を追うために飛び立ってからの事を話していく。頭を抱きかかえられてるので、メリッサの顔は見えないが、多分。微笑んでるんだとなんとなく感じた。

　半分眠った頭では分かり易い説明は出来なかったが、メリッサには分かったみたいだ。話が終わると、メリッサは一呼吸間をおいて断定するように言う。

「そっか……クリス君の初恋ってお兄さんのお嫁さんなんだ」

　反射的に否定しようとしたが、メリッサのおっぱいを押し付けられ言葉が出ない。振り解いて誤解を解こうとしても、疲れと眠気でどうにもできない。

「自覚……あったんでしょ？」

　イレーネに使った『告解』は自分の全てを曝け出し、神に言葉を届ける神聖魔法。その効果は使用者である俺にまで及んだ。そして魔法の修業に励んだ一番の理由を否応なしに自覚させられた。

　貴族の女の子と結婚するには偉くならないといけない。それが成り上がりを目指した最初の理由。

　所詮は八歳の頃の話だ。当の俺ですら再会まで気付かなかった気持ちを自覚させられ……妻を愛し求める事で誤魔化してた……情けない、俺って情けないな、何が勇者だ情けなくて涙が出てきた。

　眠りに落ちる直前、滲んだ視界であっても。メリッサが優しい笑顔で俺の頭を撫でてくれているのが見えた。
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　カーテンの隙間から差し込む日の光で目を覚ます。昨夜は安定期とはいえデシデラータは妊娠中なので、セックスは控えめにして、二人きりでイチャイチャして夜更かししたせいか、まだちょっと眠いな。

　外の明るさからみて、いつもよりは寝坊したけど、別に仕事が果てしなく詰まってる訳でもないから焦る必要もない。否、果てしなく詰まってた仕事を何とか終わらせたので、今のボクは朝ゆっくり休めるのだ。

　ふっ執務室で夜を明かすのはもう嫌だよ……おかしいな領地が豊かになって人口が増えると、比例するかのように仕事が増えるってどういうことだ？　責任者呼んでこいよ！　ボクだがなっ！

　まぁ終わった事だ、ボクはもう同じ轍は踏まないぞ！　うむ、睡眠時間を削って仕事なんて不健全だからね。

　今日のように、軽く寝汗を流してから着替えて、のんびり妻たちとお喋りしながら朝食を食べられる。そんなゆとりある朝を毎日迎えたいものだ。今までみたいな激務を毎日していたら、ボクの目指した幸せな生活なんて夢のまた夢だからね。

　さて、幸せな生活の第一歩として、妻と一緒に朝風呂でも入ろうかと思い、すぐ隣のデシデラータを起こそうとした。けど穏やかな寝息を立てているので、手が止まってしまう。

　うーん、起こすのも可哀想だし、もうちょっとのんびりしようかな？　寝過ごしても最近ボクの秘書的な立場になった、メイドのモルガノが起こしに来るだろうし。

　無防備な寝顔を眺めてると、髪を撫でてあげたくなった。艶のある髪を手櫛で梳くと、くすぐったそうに身み動じろぎする。ふふっ安心しきった寝顔は年齢よりも幼く見えて、守ってあげたいと自然と思えるな。

　大きくなったお腹を、圧迫しないよう気を付けて抱きしめると、ボクの体温が気持ちいいのか、甘えるように身を寄せてくる。

　あぁもう、可愛すぎる！　いっそ今日の予定は全部キャンセルして夫婦で過ごしたい。まったく、こんな妊娠中の妻と休日を過ごせないくらい、仕事を増やしまくった馬鹿は誰だ？　ボクなんだが。

　ともあれ明日は何年もかけて準備した、一大事業の開始を周知するための式典だ。段取りはほぼ終えていて、今日は式典に参加する有力者との面会が数件だけで、先方も忙しいので待たせるわけにもいかない。

　キャンセルしたりすると、今後余計な仕事が増えるので起きなきゃな、サボりたいけどサボれない立場が恨めしい。

　考え事をしながら抱きしめてると、うっすらとデシデラータの瞼が開いてきた。

「んっ……むにゅ……カール様？」

「起きたのかい？　おはようデシデラータ」

　毎朝の事だが、起きた直後のデシデラータは可愛いなぁ。彼女は朝が弱いのでボクより先に目を覚ました例ためしはない、この寝惚けたデシデラータは、忙しい毎日のちょっとした楽しみだ。

「……ふにゃ……おはようごじゃいましゅ」

　普段はボクの正妻として、恥ずかしくないようにしっかりしてる彼女。けど半分寝てるこのポケ～っとした表情はギャップが堪らない。

　抱きしめたままなので、そのままキスして舌を絡める。そうしてる内に目が覚めてきたようだ。日が差してるとはいえ寝室はまだ薄暗い。それでも分かるくらいに紅潮したデシデラータは、恥ずかしいのか背を向けて毛布を被ってしまう。

　照れ屋さんだなぁ、可愛い妻の姿に俄然やる気が湧いてくる。良しっ！　やるぞ！　今日がボクの幸せを掴み取るための第一歩だ。

　ベッドから降り、カーテンと窓を開けて、背伸びしながら爽やかな朝の空気をいっぱいに吸いこむ。デシデラータを連れて寝汗を流そうと振り返ろうとした瞬間……なんか高級住宅街の一角からものすっごい光を放たれた。

　ボクは確信した、あぁまた何か思い付きで余計な事やりやがったな……。
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　翌朝、兄貴たちに貸した家を訪ねた。おっちゃんはまだ朝食を食べてる最中で、同じテーブルでは兄貴とイレーネがのんびりお茶を飲んでた。

「おーっす、おはよう。ちょっと兄貴とイレーネに話あんだけど良いか？」

「おはよう、どうした改まって？」

「おはよう。意外と朝早いのね？　話する前にアンタのお茶も淹れるからちょっと待っててね」

　ノワール達三人を見かけないので出かけたのかと思ったが、昨夜遅くまで家の中を探検したりしてたそうでまだ寝てるらしい。アイツらって、一応おっちゃんの護衛じゃないのか？

　とりあえずイレーネが淹れてくれたお茶を飲んで一息つく。隣ではおっちゃんが山のように積み上がったパンを、幸せそうに頬張ってるが放っておこう。

　手土産代わりにヴィヴィアンが作ってくれたケーキを渡しといたけど、兄貴たちの分まで食わないよな？　おっちゃん良い人なんだけど食い意地張ってるからなぁ。

「道中話したと思うんだけど、明日は俺の結婚式なんだよ。今晩は身を清める意味で神殿に泊まる決まりなんだ、それで立場上同性の世話役いないと駄目とかでさ、兄貴にお願いできるか？　ノワールだと勘違いする奴が必ずいるし」

「良いよ、ふふっ本当に偉くなったんだなぁ。スカートめくりして遊んでたお前が、二人のお姫様と結婚式なんて想像もしなかったよ」

　当時は恥ずかしがる姿が可愛いと思って、近所の女の子は全員スカートめくりしてたなぁ。イレーネを狙って返り討ちにされたのも良い思い出だ。ムキになって次の日に、奴のビンタを掻い潜りスカートめくってやったりもした、その後は当然の如く反撃で殴られたが。

「結婚式といえば、兄貴たちは？　村の教会で式挙げたのか？」

「ええ、村中の人が集まって祝ってくれたわ」

　結婚式そのものは、正装をしたうえで神の前でこれから夫婦になると、誓いを立てるだけで終わるものだ。しかしそれだけだと味気ないというか、一生の記念にならないので参加者全員で盛大に祝うのが通例となってる。

　一般の人なら別に普段よりちょっと豪華な食事を振る舞う感じで良いのだが、仮にも貴族となると見栄もあって下手な宴席にはできない。俺の場合には大神殿が張り切って準備してるんだがどうなるんだろうか？

　なにか手伝えることはないかと聞いても、曖昧にはぐらかすだけで教えてくれないんだよなぁ。国のメンツがかかってるとかで、トラバントさんが特に力を入れてるとアルテナが言ってたが。

　二人の結婚式の話を聞いてる内にお茶を飲み干した。お代わりを用意しようとするイレーネを止めて、二人を連れて庭に出る。

　理由も言わず強引に引っ張り出したが、兄貴が何も言わずに付いてきたのでイレーネも何も言わない。

　さて、普段俺の護衛をしてくれるユングフィアを屋敷に残して、一人で来た目的を果たすか。

　ある一つの魔術を行使するために、周囲の全てが見えず、聞こえず、感じないほどに意識を深く己に埋没させる。何も感じない中でまだちょっと胸が痛むのを無視して、自分の器いっぱいの魔力を一つの術に注ぎ発動させる。

　詠唱は無い、術の発動に必要なのは意思だ。全ての魔法は精神の力に左右される。例えば憎んでる相手に治癒を施そうとしても碌ろくに効果は無く、愛する相手に攻撃魔法を放ってもその威力は激減する。

　神聖魔法【祝福】。己の力の源泉である神に、夫婦となる二人の幸せを祈り、明るい未来を願う神聖魔法。祈る、兄とその伴侶の幸福を。二人が寄り添い穏やかに微笑み合う姿を寿ことほぐ。碌に信仰してないけど、この時だけは全身全霊で祈る。

　俺も自分の嫁に祝福をかけてるがここまで魔力は注いでない。決して手を抜いてる訳ではないが、あくまで対象は一人だけ。この場合は母体の保護という側面が大きい。

　しかし夫婦に祝福の魔法をかける場合、単純に消費が二倍になるだけでなく。夫婦の結びつきを強め、幸運を齎もたらす効果があり、魔力を注げば注いだだけ効果は絶大なモノとなる。決して二人の絆が途切れないように、断じて二人に不幸など寄せ付けないように。

　祝福が発動した瞬間。カロリングの街の全ての場所から分かるほどの膨大な輝きが天から降り注ぐ。女神の代理人である勇者が扱う神聖魔法は最上格、この瞬間史上類を見ないほどの祝福の輝きが、カロリングの街を包み込んだ。

　ちなみにオリヴィアは女神が直接祝福したから例外中の例外。神殿の深部で祝福を受けたから街には届いてないけど、祝福の光の膨大さはたった今俺が全力で発動した術を遥かに上回り比較にもならない。

「こ、これは……」

「祝福……なの？　こんな巨大な規模の魔法なんて……」

　光の量は街そのものを覆うほど。しかし決して目を傷めない優しい光に包まれた二人は、いきなりの事に呆然としている。

　そうして光が収まりいつもの庭の風景に戻る。なんか家の外が騒がしいが俺は知らん、そんな事を気にしてるような気分じゃないし。

「ありがとうクリス。お前に祝福をかけて貰うなんてちょっと予想外……クリス？」

「おっおっ……おめでどう！　ぐすっ！　ふっふっ二人とも！　じ……じあわぜに……ふぐっ、うぐぐ……」

　ううう……涙が止まらない、兄貴が幸せで嬉しいけど、割り切ったはずなのにまだ胸が痛い……けど、うん、なんか……ケジメがついたというか、気持ちに整理が付いたような気がする。

　普段だったら俺が泣いたりするとからかってるだろうイレーネだが。こいつは祝ってくれた人間を茶化すような奴じゃない、俺の涙に言及はしないで、ただ頭を下げて一言。

「ありがとうクリス」

「ぐすっ！　ふん……バーカバーカ勇者の俺が祝福かけてやったんだから、もっと感謝して敬えバーカ！」

「うん、ありがとうクリス。嬉しい、とっても嬉しいわ」

　幸せそうに笑ってお礼言うんじゃねぇよ。また泣きたくなってきただろうが……。

「と、とにかく兄貴！　午後にカール王子と面会の予定なんだ。その前に嫁さん達を兄貴とノワールに紹介するから迎えに行くまで待っててな」

「クリス、ノワール達と話していかないのか？」

「もう行っちゃうの？　お礼ってほどのモノじゃないけど、アンタの好きな干しリンゴ入りのマフィン作ってあげるのに」

「新婚夫婦の隣で泣きっ面でいられねぇよ。昼飯は俺の嫁さん紹介するついでに用意すっからな！」

　それだけ言い残すと、返事も聞かずに、とにかく走る。正直泣き顔は誰かに見られたくない。なので認識阻害の術で姿を誤魔化して、なんか家の周囲に集まって騒がしい人達を避けるが……。

「ねぇ……悲しいの？」

　認識阻害で誰にも見れない筈の俺を真正面から見据え、何事もないかのように話しかけてくる女性の、その優し気な声色に……ぞくりと怖おぞ気けが走り。咄嗟に人の多い街中から離れ、空き地の目立つ開発途中の区画まで全力で走る。

「生憎だが見知らぬ他人に心配して貰うほど悲しんじゃいないっての！」

　走る、走るっ！　勇者の膨大な魔力の大半で身体強化してとにかく走る！　しかし『ソレ』は優し気な微笑みを一切変えずにすぐ背後に付いてくる。

「とっても悲しい事があったのね。大丈夫よ慰めてあげる。なんて可哀想なの。もう悲しまなくていいの。私が助けてあげる」

　優しそうな表情で、声で、雰囲気を一切変化させずにぴったりと背後に追従してくる『ソレ』が何なのか、言葉にしなくても感覚で理解させられた。

「だから悲しんでないって！　言ってんだろ【神罰鉄槌オラクルハンマー】ぁぁぁぁぁ！」

　手加減なし、常人であれば死体も残らない威力で放った最大級の神聖魔法を『ソレ』に叩きつけるが……駄目、あの男と同様に掻き消され足止めにもならない。

「悲しいのは嫌だものね。可哀想な人は助けないと。心の嘆きが聞こえるわ。もう悲しまなくていいの。なんて可哀想なの」

　マリー・アリス・カーロン。不老に到達した魔女はただ、俺に同情する言葉を繰り返すだけでまともな会話は成立してない。

　勇者としての特殊能力で俺の言葉は疑われず信じてしまう筈なのに、会話が成立しないのは……つまり彼女は俺の言葉を一切聞いちゃいない。

　幻術は精神干渉だから一切通用せず、攻撃魔法は触れる事すらなく霧散し。【収納空間】から取り出したスライムジェルを操り拘束しようにも、俺ができる事は彼女はそれ以上に出来るので、逆にスライムジェルの支配を奪われる始末だ。

　なんとか誰もいない空き地までたどり着き『ソレ』と対峙する。見た目は二十歳前後の結構美人さんだ。髪も肌もよく手入れされていて、着ている服も少々野暮ったいが清潔で綻びも見えない。

　少なくともちゃんと化粧をして、ちゃんと洗濯した服を着ている以上は、会話不能な狂人という訳ではないと思うんだけど。

「大丈夫よ慰めてあげる。悲しいのは嫌だものね。心の嘆きが聞こえるわ。とっても悲しい事があったのね。もう悲しまなくていいの」

　一切表情を変えずに、同じ言葉を何度も繰り返す彼女の目は俺を見ていない。イザベラさんはなんと言ったか、悲しむ人を放っておけないだけの善人が歪んで真逆に突き抜けたと。

　あの男がかけられていた術を思い出す。つまり彼女は無差別に悲しんでる人に手を差し伸べてるだけ、そして差し伸べた結果どうなるのかなんて一切考えてない。

　潜在能力を引き出したうえで、その悲しみの原因を取り除こうと暴走させるのが彼女の奥義。この場合俺が悲しいってのは、自分でも気づいてなかった初恋に破れたから。つまりあの男の状態を自分に置き換えると……。

「俺の手で兄貴を殺させようってか？　反吐が出るなおい」

　女性は殴りたくないとか甘い事言ってたら危険なんてもんじゃない。目の前の魔女は女性ではなく人間の形をした『ナニカ』なのだと自分に言い聞かせ、最大限の身体強化のまま距離を詰める。

　魔法は効かないのなら殴るしかない。魔女は俺を見ていないから魔法障壁すら展開してない、一撃で。何か術を使われる前に一撃で倒さなくては！

　しかし、不老にまで達した魔術の達人は、接近など意にも介さずに、限りなく優しい目を俺に向けたかと思うと……頭の中に……響く、まるで子守歌のような……。

【貴方の悲しみ、嘆く魂の声に、私は何度も涙する。雨が降り地は豊穣、天は晴れ渡り心に陽が差し、魂は新たに芽吹く】

「がっ！　がぁぁぁぁぁぁ！」

　胸が焼ける。頭の中に煮えた油を注がれたかのように、視界が濁り目の前の魔女に感じていた怒りや危機感が段々と薄れていく。その代わり、幼い日のイレーネとの出来事が鮮明に蘇ってくる。

「もう大丈夫よ。悲しいのは嫌だものね。もう悲しまなくていいの。私が助けてあげる……貴方の心の曇りが晴れますように」
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　聖職者が普段生活するには些いささか華美に過ぎる屋敷の一室で、お茶をもう何杯飲んだだろうか？　茶菓子も高級品だな、少なくとも下級貴族じゃあるだけ食って良いとは言い難い値段だったと思う、私は興味ないが資産管理を任せてる使用人がそんな事言ってた。

　王都の中央、愛の女神の大神殿にほど近い場所にこんな豪邸を建てるとは儲かってるんだなぁ。それに毎日大神殿職場に向かうのに便利だな、我が家は王城職場から離れてるから羨ましい限りだ。通勤時間が減ればその分寝てられるからな。

　正直こうして待たされてる時間があったら仮眠でも取りたいところだが、壁一面に飾られたヘルトール家ご令嬢の姿絵が私の貞操を狙ってるような気がして、早い話が落ち着けない。

　気を紛らわすために出された茶菓子を食ってると、廊下からどすどすと随分と重量感のある足音が近づいてくる。

「お待たせいたしたログハウゼン卿」

「アスヘル司祭長のご多忙は十分承知ですよ。お気になさらず」

　面会の予定時間よりも一時間も遅れて、欠片も申し訳ないなんて思って無さそうだなこのデブ。ついでに愛の女神神官が好む香水の匂いに紛れて精臭が微かにするな、この生臭坊主め。

「して？　首尾は如何か？」

　気にするなって客側が言っても、待たせた側が気にした素振りもなく本題に入るな。もうちょっと会話するゆとりを持つのが上流階級の嗜みだぞデブ。これで神聖魔法に関しては王都で五指に入るのだから、愛の女神様はナニを考えてんだろうなぁ。

「問題はありません、魔女をかの地へ誘導するのはそれほど難しくはなかったですからな」

「おぉ流石はログハウゼン卿」

　正直に言おう、不老に達した魔人や魔女は元々善良であろうが魔術を窮きわめる過程で歪む。凡人の私には理解できない領域に至るには人の心は弱すぎるからか。

　若いままでいられるのは良いかも知れないが、そのせいで精神を病むのは哀れといえば哀れなのだろうか？　少なくとも私の知る【悲癒の魔女】は心を病んだ哀れな女にしか見えない。

「ぐふふ、あの男を確保しておいた甲斐があったというもの。儂が買う予定だった奴隷を奪いおって、精々火矢として役に立つなら女神のお導きというものよ」

　このアスヘルは、愛の女神の加護を得たヘルトール家のアンジェリカに異常な執着を持っているが、立場上流石に手を出せずにいた。

　その代わりに彼女に瓜二つの姉オリヴィアを自分のモノにするべく、周囲から異常なほど憎まれているのを利用し、奴隷にするよう関係者を唆そそのかした。しかし詰めが甘かったのか、運がないのか、無能なのか？　まぁ全部だろうがオリヴィア狙っていた奴隷は別の男に買われ行方不明となった。

　怒り狂いその買った男を捕らえ私刑を加えては治癒するといった、私には理解できない報復をしていた。

　そして勇者誕生の報が王都に届き、その妻となった女性は紛れもなく行方不明となったオリヴィアだった。私に魔女を探すように依頼してきた時は凄まじい荒れようだったな。

　下種な劣情とはいえ想い焦がれた女が他人の女房になった知らせを見て、相手が決して手を出せない勇者ときたもんだ、だからといって魔女を嗾けしかけるかねぇ、バレたらアンタ死刑じゃ済まんぞ？

　ちなみに私はこの王都で情報などを管理してる立場なので、証拠は一切残してないので言い逃れは可能だ。一応依頼主なのでアスヘル司祭長もな、今後の行動でどうなるかは私は知らん。

　勇者が死んだあと未亡人となった夫人たちを、どうにか手に入れる算段を自慢げに私に話すあたり駄目そうだ。アンタ神聖魔法の腕しか取り柄が無いんだから欲張り過ぎると死ぬぞ？　面倒だから指摘しないけど。





◆　　　◆　　　◆






　あ、あ、危ねぇぇぇ！　ヤバい、今のは本気でヤバかった。あの暴風の男の感情を消した途端に術が解けたのと、悲しみの感情を燃料にするって話を聞いて、咄嗟に自分の『哀』の感情を封印したら、脳髄を焦がすような熱は一瞬で消え去った。

　熱が消えると同時に失っていった感情も元に戻り、無防備に棒立ちの魔女の胸元を思いっきり殴りつける。

「がっ……ぐふっ……」

「や、やば！　今の感触は……」

　なんか感触がおかしいと思ったら、俺を遥かに超える魔法使いなのに一切魔術的な防備がなかった。最大限に強化した拳は骨を砕き肺や心臓に致命傷を与えたかも知れない。

「くそっとりあえず治癒だ」

　彼女は危険人物だ、だからって殺したくはない。無力化させてから大神殿で上位の神官たちと大規模な儀式で危険な奥義を封じ、叶うなら歪んだ精神をまともに戻せればと思っていたが……治癒の魔法まで無効化するのかよ魔女は！

「おい！　魔法無効化の術式を解除するんだ！」

「……悲しくないのね、あぁ良かった……みんな泣かないで……笑って過ごして欲しいの……大事な人に……笑っていて欲しかった……だけ……」

　イザベラさんは言っていた、彼女は泣いてる人を放っておけない善人だと。そして窮めた果てに、歪んでしまったのだと。

　くそ、トレニアがいればなんとかなったのに！　呼ぶ？　時間がない。屋敷に連れてく？　その間に死ぬ。

「あぁもう、出来る事をするしかねぇ！　本気で治癒するから頼むから無効化するなよ！」

　不老の彼女がどれほど長生きしたのか知らないが、勇者の俺が使える最上級の回復魔法を手当たりしだい使う。無効化される。治癒ではなく延命の術をかける。無効化される。とにかく使う。無効化される。

　彼女が神聖魔法の使い手との交戦経験が膨大なのは分かった、なんの慰めにもならんがな！

「ふふ、みんなを……たすけたくて……まじょは……かみさまに……きらわれるの……わかっ……てた…………あり……がと」

　神様に嫌われるって、回復魔法そのものを受け付けないって事なのか？　……それじゃその不老の秘術を消せば問題ない？

　後で知った事だが、得意とする属性に関係なく不老の秘術は神々が禁じた禁忌であり、神の力を借りる神聖魔法との相性は最悪といって良い。歴史上神の加護を得た人間はどれだけ才能があろうと、絶対に不老に到達できない理由でもある。

　そのことに気付いた瞬間、何故かそれが出来ると分かり……自分の封じていた『哀』の感情を解く。

　彼女に死が近づき、術が解けかけてるのか焼けるような熱さは無く、胸を締め付けるような悲しみに涙が止めどなく溢れ出る。

　感覚的に理解できる。悲しみを燃料に潜在能力を解き放つ彼女の術は、対象の望みを顕現する。俺をぶちのめしたいと願ったあの男は暴風を纏い。俺は、俺の願いはオリヴィアたちを幸せにしたい。どんなに悲しくてもそれだけは譲れない。

　ちょっとイレーネに未練あるけど兄貴と幸せになって欲しいし。ノワールも、両親も、この街で出会った人たちも……だから、害あるモノを封じて皆を守ろう。

　苦しいくらいの悲しみの中で、自分の心の在り方を定めたと同時に、手の中から黒い球が飛び出す。感覚的に使い方が分かり、黒球に不老の秘術を封じ、それと同時に受け付けなかった神聖魔法の効果で瀕死の彼女の呼吸が元通りになる。

　ふむ、不老の秘術を封じた黒球はとりあえず【収納空間】に放り込み、後で海の底にでも捨てておこう。もう一つ、彼女が危険な原因である奥義もまた黒球に封じる。コレはまぁ俺以外に封印は解けないけど本人に返すか。

　手から取り出す黒球を見る、固有の魔術を封じれた効果から見て概念的なものを閉じ込める術か。便宜上封印魔法とでも呼んでおこうかね？

　穏やかな寝息を立ててる魔女、いやマリーさんを宿屋に連れて行きベッドで寝かせる。勿論顔は誤魔化して宿代は先払いにしておいた。事情を書いた手紙を置いて宿屋を出る。

　しかし、ボロボロ泣いたせいでひでぇ顔だな俺。こっそり誰の目にも止まらないように屋敷に帰る。

　厨房にはヴィヴィアン、風呂にはディアーネとメリッサがいるだろうから、洗濯場にある井戸で泣き顔を洗う。

　あーなんか泣いたらスゲェスッキリした。我ながら単純な性格してると思うがマリーさんとの戦いで切り替えできた気がする。うん、俺の初恋は終わり。これからは俺の事を好いてくれている嫁さん達を今までより大事にするのだ。

　今朝までのモヤモヤした状態で結婚式なんて、ルーフェイとアルチーナに申し訳ないからな。

「あら？　クリス様いつの間に戻られたのですか？」

　水桶から顔を上げると、そこには体操服姿のアルチーナがいた。昨日は結婚式の段取り確認の為に泊まったんだった。

　それはそうと真っ白な太股が眩しい『ぶるま』を穿いてるので、つい物陰に連れ込んでしまいそうだが、なんとか平静を装う。

「い、いや……その、兄貴とその嫁さんのイレーネに祝福をかけてきてさ。その後街を案内しようって考えてたんだけど、なんか俺がお邪魔っぽかったから帰って来たんだ」

「そうでしたの、うふふ。夫婦仲が良いのはご兄弟で一緒なんですね」

　とりあえず泣いていたのを知られたくないので、ジャバジャバと顔を洗い続ける。

　とはいってもいつまでもやってたら変に思われる。タオルを取り出し顔を拭きながら、なんで体操服姿なのか聞いてみると、この屋敷は俺以外男の目が無いので、動きやすい『ぶるま』で運動しようと思ったそうだ。

　会話してる間に涙の痕が見えないように誤魔化して……よし、俺が大事にするべきは、目の前のアルチーナは勿論、オリヴィアを始めとした嫁たちだ。

「カール王子に会うのは今日の昼だから、その時に兄弟二人を紹介しようと思うんだ。それまで時間あるから運動するなら一緒にしようか？」

「はい！　それでは一緒にハゴータで遊びましょう」

　一緒に運動というのがアルチーナ的に嬉しいのだろう。取っ手の付いた木の板で、羽根付の小玉を打ち合う。このハゴータをやるのは初めてだけど、暫く二人で楽しんだ……が、マリーさんとの戦闘で随分と消耗していたようですぐにへばってしまった。

　ううう、嫁の前で情けない姿を晒すなんて不覚。祝福の光で消耗してるのだと思ってくれたのか、ヘトヘトの俺をアルチーナは、井戸の近くの芝生に座り膝枕してくれる。

　何も言わずに膝を貸してくれるアルチーナは良い子だなぁ。腰に手を回してお腹に頬ずりすると、ちょっとくすぐったそうに身動ぎしただけで、あとはポンポンと頭を撫でたり髪を梳いたりと、気持ちいい。

　少し眠くなってきた……あぁアルチーナの太股は良い匂い……それに柔らかくて、温かくて。けど寝てしまうのは勿体ない……眠い。

　なんとか睡魔に抗うべく、他愛もないお喋りをする。起き上がれば良いと思うんだが『ぶるま』姿の美少女に膝枕してもらってると離れ難い。

　そうして芝生に寝転がりつつアルチーナと過ごしてると、不意に、ちょっと気恥ずかし気に顔を赤くして質問してきた。

「そうだ、クリス様……結婚したらクリス様の事を、あなた様って呼んで良いですか？」

「勿論好きに呼んでくれて構わないよ。いっそ呼び捨てとかどうだ？」

「駄目ですよ、他の夫人がそうお呼びするのは気にしませんが、私にとっては生涯お仕えする主人ですもの。末永くよろしくお願いします。あ・な・た・様？」
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　うむ、なんかちょっと俺まで気恥ずかしいな。自分の顔が赤くなってるのが分かる。それで妙な空気が漂いお互いなんとなく無言になってると、何処からともなく妙に溌はつ溂らつとした声で話しかけられた。

「にょほほほ！　み～つ～け～ま～し～た～わぁぁぁぁ！　おはようカッコいい人！　朝日が爽やかだから気持ち良い事しませんか！　具体的にはセックス！」

　なんかバカが現れた。おかしいな、なんでコイツが中庭に出没するんだ？

「なんでお前離れから脱出してんの？　閉じ込めるような結界は張ってないけど、部屋とか廊下に鍵掛かってただろ？」

「ババアが朝起きたらいなかったので二階から飛び降りました！　それよりも良い所で会いましたね！　さぁイキましょう、ババアから逃げてめくるめく快楽と愛欲の世界に！」

　確かに離れにあるベランダから庭に出れるけど、まさか仮にも公爵家の令嬢が飛び降りるとは思わなかった。こいつには精神に作用する闇属性の結界が何故か効かないから、念入りに外側から鍵かけてるんだけど、ベランダから落ちるのは想定外だったな。

「分かった。今後ベランダには支配した魔物置いとくから希望はあるか？　ある程度好みに合わせてやる。お勧めは水蛇竜だ、結構見慣れると可愛いぞ。逃げようとしたら跡形もなく喰ってくれるのが最高だ」

「あなた様、街中で水蛇竜なんて飼えません」

　そういえばそうだった、それに水蛇竜って臭うからみんな嫌がるだろうしな。

「ふっその冷たい反応、照れ隠しと思えば更に燃えて濡れてきますね」

「相変わらず間違った方向に前向きですねアンジェリカ」

「ふっ！　誰かと思えば殿下ではないですか。胸が小さいから気が付きませんでしたわ。それはそうとその人を膝枕とは……つまりそういう関係なんですね？　分りました良い男に女が群がるのは仕方がないので、殿下も交えて３Ｐを認めましょう」

　そう言って胸元を寄せて、おっぱいを強調するポーズをとりながら、「まっ私と並んだら見向きもされないでしょうけどね、そのおっぱいじゃねぇ」とか言い出すバカアンジェリカ。王女相手にもこんな調子なのか。あぁアルチーナ抑えろ、殴りたい気持ちは察するけど触ったらバカが伝う染つるぞ。

「こ、これから！　これから大きくなるわ！　結婚して子供が出来れば大きくなるって聞いたもの！」

　ちょっとムキになって言い返すアルチーナ。安心しろ二人並んでも俺はお前を選ぶから。なんというかこのバカアンジェリカは身体はエロいし顔は好みだけど、言動その他が残念すぎてそういう気になりそうもない。

「おほほほ！　私より年上でその平べったいおっぱのひょぉぉぉぉ！」

　うむ、何処からともなく飛んで来た扇子が、バカアンジェリカの後頭部に良い音を立てて直撃したな。頑丈だけど軽い素材で出来た扇子だから、ダメージは無いだろうけど、勢いよく飛んで来たから痛そうだな。

「のぉぉぉ！　し、しまった！　ババアに見つかったわ！　た、助けて、お礼に私の身体に好きなだけ劣情をほぉぉぉぉぉ！」

　間髪入れず飛んできた扇子はバカアンジェリカの脳天に綺麗に直撃する。見覚えがある扇子だから多分投げたのは、離れの二階のベランダに立ってるフローリパさんなんだろう。

　結構距離あるのに良く当てられるな、礼法だけじゃなく武術も達人級なのだろうか？　あ、二階から飛び降りて何事も無いように着地した。それで年齢を感じさせない躍動感あふれる走りでこっちに向かってくる。

　フローリパさんに捕まるのは確定として、コイツは身体能力は普通のお嬢さんというか、むしろ同年代の子と比べても鈍い方だ。二階から飛び降りた時転んだのか、見れば膝とか擦りむいてる。

　仕方ないな、この根性の使い道を激しく間違ってる義バ妹カがちょっと可哀想になったので、一応傷を治してやる。本人は頭の痛みに呻いてるので気付いてないっぽいな。

　ついでにこっそり習得したばかりの封印魔法で愛される呪いを封じようと試したら黒珠が逆に破裂した。うーん流石に神の祝福は無理か。

　擦り傷を治し終わるのとほぼ同時に、フローリパさんがやって来て、俺とアルチーナに一礼する。こっちも年長者に挨拶されたからには寝てる訳にはいかず、急いで立ち上がる。

「おはようございますフローリパさん。今朝早くに出掛けてたようですけど、何かありました？」

「ええ、実はお譲り頂いた素材で鉄扇を一つ誂あつらえまして、受け取るためにヘルトールの屋敷まで。当家お抱え職人達の最高傑作といえる出来栄えでございます」

「あの素材で作った鉄扇ですか！　凄いです、後で拝見させていただいても？」

「勿論でございます殿下。後ほど皆が集まる食堂でお披露目をいたしましょう。それと当主様、今朝の光なのですが……」

　挨拶の後談笑する俺たちを尻目に、コソコソといった感じで離れるバカアンジェリカだが、世間話をしていてもフローリパさんが見逃すはずもなく、あっさりと捕まる。

「アンジェリカ……貴女はまったく！　何を考えてるのですか！」

「エロい事に決まっておほぉぉぉ！」

　そして脳天に直撃する扇子。そういえば貴婦人の護身術として鉄扇を自在に操る『演扇舞』って武術があったな。師匠の死別した奥さんがコレの達人で、何度も叩きのめされたって言ってたっけ。

　畳めばこん棒。広げれば盾。投げれば軌跡は変幻自在。と、この『演扇舞』の達人が舞を披露してるとき、剣の達人が一切切り込む隙が無かったと言われてるが、フローリパさんもその領域なんだろうか？　あの素材で鉄扇を作らせるくらいだし相当な腕なんだろうな。まぁそれはともかく。

「いぃぃぃやぁぁぁ……もう勉強嫌ぁぁぁ！　お願い助けて良い男、お礼に私の身体をのほぉぉぉぉ！」

「申し訳ございません当主様。朝から見苦しいモノをお見せしてしまいました。コレには厳重に教育を施しますので」

　襟首掴まれ離れに引き摺られていくアンジェリカ。額の魔法道具は、聞いた話じゃ頭に巻いたチェーンが締め付けるそうだ。鈍い光を放ちながらギリギリと締め上げる音が聞こえる。

「にょぉぉ！　私は良い男を諦めたりはしないわよぉぉ！　っていうかお願いだからせめて名前教えてぇぇぇ」

　とりあえず連行されるバカな義妹には「フローリパさんが認めるくらいまともになったらな～」とだけ言って、手を振って見送る。

　はぁ。なんかアレと遭遇すると精神的にも疲れる。とりあえず何事も無かったと自分に言い聞かせ、アルチーナと風呂でイチャイチャしよう。そこで疲労した心と体を癒そう、そうしよう。





★　　　オードＳＩＤＥ　　　★






　今朝は凄い光が街を包んだとお義母様から伺いましたが、わたくしはちょっと朝に弱いので気が付くことができず、注意されてしまいました。あうう……申し訳ございません。

　日の出とともに起きて、所用があったため、ヘルトールの屋敷から戻る最中に、優しい祝福の光に包まれ、一瞬だけ我を失うほど感動したとの事。

　その光で普段起こすまで起きないアンジェリカが目を覚まし、お義母様がおられないからと逃げ出したのですが、すぐに捕まったようです。今はお義母様からさらに厳しい指導を受けてます。ううう、母親のわたくしがもっとしっかりしていれば！

　ここは一つ、何かお手伝いさせていただきたいと、お義母様にお願いしても、わたくしは甘すぎて指導に向かいないと断られました。はぅぅ……このままでは役立たずです、そうだわ頼れる義理の息子にお願いしてみましょう。

　お昼前にカロリング卿との面会の予定があると聞いてます。それまでは時間があるのでクリスは食堂でオリヴィア達とお喋りしてました。あら？　アルチーナ殿下がクリスに膝枕してもらってます。あらあら仲良しですわね。

　食堂に入るとすぐに気づいてくれたようで、膝枕してもらっていた殿下が身を起こし、朝の挨拶を交わします。石鹸の良い香りがするので、お風呂上がりなのかしら？

　クリスの近くに腰を下ろしたわたくしにヴィヴィアンさんが、お茶を淹れてくれます。ヴィヴィアンさんってお料理だけでなく、お茶を淹れるのもお上手ね。

「ありがとう、とっても良い香りのお茶ね」

「ケーキもありますよ、殿下も美味しいって褒めてくれた自信作です」

「わぁ美味しそう、早速いただきますね……って、そうじゃありません。クリス、わたくしも何かアンジェリカの躾で手伝えることはないでしょうか？」

　でもせっかく作ってくれたケーキを食べないのは、ヴィヴィアンさんに悪いのでいただきます。モグモグ、はぅ！　真っ赤なベリーの酸味とクリームの甘みがとっても合いますわ。

「え？　あのバカ……じゃなくてアンジェリカの指導はフローリパさんがやる気になってるし、邪魔しちゃ悪いと思うよ。ここで妊娠してるオリヴィアとのんびりしてくれれば十分だよ」

　差し出されるお菓子は美味しいですし、オリヴィアを始め夫人たちとのお喋りは楽しいです。ですが腹を痛めて産んだ娘を真っ当な道に戻すために、わたくしもなにかしたいのです。

　わたくしが力いっぱい意気込みを伝えたところ、クリスやオリヴィアはちょっと困った顔で相談を始めます。オリヴィアは賢いので、きっと何か良い案が出るに違いありません。

「なぁオリヴィア。あのバカの躾がお義母さんにできると思うか？　俺は無理だと思うぞ、性格的に優しすぎる。勉強とかは教えられそうか？」

「アンジェリカもお母様の性格は知ってますから、多分これ幸いと逃げると思います。例えばお手洗いに行くといえば疑わずに何時間でも待ちますし、逃げたと思うより体調の心配をします、お母様は」

　クリスとオリヴィアはどんな相談してるのでしょう？　勉強とか聞こえましたが、学問の指導でしょうか？

「俺もそう思う。フローリパさんの助けになるような仕事はどうだろう？　見本になるならできるだろ。礼法とか完璧だし」

「無理です、のんびりした気質なせいか、お祖母様の指導とは歩調が合いません。あと本人が厳しいつもりでも、凄く甘いです。簡単にサボれます」

　お勉強なら教えられそうですね、わたくしも心を鬼にして厳しく指導しますよ。問題が解けるまでお茶なんて出してあげませんし、お菓子なんてお勉強が終わるまでお預けです。

「確かに、必要だったら俺たちに相談に来ないよな。そもそもお義母さんって、なにか得意なものはあるのか？　楽器とか裁縫とか」

「えーと……教養は間違いなく王都の貴婦人たちの中でも上位なのですけど……お母様は、その、おっちょこちょいと申しますか、不器用と申しますか……」

「オリヴィア、はっきりドジって言った方が良いわよ。楽器演奏の類は音程がズレますし、裁縫すれば指を刺します。簡単な家事ですら使用人が全力で止めるほどですわ」

　ディアーネさんまで相談に加わって真剣に考えてくれてるのね。母親として出来ることはなんでもいたしますわ。

「得意と言って良いのかは分かりかねますが、お母様は動物には好かれやすいので、ペットの世話などは好きです。躾は駄目ですけど」

「うーん、バカをペット扱いで躾けるのは無理か……ん？　ペット？　そうだ良い事思い付いた」

　なにやら話が纏まったようで、クリスはすぐ戻ると言い残して出かけてしまいました。えっと……わたくしはなにをすればよろしいの？

「旦那様がお母様にできることを思いついたので、準備ができるまでお待ちください。お茶のお代わりを淹れますね」

　ありがとうオリヴィア。ダメっ子なアンジェリカをまともな令嬢にするために、わたくし頑張ります。
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「とりあえずバカが逃げないように、見張り用の魔物でも捕まえようと思うんだけど。どんなのが良いだろう？」

「いきなりですなぁ主様。思いついたらすぐ実行に移す行動力には感嘆を禁じ得ませんな。毎晩高速で振ってるだけに腰が軽いのでしょうか」

　そんなに褒めるなよ照れるじゃないかフェノリーゼ。バカアンジェリカが逃げないように部屋を見張るのと、お義母オードさんが手持ち無沙汰なので、餌やりくらいの軽い世話ができるよう魔物を捕まえに森にやって来た。

　魔物を捕まえ教育しペットとして売る魔物使いテイマーはどこにでもいるので、その辺にいる弱いのじゃ珍しくないだろうから、ちょっと冒険者が立ち入らない森の奥地までやって来た。

「見張り程度はこなせる愛玩用の魔物くらい、主様ならすぐ買えるでしょうに……変な見栄のせいでまた面倒事になりそうですな、主に辺境伯の」

　──私も頑張るの。オードをびっくりさせてあげるの！

　張り切るトレニアとは裏腹に、フェノリーゼはちょっと呆れ気味だ。うーん誘っておいて魔物の出る森は拙かったかな？　でも妖精たちは喜んでるし、フェノリーゼがデートする場合の希望通りな筈なんだが。

　大型の鳥型魔物がすぐ見つかったのが幸運だったな。操って俺とフェノリーゼを運ばせたらあっという間に未踏破区域まで来れるんだから。

　森に着いてすぐに襲ってきた体長五メートル以上のモグラの群れは、庭を穴だらけにされても困るし、なんか凶悪そうな顔してるから却下。倒して【収納空間アイテムボックス】に入れておく。

　あまり間を置かずに襲ってきた蛇の胴体に無数の頭が生えている魔物、猛毒を持つことで有名な多頭蛇ヒュドラが襲ってきたが、姿を見せた瞬間に妖精たちに殺された。まぁ気持ち悪いから仕方ないな。ペットなんて論外だ。

　一応素材として魔物の死体を【収納空間アイテムボックス】に放り込もうとしたら、黒光りするデカい甲虫が寄ってたかって一瞬で骨だけにしてしまう。

　──きゃー！　気持ち悪いの！

　頭の上でお気楽そうに応援してたトレニアが、多頭蛇ヒュドラに群がる虫を見た途端に服の中に潜っていく。まぁ確かにうじゃうじゃいて気持ち悪いけどさ。

「未踏破区域の魔物は元気だなぁ」

「なんで主様はアレを見て平気なのですか！　ええい【精霊光スピリチュアル・フォトン爆砕衝・バースト】ぉぉぉぉ」

　フェノリーゼから放たれる膨大な光に虫どもどころか多頭蛇ヒュドラの骨まで消滅する。ついでに目の前の森がだいぶ視界が広がったな。あーあ、骨だけでも結構貴重なモノなんだけど。

「意外だなぁフェノリーゼがちょっとデカい虫くらいで取り乱すなんて」

「アレを見て取り乱さぬ女子はおりませんぞ。早う虫どもが近寄らぬようにしてくだされ」

　──そうなの。気持ち悪いのは近付けちゃ駄目なの！

　珍しく焦って俺に縋りついてくるフェノリーゼの胸の感触に少々気が散るけど、とりあえず虫避けの術を使う。不安げなフェノリーゼとトレニアが可愛いけど、ここでからかったら拗ねそうなので何も言わない。

　ちなみにフェノリーゼが連れて来てる四人の妖精のうち、黄色い羽の子だけは平気そうに周囲を飛んでるけど、他の子たちは俺のポケットに潜り込んで震えてる。やっぱ女の子って虫は嫌がるのか。

　そういえば子供の頃イレーネの奴のポケットに、こっそり飛蝗バッタとか入れた時いつも以上に怒られたなぁ、問答無用で兄貴に拳骨くらったし。あまり無神経だと嫁たちに嫌われてしまう可能性があるから気を付けよ。

「虫避けの結界張ったから大丈夫だぞ。ほら用事を済ませたら好きなトコに連れてくから」

　──お花屋さんに行きたいの。

　──甘い物たくさん売ってるお店に行けるのかえ？

　──おっきなお風呂に入りたいのデス！

　──クリス、こっそりお酒を買ってくるのだわ。

「お前たちは街で好きなモノを買うが良い。という訳で主様、こやつらには小遣いを与えて放っておいて、二人きりで逢引宿でですな……はぷっ！」

　──抜け駆けは駄目なの！　私もクリスとエッチするの！

　おっぱいを押し付け誘惑してきたフェノリーゼと、それを阻止するトレニアのじゃれ合いはともかく。さて、ペットに良さそうな魔物はいないかな？　見晴らしの良くなった周囲には魔物の気配は一切ない。まぁあの威力をぶっ放せば野生は逃げるよな。

「フェノリーゼの一撃で周囲の奴ら逃げちゃってるな。仕方ないから少し歩こう」

「むぅ情けない連中ですなぁ」

　扇状に広がる焼野原を作った張本人はえらい身勝手な感想を言ってるが、改めて見ると凄い威力だなフェノリーゼの必殺技。ダメもとで聞いてみるか。

「あのさ、フェノリーゼの必殺技ってどうやって編み出したんだ？　普通の魔法じゃないだろ」

「ふむ、興味がおありですかな？　といっても大した話でもございませぬ。帝国の後宮にて人質となってから逃げるのに城壁を破壊できないかと工夫しましてな。城壁は魔力を帯びた石材でして妖精の能力が効き難いですから、単純な破壊力が欲しかったのです」

　フェノリーゼの必殺技スピリチュアル・フォトン・バーストは、妖精たちの鱗粉に含まれる魔力を取り込んで、破壊力に転化する。勿論すぐに真似れるほど単純ではなく、彼女の妖精使いとしての才能あっての術だ。

　この術を編み出したのは、偏ひとえに城壁を壊すという目的に向かって、手持ちの札を工夫した結果だとフェノリーゼは言う。

　名前も知らない暴風を纏うあの男との戦いを思い出す。俺はどうしたい？　勿論同じようなのに襲われても嫁たちを守るのだ。どうすればいいのか考えながら、まだまだ先の見えない焼野原を歩く。

「主様？　あの前を……前を見て下され」

　フェノリーゼは妖精たちの鱗粉フェアリーフォースを自分の体内に取り込む事で破壊力を求めた。俺に出来るのは闇魔法、神聖魔法、後は各属性の基本だけ。封印魔法は破壊力なんてほぼないし。

　──クリス！　クリス考え事してる場合じゃないの！　この地域の主を怒らせちゃったの！

　外部の力を取り込むって意味じゃ神聖魔法が良いかな？　そうだな【神罰鉄槌】を取り込んでみる……自分に打ち込んでも痛いだけだから【収納空間】内部にため込む感じで。神罰のエネルギーを【収納空間】に保管するイメージ……。

「主様考え事をしてる場合ではございませぬ！　ドラゴンが怒ってますぞ！　しかもかなり上級の」

　溜めたエネルギーをそのまま放出しても、あんまり意味ないよな。フェノリーゼはどうやって変換したって言ったっけ？　まぁエネルギーの質が違うか。ここはあの時みたいに上乗せする感じ……山のように保管されてる狼の死骸のせいで溢れんばかりの怨念でも。

「【天魔──」

　神罰のエネルギーと、魂の抜けた死骸から漏れ出る怨念。性質的に怨念が消滅するだけかもと思ったけど、意外にも二つのエネルギーは触れると光の粒子になって弾け、少量であっても相当な威力になった。

　──クリスゥゥゥ！　あのドラゴンは危ないの！

「──光咆】」

　胸の前で手のひらを向き合わせ、右手から神罰鉄槌のエネルギーを、左手から怨念の塊を放出し、弾けた光の粒子を前方に放つ。どうせ焼け野原だし試し打ちには丁度良い。

　両掌の中間に発生した光はまるで巨大な狼が吠えるような轟音と共に俺の正面から扇状に広がり視界を真っ白に塗りつぶし……なんかさらに焼け野原が広がっていた。ついでに目の前にデカい大穴があるんだけどこれ俺がやったの？
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　あたり一面焼け野原なので、思いついた術を試し打ちするため意識を埋没させ、放った。二つの性質の異なる魔力が融合した際の反発は予想以上で、フェノリーゼたちを巻き込まないため、可能な限り範囲を限定するのにより深く集中する。

　そして目を覚ますと何故か目の前には胴体が消滅し、首と手足と尻尾の一部だけになったドラゴンっぽい生き物の死骸があった。

　はて？　どうなってるんだ、周囲に魔物の気配はなかった筈。見た感じ生きていた頃の体高は優に三十メートルを超えていたであろうドラゴンを、見逃すとはしくじったな。

「ゴメン、ドラゴンの接近に気付かなかったよ。倒したのはフェノリーゼか、それともトレニアたちか？」

　上級のドラゴンは余程飢えない限り自分の縄張りから出る事はない。だから事前の調査があればある程度安全な相手なんだけど、その代わりに己の領域を荒らす者に対して恐ろしく残忍かつ狂暴だ。

　必要のない危険を冒す愚を『竜の巣に踏み入る』と比喩される。いや竜の巣に踏み入った、つまり地域の主であるドラゴンを刺激した理由は分かるけどな。

　俺は対象の生物以外に影響のない術で敵を倒していたし、妖精たちには極力周囲を刺激をしないよう指示したけど、黒光りする虫の群れに錯乱したフェノリーゼの大技で広範囲を焦土にしちまったんだ、これで怒らない主がいるわけない。

　見渡す限り焼け野原だし、てっきり逃げたかと思って油断したのが悪かったな。フェノリーゼやトレニアたちに守ってもらうとは情けない。

「土中から出現したドラゴンを倒したのは主様ですが……ひょっとして気付いておられませなんだか？　主様の放った光は、ドラゴンの胴体を消滅させてなおも、まるで飢えた獣の如く周囲に散らばり、妾の奥義よりも遥かに広範囲を一瞬で焦土へと変貌せしめたのですぞ」

　そうなのか？　豊かな森だった未踏破区域が、随分と見晴らしがよくなった理由を説明され、改めて見回すと確かに焼け野原の範囲が広がっている。

　フェノリーゼたちを下がらせ、試しにもう一回さっきの【天魔光咆】を空に向かって放つ。【収納空間】に溜めた神罰のエネルギーと、大量に積み重なった月光狼の死骸から漏れ出る怨念は反発し、弾け合い凄まじい衝撃と光を生み出し、空を覆っていた薄雲を吹き飛ばし、まるで空に穴が開いたかのようだ。

「この術……街中じゃ使えないなぁ」

「そも、人に向かって放つ術ではございませんなぁ」

　それを言うならフェノリーゼの必殺技も人に向けるべきじゃないと思うんだが、まぁレイプ魔ブ男だし別にどうでも良いか。

　それよりも、ペットの捕獲だけでなく、マリーさんみたいな普通の術が通用しない相手と遭遇した場合に備えて、オリジナルの術を考え試すつもりでもあったけど、破壊力があり過ぎるのは困るな。

　また別の術は……そうだなぁ。すぐには思いつかないから魔術の先達にアドバイスでも受けようかな？　思いつくのはマリーさんだが、不老の秘儀と彼女の奥義は封印して俺が預かってるだけで、返せって言われても困るんだよな。

　こっそり黒珠に封印した彼女の奥義を自分で使えないか試してみたけど、無理だった。いや黒珠を自分に埋め込む感じで使うと使用可能にはなるんだけど、流石に魔女の奥義と言うべきか、ほんの一端に触れただけでも悲しみの感情で精神を圧迫され、恐らく一週間も経たずに魂が変質しかねない。

　この奥義を編み出そうとした決意や長い鍛錬、その過程で得たものを封印することで。奥義に至るまでにすり減り、忘れ、失ったものを取り戻したのに、返すと元の危険な魔女に戻るからな。

　もう一つ、封印した不老の秘儀を仮に埋め込んだとして、俺が不老の魔人になって強くなる事はない。神聖魔法での回復を受けつけない事からも分かるように、どうもコレって神の加護とかと正反対のもので、がっつり神の加護を受けてる勇者の俺と反発するのだ。

　いや不老とか興味はないよ？　嫁と同じ歩調で生きたいし。自分の子供を看取るなんて冗談じゃない。ただ魔人や魔女って魔力の器が桁外れに強化されるから、調べただけで。

　これもまた返すと、封印したことで魔女になる以前のまともな感性が、奥義と同じく魔女となる過程で歪んだ精神に塗り潰されるから、返さないで封印したままでいようと思ってる。

　マリーさんの奥義で引き出されたこの封印魔法。地味だがとんでもなく強力、しかし地味だ。俺のオリジナルの術と言えなくもないけど、すごく地味だ。大事な事だから三回言ったけど、男としてはカッコいい必殺技に憧れるものなのだ。

「うーん、フェノリーゼの必殺技、俺も練習してみようかな？」

「主様、訓練に付き合うのも吝やぶさかではありませぬが。とりあえずドラゴンの死骸を回収しませぬか？」

「そうだな、結婚式が終わって暇なときに頼むよ」

　一応素材として価値のある爪や牙は残ってたけど、残念ながら非常に高価だったであろうドラゴンの魔核は胴体ごと消滅してしまっていた。仕方なく残ってる部分を【収納空間】に収めた後は、更地の中にポツンと空いた大穴しかドラゴンがいた形跡は残っていない。

「さっきのドラゴン地中に穴掘って暮らしてたのか、結構深いな」

　──ねぇねぇクリス。宝物とかあるの？

「それよく言われるけどドラゴンに光物集める習性はないぞ？　まぁドラゴンの素材は宝物といえるけどさ」

　──むぅ残念だえ。

　──ちょっと探検してみるのデス。

　──ドラゴンの巣なんてドキドキするかしら。

　──出発進行なのだわ！

「これお前たち。主様は余計な寄り道をしてる暇は……」

　フェノリーゼが窘たしなめるけど、好奇心旺盛な子たちだし、ちょっとくらい探検させてあげる時間はあるから、手を振ってフェノリーゼを制する。

「仕方ないな、あまり奥までは行かないぞ？」

　──はいなの！

　当然のように俺の頭に乗るトレニアと、服のポケットに入ってくる妖精たち。お前ら探検したいとか言ってた癖に楽する気満々だな？　別に良いけどさ。

「主様、こやつらをあまり甘やかすと図に乗り……うーん、なんというか躾に厳しい母親と娘に甘い父親の構図そのものですな」

「まぁ確かに、娘ができたら可愛がりそうだ。フェノリーゼとの娘なんてきっと可愛いんだろうな」

　フェノリーゼがそもそも人並外れた美人なのものあるけど、彼女の一族は妖精の血が混じってるせいか、男女ともに神秘的な雰囲気を纏う事が殆どなのだとか。

「くふふ、妾も母になる日を楽しみにしてますぞ」

　流石にドラゴンの巣の前なので、頬にキスするだけだったけど、間近で見るフェノリーゼの笑顔にドキッとしてしまった。ううう、自分の顔が赤くなってるのが分かる。

　年上ぶってニヤニヤしてるフェノリーゼに顔を見られるのが恥ずかしいので、さっさと竜の巣を探検するか。

　魔法の灯でドラゴンの大穴を照らし踏み入ると、巣の土壁は円環状に固められていて歩くのに不自由はない。

　軽く土壁に触れて確かめると、どうやら土を食べて穴を掘る生態のドラゴンみたいだな。勿論獲物も狩るけど普段は土を食って栄養を取り込み、粘液と一緒に吐き出した土で巣の壁を補強する……ふむ、文献で読んだ限りこういう生態のドラゴンはアレかな。

「断言はできないけど多分『ミミズ竜』って呼ばれてる奴だと思う。名前は弱そうだけど、文献によると見つけ次第大軍を派遣したって書いてあったし、厄介な奴だったのかな？」

「国の地下にこんな巣を作られては堪ったものではないでしょうな」

　フェノリーゼと手を繋ぎ、トレニアたちは俺のポケットで大はしゃぎだ。ミミズ竜の巣はまず大きなトンネルがあり、そこから無数に枝分かれした小部屋のような穴を覗いてみると、積み重なった黒い泥の中に、散らばる煌めくなにかが見えた。

　現金なもので、ポケットから飛び出した妖精たちは、灯りに煌めくモノに興味津々な様子だ。いやお前らその黒い泥は俺の予想が正しければ……。

　──キラキラして綺麗デス。持って帰るのデス。

　──やっぱりドラゴンの巣には宝物があったの。

「お～い、お前ら触るな。それ多分ミミズ竜のフンだぞ」

　──きゃぁぁぁ！　触っちゃったかしらぁぁぁ！

　──言うのが遅いのだわ！

　──いや、ここはドラゴンの巣なのだえ、そのくらいあって当然だと思うえ。

「不用意にペタペタ触るお前たちが悪いのであろう……これ妾の外套で手を拭こうとするでない！」

　買ってあげたばかりの外套がドラゴンのフンまみれじゃフェノリーゼが可哀想だから、湿ったタオルを妖精たちに渡して黒い泥を調べる。

「……うーん、この光ってるのって……おいトレニア、ちょっとこの泥と光ってるの分けられないか？」

　──う～～やりたくないけどクリスの頼みなら仕方ないの……。

　他の子たちはドラゴンのフンと聞いて、露骨に距離を取ってトンネルに戻ったので、俺のポケットに避難したトレニアにお願いし、泥とキラキラしてる粉状のものを分離して貰うと、どうやら砕けた魔核のようだった。

「多分腹の中で磨り潰しはしたけど、消化できなかったからこんな感じになったのか。使い道はなくもないけど、あんまり価値はないか」

　──むぅぅっ！　つまんないの、もう帰ってデートしたいの！

「トレニアお嬢様がご立腹じゃ仕方ない、穴から出るか。フェノリーゼ他の子たちにも……」

「ぬっ主様！　急いで脱出してくだされ！　あの馬鹿ども余計な事をしでかしました！」

　フェノリーゼの珍しく焦った口調を聞き、トレニアをポケットに、フェノリーゼを抱きかかえすぐに外に走る。

　走ってると妙な地響きが、しかも段々と迫って来てるのが分かる！　必死に走ってると我先に逃げ出したらしい四人の妖精に追いついた。

「一体何をしたんだ！」

　──ごめんなさいかしらぁぁぁ！　奥になにかあると思ったのかしらぁぁ。

　──手っ取り早く地下に向かって掘ったのに、宝物が無いなんてヒドイデス！

「ええい、なんか言い訳してるけど、とりあえず今晩デザート抜きな」
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　──私は必死に抑えたけど無理だったのだわ！

　──こいつらを止めたのに理不尽だえぇぇぇ！

　トンネルの内部は徐々に温い霧？　いや熱い蒸気に満たされていく。走りながらもポケットの中のトレニアがトンネルを塞いでくれるけど、圧倒的な水量に殆ど効果がない。

　もうちょっと、もうちょっとで外だが、地響きがもう間近に感じる。チラッと後ろを見ると泥混じりの濁流が凄まじい速度で迫ってくる。

「フェノリーゼ！」

「ははっ！　お任せを」

　前方には陽の光が見える。外に出れさえすれば、妖精の力で宙に浮いてなんとかなるだろうけど、もう間に合わない。こうなったらイチかバチか押し返して、その隙に妖精たち五人にトンネルを埋めさせるしかない。

「【天魔光吼てんまこうほう】」

「【精霊光スピリチュアル・フォトン爆砕衝・バースト】」

　圧倒的な水量を力技で押し返し、ぶつかった衝撃に逆らわずにそのまま外まで弾き飛ばされる。

「お前たち！　急いでトンネルを塞ぐのだ」

　妖精たちは乱暴な脱出だったからちょっと目が回ってるけど、言われたとおりにトンネルを埋める。トレニア一人だけではあっさり突き破られた土の壁だったけど、五人の力を合わせれば辛うじて塞せき止とめる事ができたようだ。

　外に出て、暫く様子を見てると、塞いだ穴から噴出するようなことはなかったが、その代わりに焼け野原のあちこちから、泥混じりの熱湯が勢いよく吹き出してきた。当然だがミミズ竜の開けた穴は縄張りの中に沢山あったんだな。

「地下水脈を掘り当てちゃったのか？　その割に熱いな」

「あー主様、これは火山の多い大陸北部では有名なのですが、稀に地下から湯が噴き出る温泉というものなのです」

「聞いたことはあるぞ、帝国の北の方だと皆、野外の風呂に入るんだっけ？」

　屋外や船の上で風呂に入った時も開放感があって気持ち良かったし、文献の挿絵を見た感じ景色のいい場所で、広い風呂に大勢で入るんだったかな？

「屋内で温泉に入る施設もあると聞き及んでおりますが。ともかくこの温泉は、普通の地下水よりも自然の気ともいうべき特殊な魔力を帯びておりまして、浸かっても飲んでも健康に良く、若返ったかの如く肌が潤うのです。故に帝国北部の者どもは美人ぞろいと謳われているのです」

　フェノリーゼは言外に温泉に入りたいと言ってるっぽいので、試しに噴き出てるお湯に近づく。勿論地面はぬかるんでるからトレニアの力で宙に浮いたまま。

「泥が混じって濁ってるけど、これは入れるのか？　温度は……まぁ、ちょっと熱いけど水で冷ませば大丈夫か」

「お前たち今日の失態は許してやる故、屋敷の遊泳所のような風呂場を造るのだ」

　──はーいなの。クリスと一緒にお風呂なの。

「うむ、妾が主様と文字通りの意味で熱い一時を過ごすため、励むのだそ。むふふ……」

「フェノリーゼが入りたいのなら俺は別に良いけど。流石にちょっと時間がかかるみたいだし最初の目的果たしてくるよ」

　元々未踏破区域にやって来たのは、ビッチを監視するためのペットを捕まえに来たんだ。予想外のトラブルがあったけど、それよりペットも見つけないとな。

　オードさんに大見得切った以上成果無しは恥ずかしいし、昼には兄貴たちを誘って屋敷で昼飯。まだ時間はあるけど、フェノリーゼとトレニアの二人とお風呂に入って、エッチしないわけが無いからな。

「帰り道でなんとか見つけるか、街で買うしかないのでは？　妾たちの愛の共同作業必殺技による破壊のせいか、ここに近寄る魔物はいますまい」

　いっそ魔物寄せでも使おうか？　それを言ったらのんびりお湯に浸かれないとフェノリーゼに止められたので、ここはちょっと妥協するべきか？

　幸いにしてこの未踏破区域は人里からかなり離れていて、生き残った魔物がこの焼け野原から移動してもカロリングの街には影響は殆ど無いと思うけど、ペットに相応ふさわしい魔物を見つけるには時間がかかりそうだ。

　仕方ない少し単独行動だ。予あらかじめ支配していた大型の鳥型魔物に運んで貰うために呼び寄せる……が、待っていても一向に姿を現さない……おかしいな。

「あの、主様。ひょっとして巻き添えにしてしまったのでは？」

「いや、死んでない。支配のリンクは繋がってるんだけど、別の魔物に襲われてんのかな？　向こうだ！」

　自身に身体強化をかけて高速で駆ける。フェノリーゼも置いて行かれまいと妖精たちに風呂づくりを任せてついてくる。そして駆け付けたその先では、ここまで運んでくれた巨鳥が十数体？　いや、十数羽の馬より大きなニワトリの群れに囲まれ瀕死のありさまだった。

「やばっ！　あのニワトリさっきの術のせいで恐慌状態になってる」

　近くの森が焦土になって、ついでにお湯が噴き出して混乱してるところに見慣れない魔物がいたら、自分よりでかい相手でも襲うか。落ち着かせたいけど数が多い。

「ニワトリどもを如何いたしますか主様」

　フェノリーゼが妖精たちを操り、一言命じればあのニワトリたちだけすぐに倒せるが、ニワトリが混乱してるのはぶっちゃけ俺らのせいだし、問答無用で始末はちょっとしたくない。

　先ずは殺さないように無力化させるために、ニワトリたちに標準を定め……。

「【心神破邪・怨霊群狼】ぉぉ！」

　自身に取り込んだ怨念に魔力を込めると、狼に似た姿の怨霊ゴーストもどきとなり。無数の怨霊の群れは対象をどこまでも追尾しその心を喰らう。見た目は派手なんだけど、どう考えても勇者らしくない技だけど気にしないでおこう。闇属性なんでどうしてもこういう術になってしまうのだ。

　混乱していたニワトリたちは、無数の狼の怨霊ゴーストに成す術もなく心を喰われ、意識を失い地面に落ちた。急いで巨鳥に治癒をかけ、お詫び代わりに生肉を与えると瀕死だったくせに美味そうに頬張りだす。流石デカいだけあってタフだな、帰りもよろしくな。

　巨鳥が生肉を食ってる間に、ニワトリたちも回復させてやるべく近づくと……あ、コイツら王冠鶏グレートクラウンか、確か生け捕りにすると高額で取引されるって聞いた事がある。

　デカいけどニワトリだけに愛嬌があって威圧感も無いし、丁度良いな。

「連れて帰ろう。飛べるみたいだし全部でも大丈夫だな」

「主様主様、ニワトリとはいえ空飛ぶ魔物が群れて現れたら撃ち落されるのでは？　特に今のカロリングの街は貴族たちが集まり警戒も厳重な筈ですぞ」

「それもそうか、考えてみればあんまり沢山いると餌やりも大変だし、二羽くらいで良いかな？」

「ですな、街の近くで巨鳥は逃がし。ニワトリを騎獣としていれば問答無用で攻撃される事はありますまい」

　フェノリーゼの言うとおりに特に体の大きいメスを選んで、心を喰われ傷ついた精神を回復させるついでに、人間に攻撃できないよう精神を縛り、付いてこさせる。他のニワトリは回復ついでに逃した。

　巨鳥も食事が終わったようで満足げだ、妖精たちがお風呂を造ってる間ゆっくりさせてやろう。





◆　　　◆　　　◆






　森が水没しそうな勢いで噴き出た温泉だったけど、どうやら穴を開けた時に勢いよく噴出しただけのようだ。

　捕まえた王冠鶏グレートクラウンを連れて戻った時には勢いは収まっていて、妖精たちが造った石造りの大きな浴場の中心から水柱が立ってるだけ。

　見渡すと、同じように水柱が立ってるのが見えたけど、まぁ全部手を加える必要はないよな。温泉が出たとだけ帰ったら報告すれば良いか、『囁きの石板』は屋敷に置いてきちゃったし。

「ささっ主様、泥だらけのお召し物は妖精たちに洗わせて、こちらで身を清めましょうぞ」

　既に服を脱ぎ、タオルを身体に巻いただけの、扇情的な格好をしたフェノリーゼに手招きされては断るなんて選択肢はない。

　トレニアも早く人間と同じ大きさにしろと言ってくるかと思ったけど、なんか他の妖精たちと一緒に噴き出た水柱で遊んでた。まぁ暫くすれば飛んでくるだろ。

　服を脱ぎ、軽く泥と汗を流してからちょっと熱めの大浴場にゆっくりと入る……おぉ！　なんだろう普段入ってる風呂と違って、このお湯に浸かると身体の奥から力が漲ってくようだ。

「凄いな、自然の気を帯びたお湯とは聞いたけどここまでとは」

「むふ～妾も人ひと伝づてに聞き、話半分の効果でもあれば儲けものと思っておりましたが……いやはや浸かっただけで肌も髪もこれほど艶が出るとは」

　暫くの間、肩を寄せ合って温泉を堪能していた俺たち。しかしやはりというべきかフェノリーゼは、徐々に豊満な肢体を擦りつけてくるし、俺は俺で無意識に胸やお尻に手が伸びていた。

　……うむ、肌触りが良くなったのがすぐ分かる。オリヴィア達のお土産に汲んで帰ろう……おっと、フェノリーゼが目の前にいるのに彼女に集中しないのは良くないな。

　一緒に温泉に入っててエッチする雰囲気にならない訳がない。フェノリーゼの頬に手を添え唇を奪い、舌を絡める。彼女も俺のチンポにオマンコを擦りつけてくる。

「お湯に浸かったままセックスするとのぼせそうだし、ほら、お風呂の縁に手を乗せて。お尻をこっちに」

「仰せのままに主様」

　四つん這いになったフェノリーゼは、既に勃起した俺のチンポを早く挿れて欲しいとばかりに、お尻を振ってくる。

　オマンコは温泉のそれとは違う粘性のある蜜で濡れそぼり、期待に満ちた表情で見つめられては、応えるのが男の甲斐性だ。

　熱く濡れたお尻を掴んで、腰を突き出すと、フェノリーゼの一番奥まで一気に押し込んだ。

「んあぁ！　大きい！　主様の逸物いつもより……す、凄い……くぅっ！」

「フェノリーゼもいつもよりオマンコの中が熱くなってるぞ。そんなに期待してたのか？」

　一番奥まで押し込んですぐには動かず、震えるおっぱいを鷲掴みにして充血した乳首を指で圧したり、形が変わるくらい強めに揉みしだく。

「はぅ、んっんっ……あぁ主様の逞しいものの形がはっきり分かります。妾のオマンコが主様の形に拡がって……んんっ……はぁん」

　腰を動かさないでも、おっぱいを揉むごとに膣内がキュッと締まって気持ち良いけど、フェノリーゼの事も感じさせてあげないとな。フェノリーゼが腰を振るのに合わせてより深く膣奥に押し込む。

　腰を突き出すたびに彼女の膣壁が蠢うごめき、まるでチンポの根元まで呑み込まれそうだ。媚肉が吸い付くように絡みつき、気持ち良すぎて腰が止まらない。

　最初はオマンコの入り口から奥まで楽しもうとゆっくり、大きく引いて押す感じだったのだが、お互いに気持ち良くなるにつれて、段々と速く激しくなっていく。

「あぁん！　主様の逞しいものでそんな激しくされたら……あぅん、あっあっはぁぁん！」

　周囲は温泉の湯気で包まれフェノリーゼ以外の何物も目に入らない。振り向きながら俺を見る彼女の、その神秘的な美貌は蕩けきっていて、絶頂が近いと目で語っている。

「イクぞ、一緒にイこうフェノリーゼ」

「あぁ主様ぁ！　あっあっあぁん！　来てぇ妾を孕ませてくだされぇぇぇ！」

　快感の堰が切れたかのような勢いで子宮に精液を吐き出すのと同時に、フェノリーゼが仰け反り全身を痙攣させる。絶頂の余韻に浸るように、繋がったまま申し合わせたようにお互い唇を重ねる。

「はぁ、はぁ……主様……んっ、ちゅっ……」

　彼女の足元が覚束無い感じで震えてるから、そのまま背後から抱きしめて、温泉に浸かる。体力はまだまだ有り余ってるし、体勢を変えてまたエッチするつもりだけど、お互いイッた直後にキスするのが最近のお気に入りだったりする、なんかこう愛情を確かめ合ってる感じがして幸せな気分になるんだよな。

「フェノリーゼ……んっ、ますます好きになったよ」

「妾も……んむ……全てを捧げるほどに惚れておりますが……んっ……これ以上惚れさせて如何なさるおつもりか」

　幸せな気怠い雰囲気の中。俺たちがいないのに気付いたトレニアが飛んで来るまで、俺たちは温泉の中で抱き合いながらキスを繰り返していた。

　勿論トレニアもその後、たっぷりと、腰砕けになるまで可愛がったのは言うまでもない。





★　　　オードＳＩＤＥ　　　★






「ただいま。いい感じの奴をすぐ見つけられて運が良かったよ」

　お昼のちょっと前に帰ってきたクリスから、離れの庭に来るように伝えられました。やる気に溢れたわたくしは、すぐさま離れの庭に向かいます。一緒にヴィヴィアンさんも付いてきてくれました。

　そして向かった先にいたのは……大きなニワトリさんでした。ふかふかしてて可愛いですわ、後でなでなでさせて貰いましょう。お馬さんより大きいので背中に乗せていただけるかしら？

「クリスさんそれっ！　腕利き冒険者が十人がかりでやっと捕まえられる王冠鶏グレートクラウンじゃないですか！　しかも二羽！」

「ん？　もっと欲しかったか？　十数羽くらいまとめて眠らせたんだけど、多いと世話するの大変だろうと思って逃しただけで」

　クリスは優しい子ですね、確かに身体が大きいので、沢山いるとゴハンを食べさせてあげるのが大変です。それに沢山食べる子ですと、食べ物を管理してるヴィヴィアンさんが困ってしまいますね。

「卵一個が金貨で取引される超高級食材なんで、後で捕まえてどっかの空き家で飼育しましょう……じゃなくて、魔物の世話なんてオード様には無理じゃないですか？」

「一応人間に攻撃しないようにしてあるから大丈夫。バカが逃げたらすぐに捕まえるように命令してあるんだ。勿論両方メスだぞ」

　上質の絹のような光沢の、綺麗な羽毛も立派ですが、お顔もよく見ると可愛いです。王冠鶏グレートクラウンと呼ばれるだけあって、色違いの鶏冠も格好いいです。鶏冠が白っぽい子をシロちゃん、黒っぽい子をクロちゃんと名付けましょう。

「大丈夫ですか？　嘴くちばしで突っついたら、金属鎧が壊されたって聞いた事ありますよ？　オリヴィアの妹が危ないんじゃ？　捕まえようとした拍子にグシャっとか？」

「その辺りは特に注意して精神支配かけてる、ニワトリの割に知能が高いから、怪我させないで捕まえるくらい簡単だよ」

　近寄ってシロちゃんのお腹をモフモフ。手触りも良いですね。あらクロちゃんが頭をスリスリしてきました。うふふ、くすぐったいですよ、後でゴハンあげますからね。ニワトリさんって何がお好きなのかしら？

「ところで攻撃しないように、としか精神を縛ってないんだが、なんであの人懐かれてんだ？」

「動物に好かれやすいそうですよ」

　この子たちはアンジェリカが逃げないように見張っていてくれる騎士ですね。ん？　ちょっと違う気がしますがまぁ良いでしょう。わたくしも淑女として、騎士様が万全で働けるように頑張ってお世話いたします！

　あらクロちゃんいきなり走り出してどうしたの？　どこからともなく「のほぉぉぉらめぇぇぇ」とか変な叫びが聞こえましたが。すぐに戻ってきて、スリスリしてきます。ふふっ甘えん坊な騎士様ですね。

　頑張りますよ、アンジェリカをまともな道に戻すためにも、シロちゃんとクロちゃんのお世話がわたくしの仕事です。覚悟しなさいアンジェリカ、わたくしが立派な淑女になるまで逃がしませんよ。
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「クリス殿は出掛けてしまったのかい？」

『申し訳ございません。主人は早朝に兄夫婦に会いに行き、戻ってすぐに夫人の一人フェノリーゼを伴い森へ向かうと……』

　今朝の町を包んだ祝福の光を見た人々の間で、既に色々な憶測が飛び交っていて、事情を問とい質ただそうと『囁きの石板』で連絡を取ったら、肝心のクリス殿は応答してくれない。

　少し雑務を片付けて、時間を置いてまた連絡したら。応答してくれたのはメリッサ夫人で、なんと石板を寝室に忘れて何処かに行ってしまったそうだ。

　いや別に午後から会う事になってるからその時でも良いんだけど、折角の殆ど仕事のない日に面倒事だと困るから、早いとこ事情が知りたいのに困ったな。

　仕方ないから武官たちの中で、暇そうなのに現地で聞き込みを頼んで……頼んだランゴが帰ってくる前にクリス殿から石板で連絡がきた。

『石板忘れちゃって申し訳ない。面会の時に伝えようと思ったけど、急いで伝えなきゃいけない事があるんだ』

　今朝の光の事かな？　多分兄夫婦に彼自身が祝福をかけたって事なんだろうけど、出来れば屋内でやって欲しかったな、早朝ではあるけど起きてる人が多くて直後はパニック寸前だったらしいし。

　うむ、ボクはこの街の領主なんだから例え勇者でもビシッ！　と注意しないとね。彼は善意の人ではあるけど無自覚に騒動を起こす癖を改めさせないと。まぁ一応事情は聞いてから……。

『実は未踏破区域で……』

　ん？　討伐にでも行ってたのかな？　結婚式を控えてるのに困った人だな、その辺も含めて注意しないとな。

『ビッチ監視用の魔物を捕まえようとして、うっかりその土地の主であるミミズ竜を倒したんだ』

　ミミズ竜？　なんか弱そうだなぁ。まぁ魔王種を倒すクリス殿なら土地の主を倒してもおかしくはないけど、見張り用の魔物くらい街で買えるだろうに。

『ミミズ竜の生態は面倒だから省いて結果だけ言うと。温泉が噴き出た』

　んん？　キミは何を言ってるのかな？

「え～と、ちょっと意味が分からないんだけど？」

　話を整理しよう。ボクは今朝の凄い光の件で問い質そうと、先ず彼から話を聞くはず。ついでにホイホイ未踏破区域に足を運ぶ腰の軽さも注意しようとしてた筈。うん、間違いない。

『未踏破区域の森をついうっかり焦土にしたら、温泉が噴き出したんだ』

　うっかり焦土とかなに言ってんのこの人！　人を巻き込んだらいくら勇者でも罰則を……そういう事じゃねェェ！

「と、とりあえず場所は？　詳しい話は面会の時に聞くけど、どういう経過でそうなったのか書面で纏めておいてね！」

　とりあえず必要な事だけ聞いて、石板による会話を終え……。

「四天王集合ぉぉぉぉぉぉぉ！」

　くっ！　天然かけ流し温泉と聞いては黙ってられない！　未踏破区域へ急がねば！
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　イザベラの召喚した空中を自在に泳ぐ大亀に乗り、件くだんの温泉にやって来た。同行者は四天王と護衛のジャンヌ。イザベラも四天王だけど引きこもりだし空飛ぶ亀を召喚してくれたから、仕事してると言えるだろう。ボクの温泉への熱意にやや引いていた気もするが気にしない。

　空から見ると、未踏破区域の森のあちこちから湯気が立ち上っていて、空中を走る事の出来るロバートが見に行くと、地面からお湯が湧き出ているそうだ。

　しばらく進み、クリス殿の言っていた場所に近づくと、広大な森の一画がまるでスプーンで掬ったかのように、地表が削り取られていていた。焦土にしたとは言ってたけどやり過ぎだよコレ！　でも温泉に免じて許す！

　更地の中心にある、大きなプールじみた場所で降りる。どう見ても露天風呂だ、だだっ広いけど露天風呂だ。継ぎ目のない石造りで、彼の屋敷にある水の塔と同じだな、ホントどうやって造ったんだろ？

　魔法使いのジョニーとジャックがお湯を調べたら。なんとこの温泉には自然の気を帯びていて、飲んでも浸かっても健康になる、いわば天然の万能薬なのだとか。スゲェファンタジー万歳！

　早速箱の中に家を収納してる魔法道具『簡易拠点インスタント・ハウス』を取り出し、露天風呂の近くで使う。本格的なのは軍の拠点に使う砦をその場に取り出す魔法道具だけど、ボクの持ってきたのはちょっとした小屋の安い奴だ。ただし、ちゃんと大きな水桶とお湯を汲みだすポンプも用意してるけどね。

「ところで周囲の魔物は大丈夫そうかい？」

「一応クリスが魔物避けを構築したみたいですけど、それが必要ないくらい魔物がいませんね」

「こんな馬鹿みたいな広範囲を焦土にするような魔法が使われたんだ、そりゃ野生は逃げますって」

　街は大丈夫なのかと聞いたら、その辺はクリス殿も考えてたようで、この温泉や街から遠ざかるように精神を誘導する魔物避けなんだそうだ。

「んじゃボクはお風呂入るから、見張りよろしくね」

「了解っす。なんつーか、カール様意外と風呂好きっすね」

　温泉と聞いた途端にボクの前世の記憶が猛烈に求めてくるんだから仕方ない。それに明日から忙しいんだから今日くらい骨休めしたって良いじゃないか。

　ジャンヌの手を引いて小屋に入り、早速水汲み用の魔法道具を起動させ水桶を温泉で一杯にする。水桶と言っても遠征の際に飲み水を運ぶ用の奴で、前世でいうドラム缶風呂を少し広く浅くしたようなものだ。

「あの～カール様？　お風呂に入るだけでしたら、お外の遊泳所みたいなお風呂とか、お屋敷の浴場の方が広いのでは？」

　ふむ、有無を言わせずに連れてきたから、ジャンヌは分かってないな。確かに広いお風呂は気持ちがいい、露天風呂なら猶なお更さら開放感があるだろう。

　しかし！　だがしかし、それは前世の記憶にある体験なのだ！　だからボクとしては薄暗い部屋の中にある狭いお風呂で、女の子と入るという前世では縁のなかった事がしたいのだ……なんか言ってて虚しくなってきたが、今のボクはリア充なので気にしない。

「いいんだよ、折角の温泉なんだから普段とは違う事したいんだよ。それにほら、こういう狭い所で密着して入るのは嫌かい？」

「ふえっ？　そ、そんな事はありません！　でで、でもデシデラータ様を差し置いて……」

　言いたいことは分かるけど、流石に妊婦を未踏破区域に連れてくるのは無理だからね。

「勿論汲んで帰るから仲間はずれにはしないよ。それはそれとして早く温泉に入るぞ」

　混乱するジャンヌを脱がせ、自分も脱いで、お姫様だっこでお風呂に飛び込む。

「ひゃぁぁん！　熱っ！　熱いですよこのお風呂！」

　おぉ！　ちょっと熱めだけどイイ感じ。自然の気を帯びてるってのは伊達じゃなく、身体が温まると同時に活力も湧いてくるようだ。逃げようとジタバタしてるジャンヌを抱き締めながら、この世界で初めての温泉をじっくりと堪能する。

　逃げられないと諦めたのか、それともお湯の熱さに慣れたのか、ジタバタするのを止めたジャンヌも、トロンとした表情で温泉に浸かっている。多分ボクも同じように気の抜けた顔してるんだろうな。

「はふぅぅ……クスクス。カール様ったら変な顔してます」

　思った事を口にするのがジャンヌだけど、変な顔呼ばわりとは許さん。お仕置きにおっぱい揉んでやる。

「ふふん、ボクを変な顔呼ばわりとは良い度胸だ。お仕置きしてやる」

「ひゃん！　あはは、カール様くすぐらないでくださ～い」

　うむうむ、狭いお風呂の中で美少女とイチャイチャは最高だ。そして活力に満ちた若いボクがこうやってイチャイチャしてて、その気にならない訳もなく。おっぱいだけでなくオマンコにも手が伸びる。

「はぁん！　あっあっあぁぁ……んっ、ちゅ、ちゅむ……あむ」

「のぼせたら危ないから一旦出ようか」

「は、はい……」

　ただでさえ狭い窓から差し込む光しか光源のない、小さな小屋の中は温泉の湯気で満たされ余計に薄暗い。けどもうエッチしか頭にないボクたちは、お互いさえ見えればどうでも良かった。

　床に座りジャンヌのお腹に手を回し背後から抱き寄せ、そのままお尻に手をかけると、張りのある弾力で手のひらを押し返してくれる。

　日焼けしていないジャンヌのお尻は、熱い温泉で火照りまるで桃のようだ。ふと湧いたいたずら心で、指に力を込めて強く掴むとボクの手形がうっすらと残る。

「あぁん、カール様お尻をそんなに強くしたら」

「おっと、ゴメン痛かった？」

　ジャンヌのうなじに舌を這わせながら、お尻を優しく撫でてると段々と感じてきたようで、切なそうにお尻を押し付けてくる。ふふっ思った事は口にするジャンヌだけど、挿れて欲しいのに、恥ずかしくて言い出せないのが本当に可愛いなぁ。

　ボクに背中を委ねているジャンヌの脚を開かせ、今度は太股を優しく愛撫する。温泉の効果なのか、いつもよりも繊細で吸い付くような肌触りが気持ちいい。

「んんぅ……カ、カール様。意地悪しないで……」

　ジャンヌは可愛いけどあまりイジメたら拗ねちゃうから、焦らすのはここまでにしておこう。トロトロになってるオマンコにチンポをあてがい、狭い秘所を押し広げながら潜り込ませる。

「ひぁっ！　んはぁぁん！　く、くる。カール様のが入ってきます！」

　ジャンヌの熱く潤った膣壁がボクのチンポを擦り、快感が電流のように全身を駆け巡る。

「んあぁぁ、熱いです。そ、それにカール様のオチンチンいつもより大きてく……はぅん！」

「気持ち良いよジャンヌ。動かして大丈夫かい？」

「は、はい。わ、私はカール様のモノですから」

　ボクはジャンヌの膣壁をかき回すように、膣奥に亀頭をグリグリと押し付けるように、肉棒をゆっくりと大きく動かす。

「あぁ、くぅん……カール様ぁ、カール様ぁ！」

　オマンコの感触だけでなく、おっぱいやお腹に手を這わせ、ボクの手で身悶えるジャンヌの姿に愉悦感で満たされる。

「んうぅ……手つきがいやらしいですよぉ……あぁん、お、お願いです、もっと、もっと激しくぅ……」
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「ジャンヌにおねだりされたら仕方ないな」

　背面座位でゆっくりエッチも良いけどジャンヌが激しくして欲しいなら仕方ない。挿入したまま後背位の体勢になって媚肉のぶつかり合う音が外に漏れるくらい強く打ち付けた。

「あっあっんはぁぁぁぁ！　お、奥に。奥まで届いて……はぁぁぁぁぁん！」

　褐色の肢体は腰を打ち付けるたびに、目の前で跳ねるように震え、流れる汗が弾ける。ボクもまたジャンヌの腰を掴んだまま、快感に酔ったようにひたすら腰を振り回す。

「カール様！　カール様！　カール様ぁぁぁ！　もうイッちゃいます。カール様のオチンチンが気持ち良すぎてイッちゃいます」

「ボクも、ボクもだ！　膣内に出すぞ、ジャンヌも妊娠させてやるよ」

「も、もうだめぇぇぇ！　あっあっイク、イッちゃうぅぅぅぅ」

　ジャンヌの嬌声と同時にオマンコが蠕ぜん動どうし締め付けてくる。痺れるような快感が全身を巡り、ジャンヌの一番奥まで押し込むと同時に、食い止めていた快感の奔流が噴き出し、ジャンヌの子宮を染め上げた。

「あぁぁぁぁぁ！　来てます、私の一番奥までカール様の熱いのが届いてますぅぅぅぅ！」

　全身を痙攣させ絶頂の余韻で呆けているジャンヌを抱き寄せ、セックスの後の充足感に身を浸す。
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　十分に温泉とジャンヌの肢体を堪能し小屋を出ると、温泉に足だけ浸して寛いでる四天王の姿があった。

「おやカール様？　もう宜しいので？」

「何時間だっていれそうだけど、流石に君らを待たせてるからね」

　完全に気を抜いてはいないとはいえ、クリス殿の魔物避けの結界があるせいか、彼らもだいぶ寛いでたようだ。もうちょっと浸かってても良かったかな？

「いやぁ、良いもんですね温泉ってのは。こうしてるだけでも疲れが取れる感じっすよ」

「そうだろう？　最高だよね、地域の主はクリス殿が倒したそうだし、デシデラータを連れてこれるくらい安全な場所にしようと思うんだ」

　大雑把に空飛ぶ亀の飛行速度と到着までの時間を考えて、道を整備さえすれば、早馬ならギリギリ日帰りで旅行できるくらいの距離だし。ちょっとした観光地になりそうだ。

　飲んでも健康に良いから販売すれば買い手には困らないだろうし、他にも温泉の熱で作物を栽培とかできるかな？　この辺の冬は寒いから避寒地としても需要がありそうだし……。

　おっと、折角温泉に入って良い気分なのに仕事方面の考え事するのはボクの悪い癖だ。こういう計画はその土地を任せた人間が頭を捻るべきだよな……ここの領主はボクだけど。

「とりあえず視察の名目で来たわけだし、そろそろ帰ろう。その前にみんな、温泉は汲んどいてくれたかい？」

「バッチリっすよ。言われたとおりに水桶にたっぷり入れて、この魔法の鞄いっぱいに入ってるっす」

　クレイターの王様が来た時にいくつか譲ってもらった魔法の鞄は【収納空間アイテムボックス】の魔法道具で、小型で大容量を運べる優れモノだ。早速今夜デシデラータと入ろうっと。勿論モルガノも一緒にね。

『……イザベラも欲しいから汲んでいって良い？』

「うわっ！　引きこもりのお前が風呂入るの？」

　いきなり大亀が喋ったので、驚いて余計な事を口走ったロバートは亀の口から吐き出された水流で、お湯の湧き出る源泉近くまで吹き飛ばされる。ロバート、君って奴は女性にそれはないだろ。源泉は相当熱いから悲鳴をあげてるけどまぁ自業自得という事で。

「別に良いけど亀が飛べないくらい大量は駄目だよ。ボク達が帰れないし」

『シャルローと使うだけだから大した量じゃない……召喚【貯水蟻ウォーターキャリア】』

　周囲の空間が少し歪んだかと思うと、次の瞬間、拳大の芋虫みたいなモノが数体現れた。のそのそとお風呂に近づく姿は見ようによっては可愛いかな？　虫って時点でジャンヌは距離を取ってるけど。

「こんな芋虫みたいので汲んで帰れるのかい？」

『ん……それは砂漠に棲息する蟻の一種で、巣の中で植物を栽培する珍しい種。それはごく短い雨期に降った雨を溜めこんで一年を過ごす』

　口下手なイザベラだけどこういう説明だと饒舌になるんだな。芋虫じゃなくて蟻らしいけど、これ一匹でなんと一トン近い水を数年間は溜めこんでおけるのだとか。

　なんとか大浴場まで到達した貯水蟻ウォーターキャリアがお湯の中に入る。大丈夫？　かなり熱いけど茹で上がったりしない？

　変な心配をしたのも束の間、拳大だった貯水蟻ウォーターキャリアは一瞬で風船のように膨れ上がり……出現した時と同じく空間が少し歪んだかと思えば、瞬く間に消え去った。

『……ん、自然の気に満ちていて良い温泉。なんならお屋敷のお風呂にも移す？』

「え、えーと。ボクから事情を話さないと混乱しそうだな。ねぇイザベラさっきみたいにボク達も屋敷に戻れたりする？」

　そういえばちょっと前に、シャルローをアメーバみたいな魔物取り込ませて瞬間移動させてたっけ。ちょっと怖いけどすぐに戻れるのなら戻りたいところだ。

『イザベラの支配下にない生き物は難しい。出来なくもないけど長距離は危険』

　ふむ、そこまで便利じゃないのか、残念だが仕方ない。来た時と同じく大亀に乗って帰るか。
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　魔王種の魔核を巡る会議は今日も混迷を深めていた。余はカールから送られてきた温泉水の入ったグラスを傾けながら会議室に目を向ける……あぁ温泉水は美味であるな特に胃の痛みが和らぐのが最高である。

「ええい！　この頑迷な老害め。魔王の魔核は武具とし王家の武威を示す象徴とするべきであろう！」

「そんな飾り物がなんの役に立つというのじゃい！　ドゴーンとぶっ放す兵器として周辺国を黙らすんじゃ！」

　兵器利用派の騎士団長と筆頭宮廷魔術師は、会議そっちのけで殴り合いの真っ最中。あの二人は放っておくとしよう。

「この魔核を基盤として、都市間で即座に連絡が取り合える術式を構築いたしましょう。魔王の魔核さえあれば技術的には十分可能であると、魔法道具技師たちに確認致しました」

「然様然様、迅速な情報のやり取りがどれほど有意義であるか、陛下ならば十分ご理解下さる筈！」

　商業利用派と政治利用派は普段いがみ合ってるのに、今日は仲良く魔核の利用方法を説いてくる。

「国内のみならず国外にも情報網を広げれば、交易にて多大な利益を得ることが……」

「陛下の下知を遍く国内に知らしめる事が叶うのであらば、付け入る隙の無い中央集権を推し進め……」

「卿は何を考えておられるか！　国を富ませてこそ王家の権威は高まるのだ！」

「貴殿の考えこそ甘い！　甘すぎる！　情報網の恩恵を他国に利用されたらなんとするか！」

　ただし途中で主張がズレてきて、結局罵り合いに逆戻りしていた。主張自体は双方に理があるのだがなぁ。お前たち余をそっちのけで討論するでない。

「陛下、目先の利に囚われてはなりませぬ。長期的に国力を高める為には第一に人口、即ち民に多産を推奨するのです。その為にも是非農業を振興いたしましょう」

　農業利用派は当初から真面目に意見を言ってくる一派だ。理もあるし利もあろう……しかし。

「しかし食うに困らないだけでは豊かとはいえませぬ。折角魔王の魔核があるのですから、より良い土壌を造り上げ、手間を掛けた作物で、肥え太らせた家畜を育てては如何か？」

　最近文化推進派に浸食され、採算度外視で美食を追求しだしてきた。お前たち美味いものを作ろうとするのは構わんが、人口を増やすって話はどこに行ったのだ。

　あぁもう嫌だ。この会議が始まると、国王たる余をそっちのけで主義主張が入り乱れ、纏められる気がしない。

　もう余も開き直って酒でも飲むのが良いかも知れない……こっそり持ち込んだ酒瓶を没収されてしまったがな、くそ誰だ会議中は水以外飲食禁止なんて決めたのは……余であった！

「ふははは！　皆さま、意見が纏められないのならもういっそのこと、私が提唱する『鋼の巨人計画』を……ぬぉぉぉぉ！」

　浪漫派筆頭のパルティア伯爵が世迷言を言い出したので、護衛の騎士が会議場からつまみ出そうと、とりあえず担ぎ上げる。

　パルティア伯爵は政治家として有能ではあるし、戦場においては猛火を纏う矢を放ち敵を一蹴する頼れる騎士だ。しかし魔核の扱いに関しては途端にダメ人間と化すのはどうしたものだろうか。

「クックック……はっはっは、意見が纏まらないのならば、もういっそ勇者様のご意見を参考にするべきでしょう。そう思いませんか陛下？」

　騎士に荷物のように担ぎ上げられた状態であるのに、自信満々に言いたい放題なパルティア伯爵の意見に、会議場の空気が一気に鎮まる。それはこの場にいる誰もが考えていたことだが、あえて言わない事だったのだ。

「パルティア卿、魔王種の魔核は勇者様から陛下に献上されたものではないですか、故に陛下がお決めになるのが筋ですぞ」

「然様、勇者様は政治には疎いと聞き及んでおります。ならばこそ我ら国政を担う貴族がこうして議論を交わしてるのではないですか！」

　一斉に反論する貴族たちだが、確かにいくら会議をしても纏まらないのなら、勇者殿の意見を聞くというのも、有りかも知れん。っていうかある程度の方向性がないと多分この会議終わらんからな。

「ふむ……まぁ指針を定める参考にはなろう。では誰が使者として赴くかであるが……」

　余が言いかけた途端に各派閥のリーダー格が挙手するので、勇者殿の迷惑にならん程度の人数にするよう命じて、魔核に関する今日の会議は閉会となった。

　この会議の後も予定が夜まで詰まっておるし、倅王太子は婚約者が旅行に行ったとかで、何をやらせても上の空。いや婚約者がいたらいたで役に立たんのだが。くっ！　役立たず以外に跡取りがいないなど誰のせいだ……余だよ！　畜生！

　悩みは尽きぬが、最近体調だけは抜群に良いのが救いかの？　カールが送ってきた温泉は飲めば胃に優しく、風呂にして浸かれば疲れが取れる優れモノだ。

　出掛けているマラジの代わりに、モンドバン家の嫡男が余の体調を診るのだが、温泉に浸かるようになってから、なんでも十年は若返ったかのようだと言うのだ。

　ちなみに、体調が良くなるからと王妃にも勧めたら、若い頃のような肌の艶を取り戻し……まぁなんだ、まさか授かるとは思わなかったの。





◆　　　◆　　　◆






　新しく作らせた一辺が一メートルの箱型の湯船に、汲んできた温泉を満たしデシデラータと入浴中。待機していたモルガノが石板を持ってきたから何事かと思い応答したら……。

「なんかボクに弟か妹が新しく出来たそうだよ」

「まぁ！　大変な慶事ではありますが、王妃様のお身体が心配ですわ」

　母上はまだ三五歳だから、前世なら問題は無さそうだけど、この世界だと厳しいとされる。勿論母上には勇者を除き最高格の祝福がかけられているので、心配するよりはお祝いムードが強いっぽい。

「なんでも王都に送った温泉に毎日入ってるらしくてね、親父が言うには二十代半ばに見えるんだってさ」

　そんな大量に送ってる訳でもないから、小さな湯船で入浴してて、親父も体調が良くなるからって同じ湯船に入る。んで、たまに入浴時間がかち合うと一緒に入るそうで、まぁ夫婦仲が良くなったのは良い事だ。

「きゃん！　カール様ったらお腹の子供がびっくりしちゃいます」

　ついでにボク達夫婦も仲良くなるとするか。ますます大きくなった下腹部を撫でながら、湯船に浮かぶおっぱいにキスをする。

「最近また大きくなってきたね、大丈夫？　服がきつくなってない？」

「仕立て屋さんが調節してくださるので……ひゃうん！」

　自分も入りたくなったのか、メイド服を脱いで乱入してきたモルガノと一緒にデシデラータを可愛がる。漠然とした不安から目を逸らすように……。

　親父は前に会った時、冗談交じりに、ボクの息子を養子にして跡取りにするようなことを言ったけど……正妃である母上が弟を産んだら、兄貴ヤバくないか？










あとがき







　闇属性の魔法使い四巻をお買い求めいただき誠にありがとうございます。そして三巻発売から少々間が開いてしまった事を、この場を借りてお詫び申し上げます。

　今作が少し間が開いてしまったので、次巻はもう少し早く発売できたらいいなと思い、頑張ります。何卒今度ともよろしくお願いいたします。

　本書が書店に並ぶ頃には、五巻の追加エピソードを書き終……わらないかもですが、それなりには進んでいるでしょう。きっと、多分、トラストミー。




　さて、ＷＥＢ版から書籍化に際し、各巻ごとにテーマを決めて追加エッチシーンを書いてます。今回は温泉がテーマだったりするのですが、温泉湧くのが終盤になってしまい反省中。

　オリヴィアとの入浴中にアンジェリカが乱入するけど、見張り役のニワトリに捕まって素っ裸のまま屋敷に連れ戻されるシーンとか。

　モブ兵士かモブ冒険者たちが、決死の覚悟で女湯を覗こうと団結し、知恵と勇気とエロ根性を振り絞るけど失敗する話とか。




　カール王子が権力ゴリ押しで浴衣を無理やり流行らせて、奥さんと悪代官プレイやってみるとか色々考えてたけど残念無念。

　次（五巻）は海兵服（セーラー服）にしようか海賊コスプレにしようか検討中。




　それでは皆様、改めて本作をお読みいただき御礼を申し上げます。次巻もまたよろしくお願いいたします。











サンマグロシホタテ











本書は「ノクターンノベルズ」（http://noc.syosetu.com/）に掲載されたものを、改稿の上、書籍化しました。

「ノクターンノベルズ」は、「株式会社ナイトランタン」の登録商標です。











キングノベルス

闇やみ属ぞく性せいの魔ま法ほう使つかいだが、なぜか勇ゆう者しゃになってしまった ４

〜それはともかく嫁よめにいい暮くらしをさせるために頑がん張ばって成なり上あがろうと思う〜
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この本は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になる機種により、表示の差が認められることがあります。









●著作権に関して

本作品の全部または一部を複製、編集、修正、変更、頒布、貸与、公衆送信、翻案、配布する等の著作権及び著作者人格権侵害となる行為、および有償・無償に関わらず、本データを第三者に譲渡することは禁止いたします。

●お断り

本作品を電子書籍にて発行するにあたり、簡体字・繁体字などの電子書籍として表現できない文字、ルビ、記号、表組み等、または電子書籍として表現がむずかしい部分等は、印刷出版と異なる表記になっている場合があります。

また本作品で紹介したｗｅｂサイトのＵＲＬは印刷出版した時点の情報となります。リンク切れや情報が異なる場合があります。
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